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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『プロローグ』









　──人生が変わる、瞬しゆん間かんがある。




　初は瀬ぜ恭きよう真まにとって、二度目のそれは六月のある日のこと。

　後から振ふり返っても、何か憑ついていたんじゃないかという、放課後の出来事だった。

　最初は、宿題提出の時間を間ま違ちがえたこと。

　ちょっと写させてくれと別クラスの友人に奪うばわれたまま、提出できなかった恭真は補習で居残り。さらに、本日は一日中晴れという天気予報を裏切って、土ど砂しや降ぶりの雨まで降ってきた。

　一応学校には置き傘がさがあるし、鞄かばんには折り畳たたみ傘も用意してる。

　しかし、置き傘は二本とも当然のように盗ぬすまれており、折り畳み傘は帰りのコンビニの軒のき先さきでおろおろ困っていた小学生を見かけてしまい、つい我が慢まんできず押しつけてしまった。

　あげくは、ずぶぬれになりつつ帰宅した直後、学生バイトの同どう僚りようが風邪かぜで倒たおれたとの連れん絡らくだった。今思えば、仕方なく〈特区〉内限定免めん許きよのエアロバイクを持ち出したあたりで、心の声に従った方が良かったのだ。──恭真、今日はやめとけ、なんだかおかしいぞ、とそいつは懇こん切せつ丁てい寧ねいに訴うつたえていた。

　考えてみれば、昔から、そういう声が聞こえることはあった。

　自分の中の誰だれかというか、なんというか。

　単に第六感と片付けてもいいかもしれないのだが、とにかく昔から、何かしらの危険の際には、そいつの声が聞こえていた気がする。ああ、自分と両親が事故に巻き込まれる直前にも、確か忠告してくれたはずだ。結局、自分ひとりしか助からなかったけれど。

　ただそのときは、つい余計な考えが頭をかすめた。

　前に自分が風邪を引いたときは助けてもらったよなあ、とか思ってしまったのだ。〈特区〉の学費は無料なのだが、恭真の場合は区外への仕送りがあるので、なるべくバイト先とはいい関係を保っておきたいとか理り屈くつをつけられたのもよくなかった。

　結局、ここが帰還限界点ノーリターン・ポイントとなった。

　なんとか空いたシフトに間に合わせようと使い慣れない近道を使ったところ、狙ねらったかのように黒くろ猫ねこが通りかかり──避よけようとしたエアロバイクが、思い切り近くの建物に激げき突とつしてしまったのである。

　放ほうり出された恭真は尻しり餅もちをついたまま、盛せい大だいな炎ほのおを噴ふき上げる機体を見ていた。

「──だ──」

　しばらく、けほけほと噎むせ返ってから、やっと恭真は立ち上がった。

　ヘルメットを外し、煙けむりを吸わないよう姿勢を低くしながら、

「大だい丈じよう夫ぶか、お前」

　と、黒猫に駆かけ寄った。

　にゃあ、と猫ねこは吞のん気きな鳴き声をあげていた。幸い、ほとんど人ひと気けのない道を使っていたせいか、壊こわれた壁かべ以外には被ひ害がいが出ていないようだった。

　ぶつかった教会も、どうやらすでに廃はい墟きよとなった建物らしい。

「ああ、良かった」

　と、息をつく。

　バイクがもったいないわけじゃない。

　ただ、最初に気になったのが猫だっただけのこと。

　しょっちゅう、友人にもからかわれる。『お前もうちょっと要領よくやれるだろう』と何度言われたことか。

　自分でもそう思う。まあ、そう言った自じ称しよう親友は恭真のバイト代をかすめとって、彼女とのデートにつぎこんでしまったのだが、あまり恨うらむ気持ちにはなれなかった。

　だって、仕方ないじゃないか。

　恭真にしてみれば、気になるものは気になるのだ。あの小学生に傘かさをあげなければ多分一週間は悶もん々もんとしてたし、今だってバイトに間に合うよう努力はしないと、しばらく自分を許せなくなる。





　──だって。

　　　そうでもしないと、到とう底てい紛まぎらわせていられない。






（……とりあえず、身体からだは動くな）

　ぎゅ、ぎゅ、と拳こぶしを握にぎったり開いたりして、ひとまずの異状がないことを確かめる。

　幸い、身体は丈じよう夫ぶにできている。

　両親の事故でも、自分だけほぼ無傷で済んだぐらい。

（店長のとこにも、連絡しないと）

　ポケットに手を伸のばしたところで、携けい帯たい端たん末まつも吹ふっ飛ばされていたことと──さきほどの黒猫が、前まえ脚あしで何か白いアクセサリをいじっているのに気づいたのである。

「にゃあ」

「ん、なにそれ……十じゆう字じ架か？」

　拾い上げて、恭真は首を傾かしげた。

　真ん中に、不思議な輝かがやきを秘ひめた貴石が嵌はまっていた。〈特区〉のスポンサーが聖霊教関係らしく、何かと教会やそれ系の施し設せつは多いのだ。

「ふにゃあ」

　十字架を奪われたのを抗こう議ぎするように、黒猫がこちらのズボンを引っ搔かいてきた。

「い、いやいや、落とし物なら届けないとだよ！　ん？　あれ、そうすると……」

　ひょっとして、この教会、まだ使っている人がいるのだろうか。

　途と端たん、ぞくりと嫌いやなものが背筋に走った。バイクは保険に入ってるし、端末は申し込めば無料で替かえがくるはずだが、さすがに賠ばい償しよう金などを言われれば、一発で破は綻たんする。一体どれだけバイトすれば、壁の工事などかなうだろうか。

「…………っ」

　ちり、と鋭するどい痛みが頭を貫つらぬいた。

　すぐに消えたが、ひょっとすると、どこか身体の内側を傷つけたのかもしれない。だったら早めに病院に行く必要もあるし、このまま逃にげてしまえばという考えもよぎったが、従う気持ちにはなれなかった。

　正門まで移動して、ひとつ深呼吸。

「え……と、すいません」

　覚かく悟ごを決めて、教会の扉とびらをおそるおそるノックした。

　返事はなかった。

「すいません！　初瀬恭真と言います！」

　今度は思い切った声で、強く叩たたいても同じ。

　仕方なく扉を開き、中に入る。

　外側と同様に、礼拝堂はほとんど廃墟になっていた。

　違ちがうのは、自分がエアロバイクをぶつけた外がい壁へき以上に、ぐちゃぐちゃだったことだ。長なが椅い子すも説教壇だんも吹き飛ばされ、床ゆかのあちこちには大きな穴が穿うがたれ、まるで戦場にでもなったかのようだった。

「これ……って……なにが……っ痛……」

　また、頭痛がした。

　だんだんひどくなる。思ったより、重傷だったのかもしれない。

　片手で額を押さえながら、引き寄せられるように内側へと入り込んでいったとき、

「──痛っ！」

　頭痛とともに、奇き怪かいな音が聞こえたのだ。

（──何か、いる？）

　あわてて頭こうべを巡めぐらすが、何も見あたらない。

　しかし、慎しん重ちように歩を進めていくと、埃ほこりが舞まうのとともに同じ音が聞こえてくる。

　すぐに、気づいた。

　違う。

　音は、自分の中でしている。

　ギリギリと、ザリザリと、錆さびた鋸のこぎりを何度も何度も往復させているように、自分の内側の掛かけ替がえのないものを切り刻んでいる。

　胸を押さえた。

　吐はいた。

　いくら吐いても吐き足りず、今にも肺や心臓を内側から引き破ってしまいそうだった。

　膝ひざをついて、喉のど元もとに爪つめをたてて、何度搔き毟むしっても吐き気も悪お寒かんもいや増しになるばかり。呼吸さえろくにできなくなって、視界が朦もう朧ろうと霞かすんでいく。

（死ぬ……？）

　こんなところで？

　安あん堵どと説明のつかない感情が、わきあがった。ガチガチと歯が鳴って、胃の腑ふから心底震ふるえ上がった。




　──まだ。

　──まだ、自分は何も取り戻もどしてないのに。




　　　　＊




　猫の、鳴き声がした。

　一いつ緒しよに、近づいてくる小さな足音。

「……くるしいの？」

　と、声が聞こえた。

　どう反応したかは分からないが、どこか舌っ足らずな声はさらにこう続けた。

「……らくに、なりたい？」

（女……の子……？）

　ぼんやり思っている自分と、瀕ひん死しの自分とが乖かい離りしている。『初瀬恭真』なんて矮わい小しような器うつわはいまにも決けつ壊かいしてしまいそうで、散り散りになるほんの少し手前でとどまっている。

　それも、後ほんの数秒のことではないか。

「かみさまを……てでも……いきたい……？」

　いきたい？

　行きたい？

　逝きたい？

　生きたい？

　どれだろう。

　その声に、自分はどう返事をしたのだろう。




　　　　＊




　光が弾はじけた。

　細さい胞ぼうのひとつずつが核かく爆ばく発はつでも起こして、自分の過去も未来も何もかもを砕くだき散らしたかのようだった。衝しよう撃げきと波は紋もんはただ無数に連れん鎖さして、同じ回数だけ自分は死に死に死に死に死んで、何かがぐるりと反転するのを感じた。

　浮ふ上じようする。

　瞼まぶたを開いたとき、白い指が自分の頰ほおにあてられていた。

　その手首から流れたのは、驚おどろくほど鮮あざやかな紫し紺こんの振ふり袖そで。

　そして、自分を見つめる蒼あおくつぶらな瞳ひとみ。

（…………っ?!）

　脳のう髄ずいを直接抉えぐられたようだった。

　息もできない。

　瞬まばたきだってかなわない。

　自分の後ろで、『神』が屹きつ立りつしたことさえ気づかない。

　ただ、心臓を捧ささげるみたいに、たったひとつだけ尋たずねていた。

「……君の……名前は？」




「阿あ頼ら耶や」




　振り袖の少女が答えた。

　恭真の頰を、ぬるい涙なみだが伝っていた。

　三十七[image: ℃]にも満たぬ雫しずくは、初瀬恭真の人生を跡あと形かたもなく燃え散らした。
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　破は城じよう蒼そう士し郎ろうにとって、その時間はひどく特別だった。

　放課後の会議室である。

　三週間前、老ろう朽きゆう化かという名目で工事に入った旧校舎の視し聴ちよう覚かく室から移って、体育祭関係の事務はその部屋で行っていたのだ。

（……体育祭は、楽しかったな）

　つい、口元がにやけてしまう。

　タブレット端たん末まつに表示されているのは、体育祭の写真や動画である。

　この中からいくつかを選び、それっぽい音楽をつけて、クラスごとの記念日記をつくるだけの作業なのだが、いちいち心が弾はずむのを抑おさえられなかった。

（──昔も、皆みなで走ったりはしてたけど）

　あの『戦争』でも、揃そろって汗あせを流すことはあった。

　キャンプごとの訓練はもちろんのこと、ちょっとした賭かけや親しん睦ぼくの名目で、腕うで相撲ずもうやボクシングはよく行われていた。もっと野や蛮ばんに創そう神しんを戦わせることもあったし、つきものの危険やハプニングも含ふくめて、かつての青年はわりと気に入っていた。

（だけど、やっぱり違ちがう）

　そんな風に、思う。

　ひとつひとつの競技が、輝かがやくようだ。

　蒼士郎にしてみれば、いまだ学校で出会う物事すべてがそうなのだが、初めての大型イベントだった体育祭はとりわけのインパクトがあったのだ。

　定番の仮装リレーや借り物競走に、高度な浮ふ遊ゆう映像技術を活いかしたモンスターブリッツ、はたまた世界ランキングの設定された各種ｅスポーツも取りそろえられているあたりが、〈特区〉の体育祭らしいと言えるだろうか。

　たとえイベントの主役生徒ではなくても、その一いち隅ぐうに参加できただけで涙が滲にじんでしまう。

　感動はいまださめやらず。

　こうして写真をピックアップしていても、数日前の熱気が胸につきあがった。

（……茅かや尾おはゆるキャラのコスプレに気合いが入りすぎて転てん倒とう、寺てら内うちはモンスターブリッツで個人成績準優勝だっけか。丸まる渕ぶちは、案外ｅスポーツに適性がありそうだよな）

　ひとりひとりの生徒の特とく徴ちようを思い浮うかべつつ、動画をタップしていく。

　専門的な編集は、業者の方で自動的にやってくれることになっていた。蒼士郎のやることは、それぞれの生徒が見て楽しめるよう、教師の眼めから指し摘てきしていくだけだ。

　まあ、これだけなら別に問題はない。

　慣れない作業ではあっても、もう数ヶ月になる教師生活である。タブレットの使い方もそれなりに心得たものだ。

　──ただ。

　今、隣となりに座っている相手にだけは、別の種類の緊きん張ちようを覚えていたのである。

　かすかなハミングが聞こえた。

　どうやら、それがリラックスしているときの彼女の癖くせらしい。曲名はなんだったろう。蒼士郎は音楽に疎うといが、有名な曲だったように思う。

「うん、こちらも終わり」

　と、赤い髪かみの少女は書類を揃えて、机に並べた。

　アンダーフレームの眼鏡めがねをかけ直し、軽く自分の細い肩かたを揉もむ。んー、と短い声をあげつつ、白い指がうなじのあたりをたゆたうのが、年相応の愛らしさと開きかけた蕾つぼみのような儚はかなさを同居させていた。

　朱あけ桐ぎりひいろ。

　蒼士郎の生徒であり──あるいは、たったひとりのクラスメイト。

　くる、とその少女がこちらを振り向いたのだ。

「先生」

「あ」

　つい、見とれてしまっていた。

　あわてて視線を外し、タブレットに指を滑すべらせる。

「──先生は、またですか？」

「見ての通り、写真の整理だけど」

　顔をそむけたまま、答えた。

　しかし、少女はちっちっと人差し指を横に振って、すいと隣を指したのだ。

「そっちじゃなくて、このテキストのことです」

「む」

　唸うなった蒼士郎の脇わきには、ひたすら教材が積みあがっている。

　ここしばらく、放課後ごとに多くのテキストを持ち運び、隙すきを見つけては会議室で読みふけっていたのである。時には体育祭の準備よりもテキストを熟読してる時間の方が長いくらいだったのだが、ひいろも文句を言うでもなく、任された書類を処理していた。

「仕方ないだろ。俺、勉強不足なんだし」

「先生の担当は数学でしょう？　テキストはそれ以外がずいぶん多く見えますけど」

「普ふ通つうの先生は、もともと学校通って勉強していたんだろ。だったら、俺だってやっておかないと」

「ふうん」

　曖あい昧まいな相づちとともに、気配が動いた。

「それだけ？」

　自分の椅い子すを動かし、すすいと肩かた口ぐちまで近寄ってきたひいろがこちらを見上げ、眼鏡の向こうの瞳ひとみに悪戯いたずらっぽい輝きを宿らせたのだ。

　誤ご魔ま化かしきれない、と思った。

　淡あわい香かおりに顔をそむけて、こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいする。

「……生徒の気持ちに、ちょっとはなれるから」

「正直でよろしい」

　少女が唇くちびるをほころばせた。

　あの事件が終わってから、ひいろはよく笑うようになったと思う。いや、自分がちゃんと見ていなかっただけかもしれない。実際今だって、触ふれた肩口から伝わる体温ばかりが気になって、相手を直視することができなかった。

「だいたい、みんな端末にいれてるのに、わざわざ紙で勉強するなんて非効率ですよ。それも、昔からやってみたかったんですか？」

「かっ……」

「か？」

　首を傾かしげたひいろに、

「顔、近いから……！」

　やっとのことで言って、椅子を引いて距きよ離りを取る。

　離はなれた分と同じだけ、空白の時間が生まれた。

「あ」

「ん」

　互たがいに言葉を途と切ぎれさせて、硬こう直ちよくしたのである。

　窓まど越ごしに、金属バットの高い音が聞こえた。誰だれかがホームランでも打ったらしい。わあとあがった生徒たちの歓かん声せいも、今のふたりにはひどく遠かった。

　伏ふし目がちになったひいろが、小動物みたいに頭を下げた。

「その、ご、ごめん」

「……い、いや、別に謝ることないだろ」

　高鳴る胸を意識しつつ、蒼士郎はタブレットへ視線を落とす。

　タップする指が、ほんの少しずれているのが自覚できた。

　多分、あのときだ。

　前の事件が終わった後、病院の屋上で「あの学校で、初めての友達は蒼士郎くんだ」なんて言ってもらえたときから、自分はちょっとおかしい。創神に捧ささげた左目も無事に再構築され、見た目は何ひとつ変わってないはずなのに、何か決定的なものが変わってしまったかのような、そんな困こん惑わくに陥おちいっていたのだ。

（……ああ、もうなんなんだこれ）

　呼吸法も瞑めい想そう法も、まるで役に立たなかった。かつてのヨーガの訓練では、心臓や胃腸などの不ふ随ずい意い筋きんだって制せい御ぎよさせられたというのに、今の蒼士郎の状態をまるで好転させられない。一体、どれだけ根底から自分は壊こわれてしまったのか。

　ただ、ふたりでいる時間は、ひどく自然だった。

　落ち着かないのに、落ち着く。

　波打つ水面の下が、凪ないでいるかのよう。

　いまだって、どうしようもない沈ちん黙もくは、ひどく温かい。

　矛む盾じゆんの塊かたまりみたいなこんな気持ちを、蒼士郎は知らなかった。忘れた花の名前を思い出そうとするように、ただもどかしく、タブレット端末を触れているのであった。




　　　　＊




（──やっちゃった）

　対するひいろは、ばつの悪い思いを隠かくすのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　どうにも居い心地ごこちが悪くて、誤魔化すためにからかってしまったのだ。いやからかっただけならいいのだけど、当の自分も猛もう烈れつに恥はずかしくなってしまってるあたり、ただ墓穴を掘ほった感があり情けない。

　とにかく、頰ほおが熱い。

　きっと耳まで赤くなってるのだろう。かつては砂さ漠ばくやジャングルでも戦ったというのに、無む駄だに白いままの肌はだは少女の内心を正直に吐と露ろしてしまう。

（──蒼士郎くんは、どうなんだろう）

　タブレットと格かく闘とうしている青年を、横目でちらと見ながら、ひいろは熱い耳たぶを隠している。

　多分、あのときからだ。

　事件が終わった後の病院。当時は眼帯をしていた青年に「あの学校で、初めての友達は蒼士郎くんだ」なんて、つい口にしてしまったとき。胸にわき上がった気持ちはただ甘酸っぱく、少女の内側をいっぱいにしていた。

　だけど、同時に、辿たどってきた過去も少女を呪じゆ縛ばくするのだ。

（──あたしは、蒼士郎くんを殺したのに）

　比ひ喩ゆではない。

　あの『戦争』で、ひいろは〈剣けん帝てい〉と呼ばれ、蒼士郎は〈黒こく絶ぜつ公こう〉と称しようされていた。

　四し王おう。

　それぞれが、たったひとりで戦せん況きようを左右するとも言われた異能者の称しよう号ごう。

　はたして、その果てにひいろと蒼士郎は戦いあった。その結果、ひいろは蒼士郎を切り裂さき、その心臓を貫つらぬいたのだ。いまだってその手て応ごたえを思い出せる。たとえ為なしたのが創神だったといっても、帳消しになるはずもない。間ま違ちがいなく少女自身が起こした罪であり、現代社会ではもはや誰にも裁いてもらえない事実であった。

　今考えただけで、血が凍こおる。

　だから、この青年と一いつ緒しよにいるのは苦痛なはずなのに。

　なのに、この青年と一緒にいるのはどうしても──。

「……あ」

　いつしか、日差しは赤く染まっていた。

　夕ゆう映ばえを受けて、会議室の内側は鮮あざやかな赤と黒のコントラスト。わざとゆっくりやっていた報告書類も、最後の一文字まで埋うめ終わってしまっている。

「体育祭の後始末も、これで終わりですね」

　ふたりでこの会議室を使うのも、もうおしまい。

　もどかしさと切なさが同居していた時間も、一通りの閉幕だ。気まぐれでも、もう幕があがることはありえまい。

「あ、ああ」

　ぎこちなく、青年もうなずいた。

　こちらもタブレットでの写真選びは終わっていたらしい。

「じゃあ、書類は俺が職員室まで運ぶから」

　カードを掲かかげて、蒼士郎が誤魔化すように笑う。

　はいと返したひいろが、鞄かばん片手に、扉とびらへ指をかけた。会議は終わりでも、蒼士郎とはどうせまた明日出会う。教師と生徒なんだから当たり前のこと。何ひとつおかしなことはなく、躊ちゆう躇ちよするような理由もない。さっさと帰って、読みかけの小説の続きでも読むべきだ。ひさしぶりに出た新刊の展開に、あんなにじたばたさせられたんだから──

　なのに。

　つい、少女は向き直ってしまった。

「あの、蒼士郎くん」

「え」

　青年も振ふり返る。

「何、どうかした？」

　雪のように真っ白な髪かみが揺ゆれた。その下で、いくつもの戦いや修しゆ羅ら場ばを越こえたはずなのに、意外なほど朴ぼく訥とつなままの瞳が自分を映している。きょとんとした表情はどこか小動物を思わせて、柔やわらかな顔立ちがその印象をなおさら強くしていた。

　教きよう壇だんに立っているときの、教師としての蒼士郎じゃない。

　ひいろだけが知っている──初めて出会ったときの、青年の貌かお。

「えっと、あたし……」

　何を言えばいいか、少女にも分からぬままであった。

　絡からみ合った視線も外せず、唾つばを吞のみ込む音がひどく大きく聞こえた。胸の奥の気持ちは名付けられないままで、誰か助けてくれないかと真しん剣けんに願った。

　本当に助けが来るとは。

　突とつ然ぜん、何かの激げき突とつ音が轟とどろいたのだ。

「────っ?!」

　咄とつ嗟さに、蒼士郎もひいろも戦せん闘とう態勢に入っていた。『戦争』の経験もさることながら、ここは〈第十三特区〉である。一見平へい穏おんな世界の裏で、いつ〈管理軍〉や〈解放者リベレーター〉の争いが勃ぼつ発ぱつしてもおかしくはないと、ふたりとも心得ていた。

　どちらでもなかった。

「──破城先生！」

　開いた扉の先に、まったく関係ない人物が立ちはだかっていたのだ。

　ひいろと同じ十四歳ほどと思おぼしい、少年だった。

　背せ丈たけは中肉中背といったところか。やや短めの癖くせっ毛に、三白眼気味だが意志の強そうな瞳がまっすぐにこちらを捉とらえていた。引き結ばれた唇がかすかに震ふるえているのは、何か緊きん張ちようしているためだろうか。

　ひどく生き真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きが、さきほどの体育祭の写真でも印象に残っていた。

「……え、と、君は確かＢ組の？」

　茫ぼう然ぜんとしつつも、なんとか教師としての体てい裁さいを保ちつつ話しかけた蒼士郎だが、続く行動に再びあっけにとられざるを得なかった。

　その少年がいきなり両手を広げ、ヤクザ映画よろしく土ど下げ座ざしたのである。

「あの、斑鳩いかるが学院２─Ｂ出席番号23番の初は瀬ぜ恭きよう真まと申します！　破城先生！　どうか、教えていただきたいことが！」




　　　　＊




　闖ちん入にゆう者の行動に、蒼士郎もひいろも啞あ然ぜんと見下ろしていた。

　それは見事な純日本式土下座で、少年が手をついていたのである。

「破城先生！」

　と、応おう援えん団顔負けの大声で、再びこちらに呼びかけてくる。

　幸い、ほとんどの部活が終わっている時間で、周囲に見られる心配はあまりなかったが、万が一新任教師が生徒に土下座させていたなどと暴ばく露ろされたら、一いつ瞬しゆんで退任に追い込まれるルートまでまざまざと思い描えがけた。

「と、とりあえず、君、立って」

　慌あわてて声をかけたところで、蒼士郎は目を見張った。

　土下座したままの少年の手に握にぎられた十じゆう字じ架かを──より正確には、その十字架の中央に塡はめられた貴石に、蒼士郎の眼めが引き寄せられたのだ。

（神話結けつ晶しよう──！）

「これに、ついて、教えてほしいんです！」

　握りしめた少年の背後で、異変が生じた。

　ざわ、と影かげが伸のびたのだ。

　たちまちそれは三次元の厚みを持って、蒼士郎たちを睥へい睨げいした。

　異い形ぎようの影であった。逞たくましい腕うでで宝ほう剣けんを携え、双そう眸ぼうのあたりだけを仮面で隠した──猿面人身の戦士。

「──創神?!」

　半ば無意識に、青年は反応していた。存在規模と関係なく、あらゆる創神は危険だ。性能を把は握あくしていない相手ならなおさらで、侮あなどれるような創神など一柱はしらたりともない。

　つまり、創神形質のうりよくを発揮されるより先に叩たたくのがベスト。

　巨きよ大だいな影が、剣を振りかぶる。

　その刃やいばが落ちてくるより早く、蒼士郎は跳ちよう躍やくした。身体からだごとぶつけるかのように、胴どう廻まわし回転蹴げりを猿えん神しんの頭部へと食くらわせる。

　そのはずだった。

　明らかに頭部を捉えていた蒼士郎の蹴りは宙を切り、刹せつ那な凄すさまじい暴風を起こして、猿面の創神は背後へと回り込んでいたのである。

（──まさか、高速機動の創神形質?!）

　背筋に、ぞくりと悪お寒かんが走る。

　猿面がにんまりと笑ったように思えた。

　人間の五感どころか、霊れい感かんですら観測不能の超ちよう速度域で、猿神の剣が稲いな妻ずまと化す。

　高い音が鳴った。

　中空で、猿神の剣が静止していた。いいや、それは夕ゆう映ばえに透すけたもうひとつの剣によって、食い止められていたのである。

「……勝手なこと、してくれるじゃないの」

　ひいろの手が、自らの胸むな元もとに触ふれていた。

　半ばでスライドしたボタンの内側から、こぼれる神話結晶の輝かがやき。

　主人の命めいに応えて、ほんの一部だけ顕けん現げんした漆しつ黒こくの創神──カーリーの魔ま剣けんが、猿神のそれを見事に阻はばんだのだ。
















「ナイス！」

　叫さけび、着地した蒼士郎が走る。

　猿神の姿が震え、しかし今度は高速機動に入れぬまま、愕がく然ぜんと剣を見やった。カーリーの剣と嚙かみ合った場所から、その刃は凍りついていた。

　創神形質・七しち貌ぼう七しち剣けん。

　権能のひとつ、月げつ葬そう氷ひよう花かがすでに猿神を呪縛していたのである。

　それでも、なお猿面の戦士は足あ搔がいた。もう片方の手で剣を引き抜ぬき、肉にく薄はくする蒼士郎へと薙なぎ払はらう。校舎の廊ろう下かを大きく引き裂きながら、人間ごときの骨肉はたやすく両断する最速の斬ざん撃げき。

　蒼士郎の身体が、霞かすんだ。

　猿神の剣が、その胴どうを通過し──何の手応えもなく、蒼士郎が消え去るとは。

「?!」

「特別レクチャーといこうか」

　と、隙すきだらけの猿神に、すぐ横合いで蒼士郎が低く囁ささやいた。

「今のは、霊れい的てきな残像ってやつだ。創神の感覚ってのはおおよそ霊感から成り立ってるんだが、こいつは感覚器官としてはわりといい加減でね。慣れないと実体と気配を勘かん違ちがいしちまう。……つまり、今のはちょっと強めに叩きつけた殺意だよ」

　猛もう烈れつな勢いで、猿神が振り向く。

　だが、今の囁きも、そうした行動を誘ゆう導どうするための囮おとりだったろうか。さらなる死角へと滑すべり込みつつ、蒼士郎の身体が独楽こまのごとく回転した。

　十分な速度をつけた空中回し蹴りがこめかみへと叩き込まれ、さしもの巨影が揺らぎ、どおと廊下に倒たおれ伏ふしたのである。

「おい、お前、この創神は──」

　油断なく創神を睨ねめつけつつ、問いつめようとした蒼士郎が、眉まゆをひそめた。

　倒された創神のフィードバックを受けた少年は、激しい頭痛をこらえるかのようにこめかみを押さえていた。しかし、同時にその瞳ひとみはまるでずっと憧あこがれていたアイドルか何かにでも出会ったかのような感動に潤うるんでおり、

「……凄すご、い」

　と、声を漏もらした。

「はあ？」

「凄い！　凄いです師し匠しよう！」

　こめかみに手をあてたまま、喜色も露あらわに叫んだ。

　ばかりか、ゆっくりと薄うすれていく自分の創神と交こう互ごに見やって、ガッツポーズまで取ったのだ。

「本当に、あれをぶっとばした！　凄すぎます！　こんなの感激しかありません！」

「……ハヌマーン、ね」

　そんな少年をよそに、消えていく創神を見下ろしたひいろが、小さく呟つぶやく。

　インド神話に出てくる、猿神の名である。

　ヒンドゥー神話の叙事詩『ラーマーヤナ』では、風神ヴァーユの子としてラーマ王子を助け、羅ら刹せつ王ラーヴァナと戦ったとされる神格だった。日本では、同じ猿神として斉せい天てん大たい聖せいのモデルになったと言われているのが有名だろうか。

　ともあれ、その創神の主人たる三白眼の少年──初は瀬ぜ恭きよう真まは、ますます情熱的な表情で蒼士郎の手を握ってきた。

「改めて師匠！　どうぞよろしくお願いします！」

「ちょ、ちょっと待った」

　と、蒼士郎があわてて介かい入にゆうする。

　このパターンには、妙みように覚えがあった。

　学生生活を始めるつもりで学校に来たら、即そく日じつで教師として迎むかえられたあの大惨さん事じの記き憶おくである。簡単に相手のペースに乗ってはならぬと重々自分へ言い聞かせつつ、青年はことさらゆっくりと人差し指をあげた。

「どこで、神話結晶──そいつを手に入れたんだ」

　恭真が持つ十字架を指さして、訊きく。

　すると、少年は手にした触媒カタリストを、不安そうに見下ろしたのだ。

「先月、ぶっ壊れた教会の近くで……落ちてたのを拾ったんです」

「……あ」

　これは、蒼士郎でなく、ひいろが漏らした声だった。

　先月、ふたりはとある事件にかかわり、かつての『戦争』とも縁えん深い──「四王の子」と呼ばれる創神使いマギウスと戦うことになった。

　その最終決戦の地となったのが、いま恭真が話した教会だったのだ。

　蒼士郎たちが戦った中には、自失した創神使いマギウスたちも数多くいた。はたして、激しい戦いの途と中ちゆう、神話結晶を落とした者がいたとしても、不思議はあるまい。

（──しっかりしろよ、〈管理軍〉！）

　思わず、因いん縁ねん深き組織を叱しつ咤たする。

　実質的に〈第十三特区〉を支配しているのは、『戦争』の勝者──〈管理軍〉である。

　主立った霊脈レイライン上にいくつもの街をつくりあげたかの組織は、創神使いマギウスを効率よく発はつ掘くつするため、その監かん視し網もうを張り巡めぐらせている。もっとも、街のすべてを掌しよう握あくできているわけではなく、まして前回の件では『戦争』以来のハプニングが重なったわけだから、〈管理軍〉が怠たい慢まんだと責めるのは酷こくであろう。

　こわごわと十字架をなぞり、恭真が続ける。

「この十字架を拾ったときから、さっきの化け物が突とつ然ぜん出てくるようになって……最初は十字架を投げ捨てたんですけど、それだとかえって暴れだすみたいで」

（……まずい）

　と、蒼士郎は唇くちびるがひくつくのを堪こらえる。

　完全に、自分の責任である。いや、厳密に言えば、共犯はひとりいるのだが、そちらの少女は素知らぬ顔で窓の外の景色を眺ながめている。

　古い映画のロボットみたいな動きで振り向き、こほんと咳せき払ばらいしつつ、少年に訊く。

「……なんで、俺に？」

「あ、はい。教会のシスターさんに相談したんです。そうしたら、破城先生ならこいつの使い方を教えてくれるから、放課後のこの会議室を訪ねてみろって！」

　誇ほこらしげに少年が差し出したのは、斑鳩学院で使っている学章入りの封ふう筒とうだった。

　内側の便びん箋せんには、たった数行書き残されていた。




【チャオ蒼士郎。

　有望な創神使いマギウス発見！

　あんたを担当教官にして、〈ギルド〉に新人登録したからよろしく！】




（担当教官だとお！）

　つい天てん井じようを仰あおぎそうになった。

　黒蓮華嬢ロータス・ブライド。

　蒼士郎を教師に仕立て上げた元げん凶きようだった。いや、そもそもを言えば、この〈第十三特区〉に蒼士郎を連れてきたのも彼女である。あの腹黒シスターがまたも悪あく辣らつな陰いん謀ぼうをたくらんだとして、どうして不思議があろうか。

「お願いします師匠！　これの使い方を教えてください！」

　がばあ、とさらに平身低頭して、恭真が頼たのみ込む。

（まずいまずいまずいまずい）

　頭の中で赤色の警告アラートが連発する。圧あつ倒とう的てきに、蒼士郎にとって不利な相手だった。権けん柄ぺいずくな態度にはあっさり袖そでを振ふれても、真正面からぶつかってくる者を無む下げにできないのが蒼士郎という人間だった。黒蓮華嬢ロータス・ブライドが手紙ひとつで彼を差し向けたのも、こうした相あい性しようを見計らってのことに違ちがいない。

　どうするの、とひいろの眼めが訊いている。

　面おも白しろ半分な証しよう拠こに、唇のほころびを隠かくしきれていない。知っていたが、この少女はわりと意地悪で、何かしらあるとそうした面が表に出てくる。実は嗜虐趣しゆ味みなんじゃないかと疑っているのだが、それを指し摘てきするのも教師としてはばかられるという案配だ。

「ふうん、破城先生。こんなに頼んでるんですから、前みたいに教えてあげてもいいじゃないですか。それとも可愛かわいい女の子しか教えてあげられないんですか？」

　とどめみたいに、切りつけた。

（おい！　共犯者!?）

　胸の内で叫んでも、もちろん届くはずはない。

　つい数週間前、生死をともにした戦友は、悪あく魔まのように微笑ほほえんでいた。

　重ねて、恭真までもがさらに声を張り上げたのだ。

「師匠！」

「師匠はやめろっつの！　先生の次は師匠かよう！」

　あまりに切ない青年の悲鳴が、新校舎の廊下に響ひびきわたった。





２






「──で、結局どうしたんですか」

　朗ほがらかな声が、蒼士郎の耳じ朶だを優やさしく叩たたいた。

　テーブルの中央に置かれた皿から、美味おいしそうな醬ジヤンの香かおりが立ち上っている。

　本日のメインは中ちゆう華かである。青チン椒ジヤオ肉ロー絲スーに麻マー婆ボー豆どう腐ふ。気持ち多めに振られた花フア椒ジヤオの匂においがなおさら食しよく欲よくをかきたてて、つい何度も唾つばを飲み込んでしまう。

　蒼士郎の自宅だった。

　ほかほかと湯気を立てる豆腐を口に運びつつ、せめても教師らしい威い厳げんを保とうと、しかつめらしく眉をひそめて、青年は答える。

「放課後に、ちょっとだけ授業することにした。名目上は補習にしてる」

「授業って、創神の授業です？」

「そらそうだろ。とりあえず暴走しないようにだけ仕し込こんでおけば、終わりだ。まあ、あの存在規模だと、少し手間かかるけどさ」

「本当に？　はい、お茶です」

　ちょっぴり熱すぎた豆腐で火傷やけどしかけた青年へ、ショートカットの少女──七なな星ほし悠ゆう香かがそっと冷たいお茶を差し出す。

　いつもながら完かん璧ぺきなタイミングである。

　あわてて飲み込んだ蒼士郎が二度、三度と胸を叩き、やっと落ち着きを取り戻もどした。

「本当にって、なんだよ」

「ううん。先生は結構なお人ひと好よしだと思いますから」

「ソーシロ、オヒトヨシ！　オヒトヨシ！」

　ついで、天井近くから声を響かせたのは、現実にはありえない虹にじ色いろのオウム。

　創神のトトだった。

　妖精態フエイズ２の自律型。七星悠香の創神だ。

「っるせえ。お前まで混ぜっ返すな！」

「先生、箸はしを振り回すのはマナー違い反はんですよ」

「うぐ」

　おかしそうに笑う悠香に、蒼士郎はなんともいえぬ表情で唇を尖とがらせる。

　ただ、こんなやりとりをしていることが、いまだに夢でも見ている気分であった。

　前回の事件で、いささかの記憶が欠落した悠香だが、ひとまず蒼士郎の保護下で創神の使い方などを教えている内に、結局青年の自宅に通い、こうして夕食などをつくるようになっていたのだ。

　以前はそうしていたなんて話してもいないのに、悠香が食事をつくる提案をしてきたときも、ただ蒼士郎はきょとんとしていたものだ。

　ああ、別に──ほんの少し、泣きそうになったりはしていない。

（……少なくとも、飯はうまいよな）

　自分に言い訳しつつ、舌した鼓つづみを打ってしまう。

　絶ぜつ妙みように炒いためられたピーマンは瑞みず々みずしさを失わず、タレの絡からまった豚ぶた肉にくとセットになると、口の中で幸せすぎるハーモニーを奏かなでる。肉にく汁じると油に、ぴりりと痺しびれる花フア椒ジヤオのアクセント。合間に食べるご飯がまた、いちいち舌をリセットして、味の新しん鮮せんさを取り戻してしまう。

　次から次へと箸が進んでしまい、みるみるうちに大皿から肉が消えていく。

（あ、やばい。悠香のヤツ、また腕うでをあげやがった……）

　狼ろう狽ばいしつつも、箸が止まらない。

　ここしばらくで気づいたのだが……確かに、『戦争』時の破城蒼士郎は貧ひん相そうな食事環かん境きようにあった。だが、そんな落差とかどうとかはまったく関係なく、悠香の料理は単純に美味うまいのだ。

　食くらいつき方でこちらの感想が伝わったのか、んっふー、とちょっぴり自じ慢まんげに悠香が小鼻をひくつかせているのが、してやられた気分ではあった。

「──まあ、先生も大変やなあ」

　その横合いで、柔やわらかな金きん髪ぱつが揺ゆれた。

　透すき通った碧へき眼がんの下、肌はだに刻まれた五ご芒ぼう星せいの刺青いれずみも鮮あざやかに、蒼士郎と同じく箸を動かしながら、少年はにやにやと唇を歪ゆがめている。

　アラン・ウェイク。

〈管理軍〉──正式名めい称しよう〈逸いつ脱だつ管理条約機構〉において、〈第十三特区〉中隊長を務めている若者だった。

「……なんで、お前までずっと来てるんだよ」

　ぼそぼそと話しかけるが、対するアランは至し極ごく当然と肩かたをすくめた。

「そりゃ悠香ちゃんの監かん視しに決まってるやろ。いくら記き憶おくを失ったかて、四王の子なんて危険物を放置するわけにいかんわ」

　怪あやしげな関西弁で、若者は片目をつむる。

　実際その通りではあるのだ。

　悠香が記憶を失ったのは本当だが、その状態がどれだけ続くかは未知数だ。いつその記憶が戻って、『四王の子』としての人格に目覚めるかしれたものではない。

　それでも施し設せつに拘こう束そくされていないのは、一応〈ギルド〉に所属した蒼士郎の庇ひ護ご下にあることと──〈管理軍〉の創神使いマギウスでも高位にあるアランが、定期的に監視しているためであった。

　つまるところ、アランはこちらを庇かばってくれているのだ。

　そうした配はい慮りよは分かっているため、蒼士郎もぶつくさと文句はつけつつ、自宅への立ち入りを許している。

「礼は言わないぞ」

「期待してるわけやあらへん」

　ひひと笑って、アランは頰ほおの五芒星を撫なでた。

　そのまま匙さじを手に取るや、ごっそりと麻婆豆腐を奪うばっていく。

「あ、こら、それ俺の！」

「いやいや先生、別に名前書いてなかったやろ？　こういうものは先に取ったもの勝ちやってのが昔からのしきたりやで」

「どこの世界で、何時何分どんな政治と文化の末に決まったしきたりだよ！」

　おかわりありますよーという悠香の声も遠く、まるで小学生が嚙かみつきあうようなふたりではあった。

　がつがつと箸を鳴らす蒼士郎に対して、アランはアメフトばりのディフェンス。

　自分の二の腕から肘ひじまで使いつつ、ふと少年が尋たずねた。

「で、先生に押しつけた黒蓮華嬢ロータス・ブライドは消息不明なんやって？」

「ああ、速そつ攻こうで教会に押し掛かけたけど、もぬけのからでやんのよ。ご丁てい寧ねいに、懺ざん悔げ室のところに休業中のプレートまでかけてやがったぞ、くそ」

　からん、とそらぞらしく鳴ったプラスチックのプレートの裏には「有休取ります。後よろしくね！」と、悪戯いたずらっぽく舌を出したシスターのイラストまで描かかれていた有様である。

　絵馬か、と蒼士郎が叫さけんだのは言うまでもあるまい。

「〈ギルド〉は人材不足もあって、裁量権が大きいそうやもんな。まさか、新人教育を押しつけて有休とは」

「……お前だって、新人を〈管理軍〉に勧かん誘ゆうしなくていいのかよ」

「残念ながら、もう〈ギルド〉に登録してるんじゃなんとも。前の件で、御厨学院うちはあんたとは揉もめない方向に意見がまとまったからな。もちろん〈管理軍〉のほかの部署は知らんから、そっちゃで喧けん嘩かされたらあっさり反ほ故ごにするかもしれんけど」

　そうならないように、と柔らかく釘くぎまでさしてくるあたり、実に有能ではある。

　つまるところ、蒼士郎の能力やコネクションが未知数である以上、互たがいの負担にならない程度に、現場でのつなぎをとっておこうということだ。温かな団だん欒らんに見えて、この場はなんとも政治的な配慮に充みち満ちている。

　二年前の『戦争』を思えば、奇き跡せき的と言い換かえてもいいかもしれない。

　言いたい放題に言って、アランが豚とん足そくにかぶりつく。

「おお、絶品やで悠香ちゃん！　これならいつでもお嫁よめにいけるわ！」

「アランさんは、〈管理軍〉のみんなにそう言ってるんでしょう」

「いやいや！　悠香ちゃんだけやって、ほんまほんま！　今度はぜんざいとか和風のもつくってほしいなあ。わい、実は甘いものに目がないねん」

「…………」

　騒さわがしい場に、憤ふん然ぜんと蒼士郎は唇くちびるを歪めた。

（……妙みようなヤツばかり集まりやがって）

　思いつつ、ぐるりと振ふり返る。

「……おい、初瀬。いいから、お前も飯食えよ」

「はい、師し匠しよう！　恐きよう縮しゆくです！」

　同じくテーブルの一いち隅ぐうについていた三白眼の少年が、大きくうなずいたのだ。

「あの、あわてて量を増やしたものだから、お口に合わなかったらごめんなさいね」

「いえ、超ちよう美味いです！」

　レタスに巻いた青チン椒ジヤオ肉ロー絲スーをむしゃむしゃ食べながら、嬉うれしそうに恭真は笑った。

　結局、あの後の少年は、どう言っても蒼士郎から離はなれようとはせず、自宅までついてきたのである。ひいろも止めるどころか、むしろけしかける始末で、蒼士郎がひたすら頭を抱かかえている内にここまで辿たどり着いてしまった。

「お、恭真ちん、向こうの杏あん仁にん豆どう腐ふも取ってくれへんか」

「はい、喜んで！　ついでにお茶もいれさせていただきます！」

　どこの居酒屋だよという掛け声で、ささっと恭真が動く。

　とりあえず、悠香やアランとも馴な染じんでいることを、喜ぶべきか嘆なげくべきか。かぐわしい中華の香りの中で、ただ蒼士郎の顔ばかりが渋しぶい。

「どうぞ、よろしくお願いします！」

　対照的に、ダイニングに響ひびく生徒の声はひたすら朗らかなのであった。
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　──翌日。

　きゅっ、とワックスの塗ぬられた床ゆかが清すが々すがしく鳴った。

　隅すみに片付けられたバスケットボールのゴールや、折りたたみ式の卓たつ球きゆう台。緑のマットにうっすらと積もった埃ほこりあたりから、あまり使い込まれてないのは明らかだろう。

　体育館からやや離れた、第二体育室である。

　放課後になったら来るよう、蒼士郎からこちらの場所を指定したのだ。

　はたして、恭真は青年教師よりも早く、体育室の床にびしりと正座して待っていた。

「こんにちは、師匠！」

「……師匠はやめろっつの。というわけで、今日から補習を開始するぞ」

　がりがりと頭を搔かいて、蒼士郎が宣言する。

　しいん、とその声も壁かべに吸い込まれた。斑鳩学院は〈管理軍〉傘さん下かの各校ほどではないが、一応〈ギルド〉からそれなりの隠いん蔽ぺい用設備を配置させられている。

　この体育室も、そうしたひとつだ。

　つまりは、少々乱暴にしても、周囲にはバレない場所ということである。

「座学的なことは、だいたい頭にはいったな」

「はいっ！」

　気合いの入った声こわ音ねに、蒼士郎はただ眉まゆを顰ひそめた。

　なんで自分はこんなことをしてるんだろう。いや確かに、教師になることは受け入れた。かつて夢見た学生生活はできなくても、「学生になりたかった昔の自分」を見守ることはできる……と、おおよそそんな風に決意はした。

　だけど、そのとき考えていたのはいわゆる普ふ通つうの教師のはずで……

（……なんで、よりにもよって〈ギルド〉所属になって、創神について教えてるんだ？）

　まるで、あの頃みたいに。

　あるいは、




　──『教官！　ご指導お願いします！』




　かつて、自分が教えた生徒たちの声。

　今の恭真と変わらぬか、もっと若いぐらいの子供たち。

　軽く、かぶりを振る。

　気分を変えようと咳せき払ばらいして、それから恭真の方へ向き直った。

「じゃあ、とりあえず創神の定義を言ってみろ」

「え、ええと、創神は使い手の精神力そのものを、神様という鋳い型がた？　金かな型がた？　に押し込んだものです。精神力と神様の特性によっておおまかな存在規模やタイプが決定され、その創神の固有能力──創神形質？も決まるんですよね」

「ん……まあ、いっか」

　ところどころ怪しげだったが、どうせこんなものは実感すれば覚える。

　旧世代の魔ま術じゆつにおいては、むしろこうした理論と解かい釈しやくこそが命だったが、新世代ニユーエイジの魔術だとそのあたりはおおよそ神話結けつ晶しようが補ってしまう。

　ネットとコンピューターの普ふ及きゆうによって、要求される知識の位置づけが変わったのと同じである。いまやおおよその占せん星せい術じゆつ師が、ホロスコープをコンピューターで計算するのと同様に、創神使いマギウスにも生き字引のような機能は必要とされていない。

「あの！」

　と、元気よく恭真が手をあげた。

「何だ？」

「いえその、せっかくだから……こう、もっとうまく創神を使いたいなって。自分、ちょっとぐらいは見み込こみあるでしょうか！」

　わくわくした気持ちが、正座したままの少年の瞳ひとみからあふれていた。

　その表情を視界にいれつつ、

（まあ、〈ギルド〉に登録しちゃった以上、今後こいつに創神を使った仕事が舞まい込んでくるわけか……）

　苦々しく、蒼士郎は考える。

　もちろん、〈ギルド〉は互ご助じよ組合であり、舞い込んできた依い頼らいを受けるかどうかは基本的に自由となっている。蒼士郎自身も〈第十三特区〉に来てから実際に依頼を取ったことはなく、怠たい惰だを決め込んでるぐらいだ。

　だが、創神使いマギウスという存在自体が危険な以上、緊きん急きゆう事態には招しよう集しゆうもありえるし、所しよ詮せんは組織なのだから人間関係で断れなくなることも必然である。

　これは黒蓮華嬢ロータス・ブライドの手紙ひとつで恭真を押しつけられた青年を見ても、一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　まして、この少年の意気込みからすれば、制止しきれるとは到とう底てい思えない。

　だからこそ、先月の事件で、蒼士郎は悠香を〈ギルド〉に登録せぬよう立ち回っていたのだが。

　盛せい大だいに、青年は息を吐はき出した。

「分かった分かった。とりあえず、創神を出してみろ」

「あ、あの」

　不安げに、恭真が手をあげる。

「また……暴れるかもしれないですけど」

「いいからさっさとしろ。またやったらもう一度殴なぐり飛ばしてやるから」

「は、はい！」

　少年がごそごそと、十じゆう字じ架かを取り出したところで、さっくりと奪うばう。

「え？」

「お前用に昨夜つくっておいた。〈管理軍〉の十字架持って歩くよりは目立たないだろ」

　蒼士郎が取り出したのは、腕うで時計だった。

　十字架の中心から貴石──神話結晶を取り出して、その裏にはまっていたさらに小こ粒つぶの宝石を、用心深く取り外す。

「……それは？」

「補助結晶だよ。うちの周囲じゃ単に霊れい石せきとも言ってたか」

「補助結晶？」

「創神に、本来とは別の機能や方向性──たとえば創神形質の強化とか、サブの武装を付ふ与よするための品でな。この十字架にはもともとついてたんだよ。〈ギルド〉の夢ゆめ見み師しと一いつ緒しよで、〈管理軍〉は結晶師には恵めぐまれてたから、こういう規格神用の結晶を量産したりもするわけだ」

　説明しながら、神話結晶だけを腕時計の端はしに嵌はめる。バンドをスライドすれば簡単に神話結晶を隠かくせるつくりだった。

「ほれ」

「わ！　あ、ありがとうございます。大事にします！」

「うちに余ってたやつを細工しただけだ。ほれ、続きやれ」

「……はい」

　貰もらった腕時計をしばらく撫なでてから、恭真は瞼まぶたを閉じた。

　ぐい、と少年の影かげが盛り上がった。

　昨夕と同様、それはたちまち猿えん面めん人じん身しんの戦士となり──しかし、今回の戦士は、蒼士郎が補助結晶とやらを引き離したせいか、あの仮面をかぶっていなかった。

　しばらく緊きん張ちようした恭真だが、すぐに別の事実に、

「わ」

　と、目を丸くしたのだ。

　恭真が右手を曲げると、同じようにハヌマーンも右手を曲げた。

　面おも白しろがって五指を順番に曲げていくと、ハヌマーンも同じように曲げていき、少年がぐるんと一回転すれば猿神も同じように一回転する。

「す、すごい！　すごいです！　思い通り動く！」

　感動のこもった叫さけびに、蒼士郎は軽く片目をつむった。

「規格神用の補助結晶は、つまるところが他人の創神に相そう似じさせるためのリミッターだからな。お前みたいにオリジナルの創神を使し役えきする分には、かえって邪じや魔まになってたんだ。どうだ？　創神がもうひとつの身体からだみたいに思えてきたんじゃないか」

「はい！」

　犬が尻尾しつぽを振ふるみたいにして、恭真が何度もうなずく。

　徐じよ々じよに少年の動きが激しくなり、応じて創神のそれもダイナミックに変化する。何度となく身体を回転させ、あげくはバク転まで繰くり返して、創神とともに鮮あざやかに体育室の宙を舞う。

　まるで、新しい玩具おもちやを与あたえられた子供のような──

（──ああいや、子供の年ねん齢れいか）

　と、蒼士郎は思い返す。

　十四歳。

　自分が初めて『戦争』に触ふれた頃の、しかし一いつ般ぱん的には子供と大人の間として認識される猶予期間モラトリアム。

　ほんの少し、切り傷みたいな痛みが胸をついた。

　そんな生活をしてみたかったのだと、思い出してしまって。

　苦く笑しようひとつで紛まぎらわせて、蒼士郎は人差し指をあげた。

「じゃあ、今度は自分の身体は止めたまま、創神だけを動かしてみろ」

「え？」

「いいからやってみろ」

　青年教師の言葉に従って、少年が気をつけすると、ぴしりとハヌマーンも気をつけする。

　ただし、そこから動かない。

「ん、む、むむむむ……！」

　みるみる恭真の顔が赤くなるが、結果は同じである。

　ただハヌマーンの顔だけが、少年の表情をトレースするみたいにぎこちなく変化した。しばらくそんな様子を見つめてから、蒼士郎はやっぱりねという感じでうなずく。

「創神のタイプにもよるがね。もうひとつの身体をもうひとつの身体として動かすのは案外難しいんだ。小指を曲げると薬指も曲がっちゃうみたいに、別々の部位として脳が認にん識しきしてくれない」

　悠香のトトみたいな自律型は例外だが、あれはあれで別の苦労がある。

　ひたすら息をつめたままの恭真を見やり、蒼士郎は創神の方へ近づいた。

「こういう場合は、まず創神から」

「わっ！」

　青年がハヌマーンの手を取って、ぐいと持ち上げると、引っ張られるように恭真がぴんと背筋を反らしたのだ。

「こ、今度は自分の身体が動くんですが！」

「同調度が高まった分、フィードバックも強くなったからな」

　言いながら、蒼士郎が頭ひとつ大きいハヌマーンの腕を抱かかえたまま、ぐるりとターンする。リードされたハヌマーンとともに恭真の身体も振り回され、がくんと膝ひざが落ちたところで、半回転して後頭部を床ゆかに打ち付けた。

　みぎゃっと虫のつぶれたような声の後、それでもどうにか立ち上がる。

「……こ、これって……ひょっとして……」

「おお、ダンスだよダンス。なんせ自分のすべてを多角的に捉とらえるスポーツだからな。自分の身体のひとつずつを認識するように、創神の霊れい殻かくのひとつずつを認識するわけで、滅めつ法ぽう都合がいい」

　恭真にかまわず、さらにハヌマーンとともにステップを踏ふんだ。

　ナチュラルターン。

　スピンターン。

　リバースターン。

　ごく初歩的なルーティーンながら、鮮やかに舞う青年に、恭真が必死に追いすがる。

（……へえ）

　胸の内で、蒼士郎が感心の呟つぶやきをもらした。

　本人こそ何度もつまずくものの、ハヌマーンの動きは徐々にぎこちなさを解消していっている。丸三日はこれだけでかかると思っていたのに、驚おどろくほどの吸収力だった。

（こりゃ、勘かんがいいのか）

　真しん剣けんなまなざしを、背中に感じた。

　負けじという熱のこもった視線。つい、唇くちびるがほころんでしまうのを感じた。他人の成長に昂こう揚ようするなんて、いつ以来のことか。

　だから、

「止し観かんだよ」

　などと、つい口にしてしまった。

「しか、ん？」

「止と観のふたつからなる仏教用語でね。とりあえずは落ち着いて、ニュートラルに自分を観測するこった。痛みも自分も創神も全部忘れて、頭をからっぽにするんだ」

「…………」

　伝わったのかどうか、恭真が瞼を閉じた。

　何度も転びつつも、それでも意地になってか開こうとしない。止は単なるスタートに過ぎないが、真似まね事ごとにせよ、素す直なおに受け止めようとする感性は得え難がたい才能であった。

　思い切って、リズムを早くする。

　それでもなお、ハヌマーンの追つい随ずいは変わらない。

（──まだ、ついてくるか）

　嬉うれしくなってしまう。

　骨格と腹筋を意識しつつ、腰こしから足を繰り出す。

　ステップ自体は、さきほどと同じナチュラルターン。

　極きわめて基本的な流れだが、その途と中ちゆうで蒼士郎が目を見張った。

　ステップを創神が先回りしてきたのだ。蒼士郎の動きを一度きりで覚えて、獰どう猛もうな猿神の足取りがぐるんとスピンターンを踊おどった。

（──やる！）

　さらに加速。

　右足を軸じくに、身体を左に捻ひねった。

　スローアウェイ・オーバースウェイ。

　本来ゆったりとしたスイングなのに、交こう錯さくするふたつの影は達人の剣けん舞ぶと紛まがった。

　凝ぎよう縮しゆくされた時間は、わずか数秒に数十分もの密度を詰つめ込み──極度の緊張の中、かすかに踏み外したステップで、ぐらりとハヌマーンの身体が揺ゆれたのだ。

「あ」

　一度ずれれば、立て直せない。

　もつれこむようにして、ハヌマーンの身体が恭真へと被かぶさった。

　無論、蒼士郎のような特異体質でもない限り、人間から創神には触れられない。尻しり餅もちをついた恭真の身体と重なったまま、ハヌマーンは曖あい昧まいに消えていった。

「全然ダメだな」

　額の汗あせを切り取るように拭ぬぐって、青年が片目をつむる。

　後に残された少年は、悔くやしそうに拳こぶしを握にぎった。恭真なりの手て応ごたえはあったのだろう。あったからこそ、ちょっとしたミスで自じ滅めつしたとなれば、悔しさは倍増しだ。

「……でも、最後の方は自分の身体は動いてなかったから、一応及きゆう第だい点てんか」

　恭真の顔がぱっと輝かがやいた。

「それに、今日はどうせここまでのつもりだ」

「どう、してです？」

　瞬まばたきした少年に、青年は微び苦く笑しようした。

「お前の眠ねむ気けが限界だからだよ」

　その言葉と、どちらが早かっただろうか。

　ふら、と少年の身体が傾かたむいた。

　体育室の床に横たわったとき、恭真は安らかな寝ね息いきをたてていたのだ。

「創神は精神力そのものだ。ほんの五分足らずとはいえ、初めてであの存在規模の創神を全開で回したら、限界が来るのは当然だっつの」

　呆あきれたように言って、あらかじめ用意してあった毛布を放ほうり投げる。

　身体が冷えないよう空調だけ確かめてから、扉とびらを開いたところで、蒼士郎は居い心地ごこち悪そうに眉まゆをひそめた。

「見てたのか」

「だって、気になるもの」

　無む邪じや気きに笑ったのは、ひいろであった。

　赤い髪かみをなびかせ、同学年の少年を見やって、口を開く。

「面白い生徒よね？」

「そうだな。創神を使うのが楽しそうだ」

「楽しいのはいけない？」

　覗のぞき込むように、少女が見上げた。

「……そういうわけじゃ、ないけど」

　まただ。

　口調が、素の自分に戻もどってることに気づく。この少女を相手にすると、簡単に仮面がはがれてしまう。

　それは、『戦争』の頃ころの自分じゃなくて。

　きっと、もっと昔の──

「──まあ、これで嫌いや気けがさすようなら、だいぶ安全度が増すだろ。〈ギルド〉の依い頼らいなんて、下手へたに認定ランクがあがるほど危険度が高くなるわけだし」

「でも、今の〈ギルド〉の規則だと、確か最低三回は担当教官が実習につきあわないといけないんでしょ。登録一ヶ月内に実習に入らないと、教官側に罰ばつ則そくもあったはずよ」

「え」

　と、蒼士郎が声をあげる。

　ゆっくり振ふり返った青年の前で、ひいろが人差し指を振った。

「忘れてた？　蒼士郎くん、どうせ〈天秤ライブラ〉も見てないでしょ」

〈ギルド〉が主しゆ催さいしているＳＮＳの名である。

　もとより〈ギルド〉は互ご助じよ組合なので、こうしたＳＮＳを中心として関係を保持しつつ、ほとんどの依頼や指令を発表している。また、これらの情報の内、公的な部分については必ずしも〈ギルド〉の構成員でなくても見られるようになっている。

「いや、待て。お前、〈ギルド〉じゃねえんだから、〈天秤ライブラ〉はともかく、実習の規則とかまでは──」

「創神関係の協力者ぐらいはいるわよ。こんなの基き礎そ情報だから、隠かくすこともなく教えてくれたわ」

　と、少女が唇をとがらせる。

　そういえば、前の事件でも四王の子が起こしていた事件について、情報収集は単体でこなしていたのだった。さすが元〈剣けん帝てい〉というべきか。侮あなどりがたい。……逆に、普ふ通つうの友達は少なそうだけど。

「な、何？」

「なんでも。そっちは俺も、全然人のこと言えないし」

　しみじみと、蒼士郎が唇を歪ゆがめる。

　思えば、学生になったら百人友達をつくろうとか、大おお真ま面じ目めに考えていたのだ。こうなった以上、いっそ教師間での交友関係を構築するべきなのかもしれないが、そっちに振り切るにはいささか蒼士郎は若すぎた。

「それに、ありがと。気を遣つかってくれたんだな」

　素直に、笑った。

　間近で直視したひいろが、なぜだかぱくぱくと口を開いた。

　居心地悪そうに視線を切って、もうひとつ切り出す。

「……いくつか、新人用の依頼も見み繕つくろってあげたけれど」

「本当に!?　助かる！」

「だ、だから、そんなに喜ぶことじゃないでしょ！　先生なんだから子犬が尻しつ尾ぽ振ふるみたいに笑わないでください！」

　上うわ擦ずった少女の言葉に、しゅんとうなだれる蒼士郎である。

「そ、そんなに変かな」

「……蒼士郎くんは、もうちょっと自分の立場とかなんとか、いろいろ自覚した方がいいと思います」

　こほんとわざとらしく咳せき払ばらいしてから、ひいろが手元の携けい帯たい端たん末まつにピックアップしていた依頼を示す。

　興味深そうに覗き込んだ蒼士郎が、遠えん慮りよしいしいその画面を指さした。

「ええと、このへんが依頼か。へえ、思ったより見やすいのな」

　ずらっと並んだリストをスライドさせる。

　ものによっては、緊きん急きゆうとか詳しよう細さいは受じゆ諾だく後などのコメントも振られている。おおよその中身は蒼士郎が知ってるものと大差ないが、見かけが変わるだけでずいぶん受ける印象も変わってくるものだ。

「ん、このトップに出てるのは？」

「〈解放者リベレーター〉の潜せん伏ぷくしていた要人を、〈第十三特区〉で目もく撃げきしたとの情報ね。〈管理軍〉からの捜そう索さく依頼にもあがってるけど、Ｂランクだし新人教育向きじゃないわよ。どうかした？」

「いや、なんか」

　どうしてだろう。

　かつては同じ〈解放者リベレーター〉だったとはいえ、画面に映った少女は初めて見る相手に間ま違ちがいないのに、画像の何かが蒼士郎の琴きん線せんに触ふれていた。

　雑ざつ踏とうの中、監かん視しカメラが一いつ瞬しゆんだけ捉とらえた、振り袖そでの少女。

「阿あ頼ら耶や……か」

　少女の名前を、青年は低く口にしたのであった。
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　ふと、初は瀬ぜ恭きよう真まは手をあげた。

　第二体育室に横たわっているのは、ひんやりとした空気で分かった。

（……師し匠しようは、先に帰った？）

　いつのまにかかけられていた毛布をめくりあげ、あわてて右手首を見つめる。

　そこには、蒼士郎からもらった腕うで時計がはめられていた。ぱちっとバンドをスライドさせると、深遠な輝きを秘ひめた神話結けつ晶しようが露ろ出しゆつする。
















　しばらくその光に魅み入いられていたが、やがて恭真は決心したように、

「ハヌマーン」

　と呼びかけた。

　金色の粒つぶが集まるようにして、ひとつのヒトガタをつくりだす。

　自分より頭ひとつ大きな戦士が生まれ、猿さる面づらの頭こうべを垂れた。まるで王様にでもひざまずくみたいにして、その『神』は自分に忠誠を誓ちかう。

「……すげえ」

　素す直なおな感想を、少年が漏もらした。

　そのまま、しばらく動くこともできずにいたのだが、ふと思い出した。

「止し観かんって言ってたよな、師匠」

　ぼんやりと、呟つぶやく。

　止とは、多分止まることでいいんだろう。

　師匠が言ってたとおりなら、可能な限り精神をニュートラルにおくこと。

「……うん」

　目をつむる。

　呼吸を空気へ溶とかすようにしながら、あのときの師匠のステップを想起する。

　当然だが、恭真は〈管理軍〉や〈解放者リベレーター〉でやるような瞑めい想そうの修しゆ行ぎようなどしたことがない。神への敬けい虔けんな祈いのりで精神を一にすることも、四界のひとつずつに精神を分割することもできない。

　だから、今少年がやっていたのは、心をむなしくするなんて芸当じゃなく……単に、あのときの蒼士郎と自分とをひとつずつ思い出すだけのことだった。信じられないぐらい鋭するどく創神を操あやつれたあの刹せつ那なにこそ、手がかりがある気がした。

　少年は気づいてなかったが、それ自体が正しい瞑想法。

　蒼士郎が残していった答え。

「…………」

　集中した精神は、揺ゆれ動いている『自分そのもの』をくっきりと浮うかび上がらせる。

　ぼんやりと、瞼の裏が光っているように思えた。自分が目をつむっていて、ハヌマーンは開いているのだと理解できた。複雑に考える必要はなく、そもそも最初から自分とハヌマーンはつながっているのだった。

　強くイメージすると、猿面人身の戦士はゆっくりと片かた腕うでをあげた。

　ホールドの形を保ったまま。

　ステップ。

　さきほど、蒼士郎がやってみせたルーティーンを、鮮あざやかにハヌマーンは再現した。

「……できた。……うん、できた」

　まだ、だいぶ疲つかれるが、思い通りに動く。

　それだけじゃない。

　創神の感覚は、あまさず恭真へとフィードバックされていく。

　肌はだをなでる体育室の空気、爪つま先さきが触れる床ゆかの冷たさ。臀でん部ぶから背筋、指先までの力の流れ。ありとあらゆる感覚が、生まれたてみたいに瑞みず々みずしかった。

「……自分の、神様」

　茫ぼう然ぜんと、呟いた。

　ぬるいものが、目め尻じりから頰ほおを伝うのが分かった。

　ごしごしと手ての甲こうで擦って、愛いとおしむように恭真は足あし下もとから頭までを見つめる。

（ハヌマーンって、インドの神なんだよな）

　昨夜ネットで調べた情報を、恭真は思い出す。

　いわく、風神ヴァーユの化け身しんだとか、あるいは子供だとか。

　ハヌマーンという名前は、かつて砕くだかれた顎がつ骨こつに由来しているとか。

　はたまた、顎骨を砕かれて死んだ後、不死と叡えい智ちを与あたえられて蘇よみがえったとか。

　文章だけではいまいち吞のみ込めなかった情報が、この猿面人身の創神と直面していると、言語とは違う形で吸収できるような気がした。

（これが、観？）

　合ってる気も、間違ってる気もした。

　ただ、この神のことをもっと知らなきゃいけないと、自然に感じた。

「お前は……」

　静かに、見上げる。

　なんとなく、インドといえば踊おどりというイメージがある。そういう意味でも、さきほど蒼士郎が見せたダンスは、ひどくこの創神に似つかわしかった。

「お前は、どうありたい……？」

　ゆるり、とハヌマーンの手があがった。

　その行こう為いを、恭真は意識していない。

　ふわっと翻ひるがえった猿えん神じんの手は、羽は衣ごろものように空気を揺り動かした。踵かかとがあがり、太ふと股ももが躍やく動どうすれば、その空気を自在に操れるような気分にすらなった。音楽はいらない。リズムは身体からだの内側から湧わき出してくるものに従うだけ。

（……ああ、こうか）

　それだけで、神は踊り、見えない波は紋もんが美しく広がっていく。神様の内側に秘められた動きを汲くみ出して、自分なりの解かい釈しやくとともに再現する。

　稚ち拙せつでよい。

　不器用でよい。

　ただ、深く深く、神様に潜もぐる。

　もちろん、長く続けられるものではない。

　海中に潜るのにも似て、限界を超こえた途と端たん、ふつりと意識を失う。

　ふと気づくと、床につっぷしていたりするのだが、あまり気にはならなかった。ひとつずつ、ひとつずつ、自分の神様について知っていき、その感覚を共鳴させていくのが興奮してならなかった。

　海底から、真しん珠じゆを一粒つぶずつ見つけていくかのような作業であった。

　不意に、




「──おい」




　と、声がかかった。

「ふえっ?!」

　気がつくと、第二体育室の扉とびらが開いていた。

　その向こうに、真っ白な髪かみの青年が佇たたずんでいたのだ。

「お前、まさか、あれから一晩中やってたのか」

　呆あきれ声で、青年が言う。

　その言葉でぐるりと体育室を見み渡わたし、窓からさしこむ朝あさ陽ひにごしごしと瞼を擦こすった。

「……あ、そう、みたいです」

　はにかむように笑った恭真へ、青年教師は足早に近づいた。

　一直線で体育室を横切り、拳こぶしを頭に見み舞まったのだ。

「あいたっ！」

「……気絶するまでやりたいなら、絶対まわりに人をつけておけ。場合によっては後頭部を打ち付けたり、呼吸経路を塞ふさいでしまって死ぬ場合もあるんだぞ」

　はあ、と蒼士郎がため息をついた。

　長い吐と息いきとともに、ひどく当たり前のことを思い出したように頭を搔かいた。

「まあ、楽しいかもな。神様を操れるなんて、そりゃあそこだけ切り取ったら、楽しくないはずがない。──ああ、最後の方はダンスじゃなくて、奉ほう納のうするための神み子こ舞まいになってたしな」

　なんだか、自分に言い聞かせる風だった。

　もう数十秒ほど自問自答みたいにぶつぶつ言ってから、

「分かった分かった」

　と、手を振ふったのだ。

「何がです？」

　きょとんとした恭真に、純白の髪の青年教師は、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で宣言したのである。

「担当教官として、もう一週間だけきちんと教えてやる。いいか、一週間だけだからな」
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　──昔話をしよう。




　少年は、ひどく凡ぼん庸ような生まれだった。

　二十一世紀の日本人として、特筆すべき点などほとんどない。それなりに家族仲がよくて、無む駄だにスキンシップが多かったりもしたが、結局は平均値にくくられてしまうほどのどうでもよさだった。

　例外は、時々妙みような『声』が聞こえることぐらいだろうか。

　その『声』はたいていちょっとした警告で、少年の耳にだけ届くのである。

　ただ、そんなに気にはしていなかった。

　幻げん聴ちようだとしても、たいした頻ひん度どじゃなかったし、いずれは消えて忘れるだろうと、気楽に考えていたからだ。

　その程度には、彼も家族を愛していた。




　多分、そんな時間がずっと続くのだと、根こん拠きよもなしに少年は思っていた。
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　ごお、と渦うず巻まく風が部屋に炸さく裂れつした。

　とうに壁かべ紙がみを引き剝はがされていた剝むき出しのコンクリートが、凄せい絶ぜつな風圧に打たれて悲鳴をあげる。その内側を蹂じゆう躙りんするモノは、常人には見えざる『神』であった。

　しかし、『神』といえども格はある。

　たとえば付喪つくも神がみ。

　たとえば土地神。

　たとえば式しき神がみ。

　八百やお万よろずとも称しようされるこの国で、今おびただしく床を這はい回る『神』は、とりわけ小規模──創神にあてはめれば、虚霊態フエイズ０と呼ばれる雑ざつ神しんであった。

「どうだ、初めての実戦」

「そ、そんなこと言われても！」

　蒼そう士し郎ろうたちがいるのは、廃はい棄きされた病院だ。

　ちいちいと囀さえずり、逃にげ回る小こ鬼おにを、ハヌマーンの剣けんが追っている。

　雑神とは、おおよそ不特定多数の想念や呪じゆ力りよくが凝こごったものである。〈特区〉は創神使いマギウスをより効率的に覚かく醒せいさせるため、霊れい的てき環かん境きようには重きをおいており──その副作用として、こうした呪力を招きやすいのだ。

　要は浮ふ遊ゆう霊れいと似たようなものだが、捕つかまえようとするとこれがなかなか難しい。

　ハヌマーンの神しん殻かく速度はかなりのものだが、それ以上に精密な認にん識しき能力と操作能力を求められるのだ。まあ、逆にこの程度の神格では、ハヌマーンの霊的加護も突とつ破ぱできないので、恭きよう真まの初戦としては大変都合が良かったのだが。

　おおよそ数十匹ぴきの小鬼に群がられながら、ハヌマーンがでたらめに剣を振るう。

　そのたび、放置されていたベッドや遮しや光こうカーテンが舞まい、ほとんどの雑神ははしゃぐように逃げるばかりで、さてこのままではいつ終わるともしれぬ案配だ。

　懐かい中ちゆう時計を持ち上げ、つまらなそうに蒼士郎が口を開いた。

「あと、五分な。できなかったら、数学の宿題倍づけで」

「ちょ、なんで学校の話が──」

「合理的だろ。〈ギルド〉の依い頼らいによっては授業の途と中ちゆうでも抜ぬけなきゃいけなくなるし、お前のクラスとはなるべく円満にやっておく必要があるんだ。だったら、単位を取り落とさないようあらかじめ補習を増やすのが効率いいって話」

「も、もうちょっと待っ──」

「はい。残り四分三十秒」

「わわわわわわっ！」

　ひいひい言う恭真を見つつ、

（──つっても、可愛かわいげのない成長ぶりではあるよな）

　と、蒼士郎は渋しぶい顔になっていた。

　創神の授業を始めて、四日が経過していた。

　今の恭真は悲鳴をあげつつも、着実に雑神を捉とらえていっている。もちろん、創神の過か剰じよう使用で倒たおれそうなそぶりもない。おそらく、もう数日もすれば、この程度の雑神は容易たやすく処理するようになるだろう。

　これが『戦争』当時であれば──

（──逆に、すぐ死んだかもな）

　そうも、思う。

　個の能力が突とつ出しゆつしているほど、無理な戦場に駆かり出されやすいものだ。

　もっとも、そうした常識をぶちやぶったのが四し王おうであり──それに先だった戦士たちであったのだが。

「コツはな、いつもの自分を忘れること」

「え、え？　忘れる？　え？」

　戸と惑まどった拍ひよう子しに足をひっかけ、思い切り創神がすっころんだ。

　それでも、めげず、すぐさま立ち直ったハヌマーンは小鬼たちを追いかける。

「ええええっと！　ハヌマーンは俺だけど、俺じゃなくて、ええっとこの前の止し観かんに関係ある？　ない？」

　頭を抱かかえた恭真を見やり、後三分と非情に時刻を告げる。

（まあ、まだ創神形質の発現には間があるか）

　創神の本質ともいえる創神形質の制せい御ぎよは、個人によって差が大きい。おおよそは存在規模が大きいほど、発現までの時間がかかる……というのが定説であった。

（こいつの創神形質自体は、最初のあれで間違いなかろうけど）

　残り一分を切ったところで、動きがあった。

　ついに慣れだした創神が、相手を誘ゆう導どうするという手に打ってでたのだ。

（あ、もう気づきやがった。本当に可愛くねえな！）

　それで正解だ。

　創神の戦いは、通常の物理的なそれとは異なる。たとえばいくらオリンピック選手だろうが、百メートル走の速度が常人の倍になったりはしないが、創神同士なら三倍も四倍もありうる。圧あつ倒とう的てきな速度があるなら、一柱はしらの創神のみで追い立て役と始末役とを兼かねることだってかなうのだ。

　つまるところ、必要なのは発想の転てん換かん。

　もちろん、それだけ神殻速度の高い創神を制御するだけの能力も必要だが、蒼士郎が見み極きわめたかったのは、より根本的な部分の才能であった。

　いや。

　実際には、戦術的な話にとどまらぬ。創神にとって重要なのは「できると思い込めるかどうか」だからだ。『神』という鋳い型がたのごく一部しか創神に表現しきれないのは、人間の想像力が限界に行き当たるためだ。

　十六歳を最後に、ほとんどの創神使いマギウスが力を失う理由の本質。

　もしも、想像力を無限に保持できるのであれば、創神という事象は『大儀ぎ礼れい』以来の壁かべを突破するはずだ。

　つまり、神話態フエイズ６という幻げん想そうを──

「──ハヌマーン！」

　恭真の指示に従って、創神が横に飛んだ。

　最後に逃のがれていた雑神が、その跳ちよう躍やくで逃げ場を阻はばまれる。掬すくい上げるような刃やいばが、小鬼の身体からだをふたつに断たちきり、もとより現実ならざる霊エーテル体はひんやりとした空気に溶とけていった。

「やった！　やりました師し匠しよう！」

　ガッツポーズで振ふり返った恭真に、懐中時計の蓋ふたをぱちりと閉めて、蒼士郎は冷たく口を開く。

「師匠と呼んだので十秒追加。ああ残念無念、時間切れだ！　宿題は倍づけ！」

「ちょっと師匠ー?!」

　絶望的な顔になった少年を無視しつつ、蒼士郎はさっさと踵きびすを返した。

　廃はい院いんの廊ろう下かを歩く背中を追いかけながら、恭真が尋たずねる。

「あの、こういうのが〈ギルド〉の仕事なんです？」

「まあ、うちは互ご助じよ組合だからな。基本的には〈管理軍〉のおこぼれだよ。ＳＮＳなんかで公示されてる依頼から好きなものをピックアップして申し込みすればオッケー。本人のランクや適性によって受けられる依頼は変わってくるがね」

　おおよそは『戦争』の後に確立した仕組みだが、適切であろうとは思う。

　申し込みをすれば、ほぼ一秒内には受理か不受理の返事がかえってくる。不受理された依頼を成し遂とげても報ほう酬しゆうは入らないので、自分を過信した成りたての創神使いマギウスも、金目当てで暴走したりしないわけだ。

　といっても、依頼のほとんどは今みたいな雑神駆く除じよや、オカルト騒さわぎである。

　治安を守っているのが〈管理軍〉である以上、こちらに回ってくるのはあくまで優先順位の低いものばかり。それでも、創神使いマギウスの数が限られており、すべてを〈管理軍〉がケアするほどの余よ裕ゆうがない以上、稀まれにはとんでもない依頼が混じっているのだが。

「何か、気になる依頼が？」

「……あ、いえ」

　かぶりを振って、少し考えるように瞬まばたきしてから、恭真はこう尋ねたのだ。

「そういえば、師匠と朱あけ桐ぎりさんはどういう関係なんです？」

「ぶふっ！」

　今度は蒼士郎が吹ふき出す番だった。

　自分でも説明のつかない動どう悸きを抑おさえ込み、渋しぶ々しぶ認めた弟で子しへと振り返る。

「な、なんで、ひいろが！」

「……いや、最初会ったとき、師匠と朱桐さん、一いつ緒しよにいたじゃないですか。それに、特に紹しよう介かいされなかったですけれど、やっぱり創神使いマギウスみたいですし」

「ま、まあそうだが」

　ごほん、と咳せき払ばらいをいれる。

　すると、隣となりの恭真は妙みような意い気き消しよう沈ちんをした。

「でも、朱桐さんの創神からすると、自分の全然駄だ目めですよね……」

「いやいや、あれと比べるな。いろいろ例外だから。というか、ちょっと凶きよう暴ぼうすぎて真似まねられても困るから。先月も殺されかけたし」

「殺され？　先月も？」

「ん……いやいやいや、ははは……」

　とりあえず、笑って誤ご魔ま化かす。

　さすがに、『戦争』を蹂躙した四王同士で、何度も殺し合っていたとは説明しにくい。

　それに、蒼士郎にも理由がそれだけかどうか区別できないのだ。彼女の刃やいばによって貫つらぬかれたこの胸は、今はまったく異なる疼うずきを訴うつたえていたのだから。

「あの」

　挙げ句、この弟子は追つい撃げきをかけた。




「師匠は、好きな人いますか」




　さきほどの質問など、これに比べれば豆まめ鉄でつ砲ぽうも同然だった。

　まるで狙ねらい澄すましたスナイパーに撃うたれたごとく、青年は呼吸を止めたのである。

　硬こう直ちよくのあまりつんのめりそうになって、無様にたたらを踏ふみ、今度こそ蒼士郎は動どう揺ようも露あらわに振り返った。

「お、お前──」

「す、すいません！　変な質問しました！　今日はこちらで失礼します！　悠ゆう香かさんたちによろしく！」

　廊下でぴしりと一礼して、ただちに恭真が逃げ出したのであった。




　　　　＊




　──同じ頃ころ。




　蒼士郎の住まうマンションのほど近く。

　夕ゆう闇やみに没ぼつした世界の中で、いかにも困り顔の見えそうな声が響ひびいた。

「す、すいません、アランさん。いろいろ持たせちゃって」

「いやいや、軽いもんやって。わいってば、これでも鍛きたえてるんやで？」

　御み厨くりや学院の制服のまま、ネギや白菜の突つき出したビニール袋ぶくろを、アランがひょいと持ち上げる。

　本日のメインはどうやら鶏とり鍋なべらしい。恭真が加わったことで食しよく卓たくもずいぶん賑にぎやかになり、食事量は五割増しに膨ふくれ上がったので、対策として初夏の鍋と割り切ったのだ。

「それに、ここの坂わりときついやろ。可愛らしいレディに、ずっと荷物を持たせておくわけにいかへんわ」

　そう言うと、ぐるん、と常人には見えぬ虹にじ色いろのオウムが飛び回った。

「アラン、イイヤツ！　イイヤツ！」

「トトにまで褒ほめられると照れるなあ」

　にへらと笑って、アランがビニール袋を持ち上げる。

　なお、悠香は破は城じようのマンションのセキュリティにゲスト登録されている──厳密に言えば、先月の事件で登録した後、蒼士郎が外さずにいたままなのだが、アランはそれに乗っかって、悠香と一緒に入場しているだけである。

　もっとも、蒼士郎も黙もく認にんしているのだから、これは悠香が利用されているというよりも、持ちつ持たれつの関係と呼ぶべきだろう。

「そろそろ、先生と恭真くんも帰る頃ですよね」

「んーまあ、予定通りならそうやな」

　ふと、悠香が目を細めた。

「恭真くんは、先生にどんな授業を受けてるんでしょう」

「ん？」

　悠香の言葉に、ある種のささやかな感情が混じっているのを察して、アランが片かた眉まゆをつりあげた。

「私はそういうの受けなかったですから。……記き憶おくを失う前は違ちがったんでしょうか」

「まあ、妖精態フエイズ２ぐらいの自律型やと、一度安定してまえばそんな教えることもあらへんからなあ。維い持じにもほとんど精神力使わんのが自律型の特とく徴ちようやし」

　つらつらと述べて、アランは記憶どうこうの文脈をそらっとぼける。

　失った記憶について、悠香がまるで不安を覚えてないとか、そんなことはありえない。先月の事件の詳しよう細さいについて、アランも蒼士郎も彼女に伝えてないのだから。

　四王の子。

　自分がそのような存在であったことなど、知る必要はない。もう数年して創神の能力を失うまで見守っていれば、それでよいだろうと、アランと蒼士郎は暗あん黙もくの内に合意したのである。

（……とはいえ、本当にそれでもつかは分からんけどな）

　裏で、アランは考える。

　蒼士郎にしろ悠香にしろ、同じく先月の事件に関かかわっていたという四王の──アランは直接面会はしていない──〈剣けん帝てい〉にしろ、先月の事件ではいろんな状じよう況きようが揃そろいすぎた。たとえ最初は偶ぐう然ぜんだとしても、一度転がりだした石は簡単に止まるものではない。

　その石を、見み咎とがめる者も。

「……そろそろ、なんか新しい動きがあってもおかしゅうないわな」

　頰ほおに刻まれた五ご芒ぼう星せいを撫なでて、アラン・ウェイクは密ひそやかに呟つぶやいたのであった。




　　　　＊




「……もしもし、朱桐です。ただいま留守にしています。ご用件のある方は、少し後に伝言をどうぞ」

　ピー、と無情な留守番電話の音声が響いた。

　星の瞬またたき始めた空を仰あおいで、思わず蒼士郎が唸うなりをあげる。

「……あちゃあ」

　恭真の最後の質問が、いまだに青年の脳のう裏りに反はん響きようしていたのである。

　もっといろいろ考えるべきことがあるだろうに、ずっと思考は迷走したまま。電車で帰るのをやめてずっと歩いてきてるのに、自宅そばの最も寄より駅についても、とある少女の面おも影かげがどうしても消え去ってくれなかった。

　せめて当の相手と話せれば、何かしらすっきりするのではと思い、携けい帯たい電話を取り出したままおおよそ十分以上も悩なやんだ末に……初めて登録していた電話番号に発信してみたのだが、結果はこのざまである。

「はあー……」

　大きく、息をつく。

　これは、そろそろ認めないといけないのかもしれない。薄うす々うす感じ取っていた自分の気持ちの名前を、受け容いれないといけないのかもしれない。

　だけど。

　その名前は、きっと封ふうじ込めておくべきだと、心のどこかが訴えている。

　一応教師と生徒だからとか、そんな曖あい昧まいな理由じゃなくて、もっとずっと根幹的な部分で、蒼士郎は当たり前の気持ちと向き合えないでいる。




　──彼女に、殺されたから？

　──かつての自分の仲間が、彼女に殺されたから？

　──それとも──




　どうしても答えに納なつ得とくしきれず、葛かつ藤とうしながらマンションへ歩いていく途と中ちゆうで、くんと蒼士郎が鼻をうごめかせた。

　やたら美味おいしそうな香かおりではあったのだ。

　ただ、立ち止まったのにはまったく別の理由があった。

　公園のベンチで、その相手はハンバーガーを持った手をあげていた。

「チャオ、蒼士郎」

「黒蓮華嬢ロータス・ブライド──！」

　目を見開いた青年へウィンクし、黒ずくめのシスターが残ったハンバーガーをぱくりとかじる。

「ああよかった。そろそろ通りかかる頃だと思ってたんだけど、思ったより遅おそかったものだから。やっぱり魔ま女じよとしては電子機器は持ちたくないものね。電磁波と呪じゆ力りよくってばそれなりに干かん渉しようしちゃうから非効率的だし壊こわれやすいし。あ、このバーガーは前から気にしてたＨＡＲＡＴＡＫＥの行列ものだから、馬ば鹿か弟で子しにわけてやる分はないわよ。間接キスがお好みなら、ほかのになさい」

　突とつ然ぜんこれである。

　ぽかんとしていた蒼士郎の前で、ぱくぱくぱくと三倍速でハンバーガーにかじりつき、ほう……とあまりにも満足しきった、蕩とろけた表情を見せてから、指先についたケチャップをぺろりと舐なめとる。

　それからパン屑くずを払はらい落として、包装を綺き麗れいに折り畳たたんで仕し舞まい、あまりにもいまさらにさも完かん璧ぺきなシスター然とした姿で、青年へと質問したのだ。

「で、どう？　初は瀬ぜ恭きよう真まはどうしてるかしら」

「どうしてるも何も、てめえがおしつけたんだろが！　しかも押しつけるだけ押しつけて、姿くらましやがってよ！」

　怒ど鳴なった蒼士郎に、シスターは素知らぬ顔で、耳を押さえて見せた。

「だって、あなたがあんまり仕事しないんだもの。いくら〈ギルド〉が互ご助じよ組合だからって、たまには何かの依い頼らいこなさないと、あなたみたいなややこしい立場の人はもっと面めん倒どうなことになるわよ？」

「……む」

　と、青年も黙だまり込む。

　黒蓮華嬢ロータス・ブライドの言葉は、面白半分なのは否定できぬにせよ、ある種の真実を湛たたえていた。

　意地っ張りな子供でも見るような目つきで、自分のふっくらした唇くちびるに触ふれて、シスターはこんな風に続けた。

「それに、少し気になる感じがあったのよね」

「……感じ？」

　蒼士郎が問いただしたのは、このシスターが訴うつたえる予感は、けして単なる思いつきなどではないからだ。

　彼女の正体を思えば、それも頷うなずけるだろう。

　魔女。

　旧世代の魔ま術じゆつを自在に操あやつる、もはや絶ぜつ滅めつ種しゆにも等しい生物。

「ええ、それで確認していたのよ。案の定ひっかかったわ」
















　そこで、シスターは言葉を止めた。

　もったいぶるのが大好きな性格だとは知っていたが、その面もちがあまりにも深刻だったので、蒼士郎が眉をひそめた。単に困難なミッションや危険な情報なら、けしてこんな表情を見せない相手だった。

　それでも、何度かある。

　たとえば、『戦争』で同どう僚りようが死んだのを伝えに来たときとか。

　はたして、しばしの間をおいてから、黒蓮華嬢ロータス・ブライドはこんな言葉を口にしたのである。

「──鷹たか羽ば蛟みずちを、覚えてる？」





３






　蒼士郎と別れて、恭真はまっすぐ寮りように戻もどらず、モノレールの途中で下車した。

〈第十三特区〉は東西に分かれており、朝夕の登下校で人口の大移動を繰くり返しているのだが、今回少年が選んだのは中央あたりに位置しているビジネス区画であった。

　駅を降りると、夜よ闇やみにずどんと巨きよ大だいな建築物が屹きつ立りつしていた。

　グランドピレー。

　最高度部分は二百八十メートルに至る、〈特区〉のシンボル的な建築物だった。

　多くの〈特区〉構想でも、まず最初につくられる逸いつ脱だつ管理条約機構──通つう称しよう〈管理軍〉のターミナルコンピューターが置かれる場所らしい。

　もっとも、この〈管理軍〉という名めい称しようだって一いつ般ぱんには知らされておらず、恭真もごく最近知ったばかりである。自分の知らない世界がいかに広く、闇に閉とざされているのかを、少年は何度となく思い知らされていた。

　そんなグランドピレーから視線を切り、高層ビルのひとつに、恭真は入っていった。

　とうに退社時間を過ぎているとはいえ、本来ならば多くの人々が行き交かっているはずのホールは、不気味なほどに無人だ。

　あまりの静けさに、耳鳴りがしそう。

　唯ゆい一いつ、恭真の足音ばかりが、無む闇やみに豪ごう奢しやな廊ろう下かにこだましている。

（──人ひと払ばらいの、結界？）

　そうしたものが存在することも、蒼士郎から教わっていた。

　創神にせよ、旧世代の魔術にせよ、人の精神に働きかけるものは多い。

　魔術に限らず、科学にも似通った心理誘ゆう導どうの技術があるという。たとえば新しいショッピングモールをつくるとき、どのように人間が動くか予想するのは類るい似じしたシステムである。蒼士郎の講義では、古い祭りではこうした要素を加味して敷しき地ちに屋台が配置されていたそうだ。

　正直、恭真はそうした座学を半分も吞のみ込めてないのだが、とにかく一般人を巻き込まないようにするための仕し掛かけはこの〈特区〉にもいくつもあるのだと、それだけは理解していた。

（……師し匠しようは、勘かんだけはいいとか言ってくれてたな）

　不思議な人で、恭真が失敗すると怒おこる癖くせに、なんとかうまくこなしても妙みように不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

　なんだか、その道はしんどいぞと言ってくれてるみたいに。

　ただ、そんな印象とは別の実感もあった。

（あの人は……多分、自分のことを気にしてくれてる）

　良い人だと、思う。

　多分今まで自分が会ってきた人の中でも、一、二を争うようなお人ひと好よしなんじゃないだろうか。押しかけてきた自分になんだかんだ言いつつ、結局は弟子にするのを受け容れてくれて、放課後もああして〈ギルド〉の実習までつきあってくれている。

　だから、隠し事があるのが申し訳なくて……。

　薄うすぼんやりとした廊下を進み、恭真はとある扉とびらを開いた。

　ほかとはつくりの違ちがう堅けん固ごなそれを開くと、内側からむわっと湿しつ気けが顔を打った。

　コンクリートビルにありえざる土の臭におい。むせかえるほどの植物の香り。南国を想起させる色とりどりな花々と、鬱うつ蒼そうと茂しげった緑の群れが、少年の視覚に衝しよう撃げきを与あたえた。




　──植物園。




　扉の内側は二階分をぶち抜ぬいたホールとなっており、最新の設備を揃そろえた優美な植物園が広がっていたのである。

　そして、淡あわい光と植物たちに埋うもれるように、振ふり袖そでの少女が座り込んでいた。

「キョーマ？」

　と、白い顔かんばせをあげる。

　髪かみからも肌はだからも、色素という色素が抜け落ちたかのような、儚はかなげなヒト。

　そんな肌に鮮あざやかな振り袖を纏まとっているため、まるで着物の方が命を宿しているかのごとく錯さつ覚かくする。実際、柔やわらかく流れた袖の蝶ちようはいまにも羽ばたき、薄うす闇やみに飛び立ってしまいそうではないか。

「阿あ頼ら耶や」

　と、恭真が口にした。

　ひどく怖こわ々ごわと、まるで割れやすい硝子ガラスの人形にでも触れるように。

　振り袖の少女──阿頼耶は、そんな少年を不思議そうに見やって、

「大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

　と、囁ささやいた。

「阿頼耶のこと、怖く、ない？」

「怖くない怖くない！　全然怖くないです！」

　言い張った少年の声に、少女がそっと自らの耳を触れた。

「ご、ごめん。声が大きかった」

「……いい」

　柔らかく、阿頼耶が笑う。

　その白い笑え顔がおだけで、恭真はたまらなくなった。胸の奥に、かぼそい稲いな妻ずまが走ったかのようであった。

「でも」

　と、少女が言う。

「阿頼耶のせいで、キョーマは神様を起こしちゃったのに」

「も、もう大丈夫だから」

　恭真が胸を叩たたく。

「師匠のおかげで、もう大丈夫だから、さ」

「……ほう」

　と、第三の声がした。

　反射的に、恭真は振り返っていた。

　それが誰だれか、少年はすでに知っていた。

「強くなるまでは戻るな、と言った」

　静かな声こわ音ねが、肉厚の葉の向こうから拉ひしいでくる。ほとんど物質的な重みさえ備えたそれに、まるで創神と同じだなんて、吞のん気きな感想を恭真は覚えていた。

「……覚えてますよ」

「そうか。つまり、自信があるわけだ」

「……師匠に、教わりましたから」

　恭真の背後では、すでにハヌマーンが喚かん起きされていた。

　腕うで時計にはまった神話結けつ晶しようの輝かがやきは、インド神話から鋳い型がたを確立し、少年の精神力を一柱の『神』に変へん換かんする。さきほど雑ざつ神しんと戦った直後で疲ひ弊へいはしていたが、それでもまだ戦せん闘とう可能だろうという確信はあった。

　それも、師匠のおかげだろう。

　自分の力──創神は、急速に伸のびている。

　ほんの数日前は、五分間の行動にも耐たえられなかったのに。

「なるほど、師匠が。だったら──」

　と、男の声は続けた。




「特別レクチャーといこう」




　その言葉が響ひびいたとき、複数の影かげが植物園になだれ込んだ。

（師匠と同じ、殺気の分身?!）

　ハヌマーンを前面に押し出し、前と同じ轍てつを踏ふまぬよう、周囲の状じよう況きようを観察する。

　創神と同調した感覚は、霊れい感かんに依い存ぞんするがゆえ気配にひきずられやすい。だから、主人である自分の五感も総動員して、気配同士の差異を区別する。

（──こっち！）

　察知とともに、ハヌマーンが剣けんを打ち振った。

　はたして、その先で信じがたい風景が待っていた。

　確かに断たち切ったはずの刃やいばのその先で、瀟しよう洒しやな飾り杖ケインを持った若者が佇たたずんでいたのだ。

「──な、んで?!」

「創神の感覚が乱されやすいことぐらいは、学んでたらしい。だが、人間側の感覚なら信用できるというのも過あやまちだ。人間の感覚だってちょっとした技術があれば、簡単に誤ご魔ま化かすことができる」

　近くの枝をそっと杖で払はらいながら、若者が笑った。

　恭真よりもふたつか三つほどは上だろうか。

　切れ長の瞳ひとみに、すうと通った鼻び梁りよう。軍ぐん帽ぼうめいた厳いかめしい帽ぼう子しに、白い手て袋ぶくろ。一見は細身だが、モスグリーンのインバネスの下には引き締しまった体たい軀くがあることを想起させる。整った顔立ちは、暴力的なものを一いつ切さい感じさせないのに、むしろ鋭えい利りで研とぎ澄すまされた刀のごとき恐おそろしさがあった。

「じゃあ、使ってもいいな」

　若者が囁き、かつんと杖をつくや、その握にぎりの内側から淡い輝きがこぼれた。

　神話結晶の輝きが。

「──ダメ、蛟みずち！」

　阿あ頼ら耶やの制止も届かぬ。

　植物園の湿しめっぽい熱気へ、まるでナイフでも入れるかのように、彼の声は響いた。




「──我が傲慢は呼び覚ますFrugativi et appelavi」




　その呪句とともに、蛟みずちと呼ばれた若者の後ろに、不可視の影が盛り上がる。

（創神……！）

　悟さとった瞬しゆん間かん、恭真も指示を出していた。

「ハヌマーン！」

　影がカタチを成す前に、猿えん神じんが駆かける。さきほど小こ鬼おにで鍛きたえられた意い志し疎そ通つうが、ほぼタイムラグなしの疾しつ走そうを実現させた。

　しかし。

　蛟みずちの背後で盛り上がりかけた影は、創神と化すことなく、突とつ然ぜん弾はじけたのだ。

「っ──！」

　ぱん、と強い衝撃が創神と恭真の顔を叩いた。

　思いがけない不意打ちに一いつ瞬しゆん状じよう況きようを忘れ、もんどりうった少年が顔面を押さえる。その隙すきを逃のがさず、蛟みずちは素す早ばやく背後へと回り込んだ。

「ああ。知らなかったか？」

「が、あ──っ！」

　スムーズに、少年の腕をねじり上げる。

　創神に命令を下すのに必要なだけの集中さえできず、凄せい絶ぜつな痛みが恭真の脳のう裏りを染め上げる。そのような締め上げ方をしているのだった。

「威霊態フエイズ４以上の創神は喚起しただけで、ある種のエネルギーを伴ともなう。これらを利用することで多くの現代兵器が無効化できるわけだが、使いようによっては今のように目くらましにもなる。あの『戦争』では基本技術のひとつに過ぎん」

　渾こん々こんと話す若者の声からは、一切の乱れが見られない。

　今の戦闘は準備運動にもならない程度だったと、そう評価を下すかのように。

「残念だが、まだ創神形質には目覚めてないか？」

「っ……！」

　恭真が歯ぎしりし、蛟みずちは表情ひとつ変えぬまま続ける。

「とはいえ、たった数日で慣れたものだ。少々勘かん違ちがいしても仕方ない。腕一本ぐらいは落としてもいいかと思ったが、これならいいだろう」

　軽く突つき飛ばす形で、あっさりと少年を解放する。

　ろくに受け身もできず、恭真の身体からだは地面を転がった。制服が泥どろにまみれる。痛みで呼吸もできなかった肺が酸素を求めて喘あえぎ、無様に制服の胸を押さえて、這はい蹲つくばった。

「キョーマ！」

　さきほどの阿あ頼ら耶やが、必死に少年へと駆け寄る。

　そんなふたりを、蛟みずちは何の感情も窺うかがえぬ瞳で睥へい睨げいしていた。

「精々強くなるといい」

　と、蛟みずちは手袋の甲こうを擦こすった。

「俺を倒たおせるぐらいに強くなれば……その女も自由にできる。師し匠しようとやらからなんでも学んでくるといい」

「…………」

　その発言に、ぎり、と恭真が奥歯を嚙かみしめた。

　自分の背をさすった阿頼耶を庇かばうようにして、瞳に敵意を漲みなぎらせ、口を開く。

「阿頼耶が、〈ギルド〉の捜そう索さく依い頼らいに入っていた」

「ああ、そのようだ。〈第六特区〉で、〈管理軍〉の創神使いマギウスとやりあったとき、見かけられたからだな」
















　くっ、と初めて蛟みずちが笑う。

　創神使いマギウスによるテロ。

　これらは通常の治安機関では対処不能なため、〈管理軍〉に委ゆだねられる。なかでも凶きよう悪あくなものは、〈管理軍〉に限らず、〈ギルド〉の依頼でも公示されるのであった。

「なるほど、君は〈ギルド〉に登録したのか。〈管理軍〉がよかろうと思って、学校の教会に駆け込むように言ったのに。ああ、そうすれば、ここに一個中隊ぐらいは詰つめてきてもおかしくなかった」

　つまらなそうに言った蛟みずちに、恭真はさらに問う。

「何を、企たくらんでるんですか」

「何も」

　あっさりと、若者はかぶりを振ふった。

「もう『戦争』は終わった。いまさら情勢はひっくり返ったりしない」

　遠い目で、蛟みずちは続ける。

　諦てい念ねんと寂せき寥りようと、幾いくばくかの無念が滲にじんだ声であった。

「だけど、先はある」

　と、若者は舌にのせた。

「誰だっていいんだ。でも、誰かがそこにいかないとつまらないだろう」

「誰かが？」

「ああ、誰でもいい。見み込こみがあるなら、誰だろうがお前だろうが。いいや、四王だろうが四王の子だろうが」

　恭真は気づかなかったが、それは闇やみに葬ほうむられたはずの先月の事件を知らなければ、けして口にはできないはずの発言であった。

　ゆえに、




「──今の言葉、詳くわしく教えてもらえるかしら」




　凜りん然ぜんとした声が、植物園の闇を断ち割ったのだ。

　ゆるり、と帽子の下で、蛟みずちの視線が動いた。

　阿あ頼ら耶やはぎこちなく振り向いた。

「ひいろ……さん？」

　そして、茫ぼう然ぜんと、恭真がその名を呼んだ。

　少年が入ってきた扉とびらの向こうで、炎ほのおのごとき真しん紅くの髪かみが躍おどっていたのである。

「思いがけない客人だが、恭真を尾び行こうしてきたか？」

「ええ。……ごめんね、恭真くん」

　油断無く蛟みずちを視界にいれたまま、ひいろが少年へ謝罪した。

「正直、あなたを疑ってた。こんなタイミングであたしたちの前に創神使いマギウスが現れたなら、何か裏があるかもしれないって」

　蒼士郎に弟で子しにとることを勧すすめたのも、それが理由だった。

　もしも、これが罠わなだとしたら、下手へたに拒こばむよりも一いつ旦たん受け容いれた方が見み極きわめやすいだろうと考えたのである。こうして今現れたのも、あらかじめ恭真と蒼士郎が受けた依頼を確かく認にんして、その終しゆう了りよう後ごから尾行していたためだ。

　同時に、蒼士郎にそうした心算を言わなかったのは……

（……そのときは、あたしが守ろうって思ったから）

　先月の事件で、蒼士郎がひいろと悠香を守ってくれたように、今度は自分がそうありたいと思ったから。

　また、ほんの少しだけ、彼がどんな風に創神を教えるのか見たかったから。

　ゆっくりと顔をあげる。

　真正面から、蛟みずちと呼ばれた若者を見み据すえる。

「教えてもらえる？　どうして、あなたは四王の子なんて知ってるの」

「ふむ」

　かすかに、蛟みずちが目を細めた。

「それが気になる君こそ、何者かな？」

「知りたいなら、教えてあげる」

　アンダーフレームの眼鏡めがねを外しながら、少女が口にした。

　彼女にとって、それは戦せん闘とうを覚かく悟ごした合図。あまりにも接近しすぎた日常と非日常を切り替かえるためのスイッチ。

　ボタンの裏に仕込んだ神話結けつ晶しようをさらけだし、少女は囁ささやいたのだ。

「オーン」

　インドにおける聖音。祈いのりを唱えるよりに前に用いられ、宇宙の根本を象しよう徴ちようするともいわれる呪文マントラ。

　ひいろの影かげが膨ふくれあがり、たちまち獰どう猛もうなる異い貌ぼうの女め神がみと化した。

　四本の腕うで。

　背後には骸がい骨こつと後光を模した降臨。さらには何本もの魔ま刃じんをひっさげ、漆しつ黒こくの仮面をかぶったその姿に、蛟みずちが大きく喉のどを鳴らしたのである。

「まさか……まさか、〈剣けん帝てい〉か」

　誰だれもが、その名を知る。

　かつての『戦争』において、彼女が参戦したのはただの半年きり。

　しかし、その半年の間、ありとあらゆる戦場に打って出て、絶ぜつ妙みように拮きつ抗こうしていた〈管理軍〉と〈解放者リベレーター〉のバランスを完全に破は壊かいしてのけた英えい雄ゆう。

　あるいは、破壊者か。

「ははは！　はははははは！」

　おかしくてたまらないというように、蛟みずちが笑い声を撒まき散らした。

「はは、英雄だ！　本物の英雄だ！　まさか、そんな年ねん齢れいだったとは！　いやいやいや。つまり、前の『戦争』の〈解放者リベレーター〉は揃そろいも揃って中学生にもならないような子供に負けたのか」

　こらえきれなくなったとばかりに、さきほどまで氷のごとく厳おごそかだった若者は、まるで異なる顔を晒さらしていた。

「創神使いマギウスなんて、皆みなそんなものでしょう。もう一度問います。なぜ、あなたは四王の子なんて言葉を知ってるの」

「ああ、確かにそれなら気になるだろう。君には資格がある。──いや、そもそも、あなたでもいいんだ。あの『戦争』の英雄なら、ひょっとしたら辿たどり着くかもしれない」

「……何の話？」

「しかし、今回は少し自じ意い識しき過か剰じようだ。確かに、〈第十三特区〉にやってきたのはあなたや四王の子の事件が理由だが、目的はあなたじゃなかった。海老えびで鯛たいを釣つろうと思ったら、河豚ふぐが来たというところか。そんなものを料理する腕はないというのに」

　饒じよう舌ぜつに語かたる蛟みずちと対照的に、ひいろは冷ややかな瞳ひとみで相手を見つめていた。

　同時に、カーリーが阿あ頼ら耶やや恭真にも目を配っている。

　これは、恭真にはまだまだ不可能な、創神による感覚の増設だ。

　単に創神と感覚を共有するのではなく、創神と自身とで感覚は分ぶん離りさせたまま、その双そう方ほうを同時に認識する技術。普ふ通つうの人間も眼球がふたつあるからといって混乱したりしない。そういう領域で、ひいろはカーリーを制せい御ぎよしているのであった。

「長くなるなら──」

　カーリーが動いた。

　その剣つるぎが、蛟みずちの軍人めいた帽ぼう子しへと振り落とされ──中空で停止した。

「っ?!」

「ああ、危ないな〈剣帝〉。ひやりとした」

　蛟みずちが軽く肩かたをすくめた。

「これが、あなたの創神形質？」

「創神形質・妖よう糸し巣そう窟くつ。あなたに見つからないよう、極限まで出力を抑おさえていたんだが、なんとかうまくいったらしい」

　カーリーの霊的視覚エーテルビジヨンに集中すれば、周囲の枝葉の間を縫ぬって、凄すさまじく細い糸が幾いく重えにも蛟みずちを取り囲んでいたのが把は握あくできた。さきほどの長広舌の間に張り巡めぐらせたものだろう。その強[image: 靭]なる糸が彼を守り、カーリーの剣をして搦からめ捕とったのである。

　いま、蛟みずちの後ろには、新たな創神が顕けん現げんしていた。

　上半身は女、下半身は蜘蛛くもを模した異形。

「我が創神の鋳い型がたはアラクネ。ギリシャ神話における蜘蛛の女怪」

　神話にあって、織物を司つかさどる女神アテナをすら顔色なからしめ、神々の不ふ貞ていを暴あばいた罪に蜘蛛に変えられたといわれる妖よう神しんであった。

　あるいは、ダンテの『神曲』において傲ごう慢まんの象徴として語られた怪かい物ぶつ。

（威霊態フエイズ４中級以上……）

　その姿が湛たたえる呪じゆ力りよくから、ひいろがひそやかに判断する。

　カーリーの剣さえ食い止めた妖糸は、おそらく物理的な限界を超こえている。人の髪よりも遥はるかに細いくせに、ダイアモンドカッターでも断たち切れないに違ちがいない。

　その糸に束そく縛ばくされたまま、ひいろが問う。

「じゃあ、あなたは誰が目的だっていうの」




「──〈黒こく絶ぜつ公こう〉」




　恭真は、ただ呆ぼう然ぜんとしたままだ。

　当然だろう。蒼士郎の『戦争』での異名は、この少年にも伝えられていない。必死に衝しよう撃げきを押し殺し、表情を変えずにひいろは見守った。

「知ってるかな。ひょっとしたら、あなたが先月関かかわったとかいう事件で、すれちがったりしたか？　〈黒絶公〉は生きていた。しかもいまだに創神を使ったとかいう。……ああ、あの『戦争』を生き残ったとしても、十六歳はとっくに超こえているはずなのに」

「…………」

　淡たん々たんと、蛟みずちが喋しやべる。

　昂こう揚ようとは遠く、ただ定められているように語りを続ける。

「だったら……〈黒絶公〉は、神話態フエイズ６に辿り着いたんじゃないか」

　その言葉に、ぞくりとひいろの背筋を悪お寒かんが走った。

「……神話態フエイズ６、ですって？」

「そうとも。創神使いマギウスの年齢制約から解き放たれ、神格のあらゆる側面を具象化できるという神話態フエイズ６に」

　勘かん違ちがいしている。

　蒼士郎のあれは、神話態フエイズ６などという未確認の代しろ物ものではない。

　理論上のみ示し唆さされている──前段階にあたる亜神態フエイズ５上級だって『戦争』中に一度しか確認されてないような──異常ではない。

　そもそも、彼の操あやつるレフティの存在規模は、拘こう束そく時にせよそれ以外にせよ、過去以上には達していなかった。だからこそ、蒼士郎とその創神と直面した際も、ひいろはそんな発想を思い浮うかべなかったのだ。

　しかし、この相手は。

（蒼士郎くんとは……会わせられない……！）

　直感的に、そう思った。

　確信した。

　刹せつ那な、カーリーの剣より、炎が発する。

　七しち貌ぼう七しち剣けん──一の権能・陽よう葬そう炎えん花か。

　植物園の土が泡立った。

　超ちよう高熱の魔ま炎えんの行くところ、すべてが朱あかい花となり、散っていくようだった。

　土もその下の鉄筋コンクリートも、まとめてどろりと溶とけ落ちる。赤熱する暇ひまさえ与あたえぬ炎ほのおは、優に数千度を超えて、周囲の色いろ鮮あざやかな花弁とともに、アラクネの妖糸をたちまち焼き切っていく。

「カーリー！」

　叫さけびと同時、新たに振ふり落とされる刃やいばと炎より早く、蛟みずちは跳ちよう躍やくした。

　数十という創神の妖糸が若者の身体からだを一気に天てん井じよう近くまでひっぱりあげ、それでもカーリーの魔炎は止まらない。半径一メートルもありそうな柱を刹那で溶かして貫かん通つうし、魔炎は蛇へびのように蛟みずちを追ったのだ。

　蛟みずちもまた、中空を舞まった。

　主人の逃とう亡ぼうに合わせて、アラクネが一気に妖糸を噴ふん出しゆつする。

　いくつかの糸が異なる色に染められていることを、ひいろとカーリーは感知した。

　おそらくは毒の糸。触ふれれば創神の霊エーテル体であろうと影えい響きようを免まぬかれ得ぬ、魔ま性しようの猛もう毒どくに違いあるまい。ぽとりと滴したたった紫むらさきの雫しずくが、周辺数メートルの植物を無む惨ざんに枯こ死しさせるところまで、少女は見た。

　だが、

「──四の権能・風ふう葬そう刃じん花か」

　囁きとともに、がちんと音を立てて、カーリーの顔と剣が入れ替わる。

　暴風が巻き起こった。

　ホールを吹ふきすさぶ嵐あらしは、極ごく小しよう規き模ぼでありながら、まさしく一国を揺ゆるがす神の怒いかりと紛まごった。新たにひいろを包み込もうとしていた妖糸がことごとく断ち切られ、毒の雫もまたそのすべてが吹き飛ばされる。

　ばかりか、その風に押されて、カーリーの操る炎ほのおはより鋭するどく蛟みずちを追った。

　権能の同時発動。

　陽葬炎花と風葬刃花の、融ゆう合ごう。

　蒼士郎のレフティすら追い詰つめたコンビネーションが、振り子のごとく流れた蛟みずちの身体を完全に捉とらえた。もはや妖糸をいくら巧たくみに操ろうと、回かい避ひできる余地など欠片かけらもない。

（とった──！）

　ひいろも確信して、命まで奪うばわぬよう集中した瞬しゆん間かんに、異変が生じたのだ。

「蛟みずちっ！」

　突とつ然ぜん、叫びが生じた。

　その声こそが、文字通りの奇き蹟せき。

　カーリーがぶるりと震ふるえ、かの神格が放った炎も風も無に帰した。

　猛もう烈れつな勢いで、ひいろが振り向いた。

　月の光を集めたような白しら百合ゆりの間から、さきほどの叫びをあげた少女──阿あ頼ら耶やが立ち上がっていた。

（創神形質の消去──?!）

　いや。

　そんな強きよう烈れつな創神形質はありえない。少なくとも、亜神態フエイズ５中級であるカーリーの権能を無条件かつ一方的に打ち消せるような創神は考えられない。そもそも、少女は創神など顕現させてもいないのだ。

　ただ、今のはこちらと創神のつながりに介かい入にゆうしようとしてきた。

　神話結けつ晶しようと創神使いマギウスの間に割って入り、強ごう引いんにこちらの創神形質を解除せしめたのである。

「ひいろさん！　この人は！」

　庇かばわんと立ちはだかった恭真を、しかしひいろは一いつ顧こだにせず、振り袖そでの少女を睨にらみつけた。

　たったひとつ、そんな存在に心当たりがあった。

「まさか……あなた……」

「知ってるな〈剣けん帝てい〉。〈ギルド〉に夢ゆめ見み師しがいるなら、〈解放者リベレーター〉には覚かく者じやがいる」

　中空で、蛟みずちが笑う。

　かつて、『大儀ぎ礼れい』を引き起こした魔ま女じよのうち、三人はそれぞれの組織に助力した。

　結果として、創神使いマギウスを擁ようする三つの組織には、三つの特別な魔ま術じゆつ様式が残されることとなったのだ。彼らは創神使いマギウスでこそないが、ある意味で創神使いマギウス以上の希少性と重要性を持ち合わせることとなった。

　すなわち。

〈管理軍〉には、補助結晶などをつくりだす結晶師。

〈ギルド〉には、曖あい昧まいながら未来を予見する夢見師。

　そして、〈解放者リベレーター〉には覚かく者じや。

　つまり、この阿あ頼ら耶やという少女は──

「どうして、四王の子を知っているかと訊きいたな」

　と、蛟みずちが低く言った。

「答えは簡単。〈解放者リベレーター〉の上層部も、先月に起きた四王の子についての情報を手に入れていた。俺は支部をまるまるひとつ潰つぶして覚かく者じやを誘ゆう拐かいした結果、その事件の情報をたまたま知ることになった。ああ、〈解放者リベレーター〉からは、鷹たか羽ば蛟みずちは最悪の裏切り者として手配されているはずだ」

「な……っ！」

　ひいろが、言葉に詰まった。

　ならば、この若者は三つの組織すべてに追われているのか。

　創神使いマギウスの世界を支配するといってもよい組織たちを複数敵に回して、なお生き残ってきたというのか。

「〈管理軍〉が、〈ギルド〉に公示させても探すはずね」

　納なつ得とくして、少女は慎しん重ちようにカーリーの制せい御ぎよを確かく認にんする。

　かの『戦争』ですら、このような手段でカーリーを食い止めようとした者は、ほとんどいなかったのだから──

「──だが、今日はここまで。ああ、さすがに〈剣帝〉は分が悪い。備えを使う」

　飾り杖ケインを、蛟みずちの白い手て袋ぶくろが持ち上げた。

　アラクネが、妖糸を吐はき出す。

　足の下で、小さな衝撃をひいろは感じた。その意味は、すぐさま連れん鎖さして大きくなりだした揺れで、否いやが応でも知ることとなった。

「あなたは……！」

　傾かたむく。

　世界が、傾いていく。

　ひいろたちが入ったビル自体が中心に向かって陥かん没ぼつし始め──ばかりか、その陥没に応じて、彼らのたたずんだ植物園が幾いく重えにも切り刻まれ、砕くだけ散っていく。

　備えとは、あらかじめこのビルに仕し掛かけられた糸の罠わなだったか。

　それは、まさしく蜘蛛くもの巣す。

　誘さそい込まれた者を死に導く、破は壊かいの嵐。

　幾いく百、幾千の花弁と枝葉を吞のみ込みつつ、植物園の中央に広がる陥没へと、蛟みずちのインバネスが身を躍おどらせた。

「俺を追うなら、〈黒絶公〉を捜さがせ。〈剣帝〉」

　陥没の内側へと落下しながら、ともに行くアラクネが糸を吐き出し、振り袖の少女を引っ張り込んだ。

「阿あ頼ら耶や！」

「ダメよ、恭真くん！」

　叫び、追おうとした恭真を、ひいろが制止する。

　抵てい抗こうしようとする少年をカーリーに押さえ込ませたまま、手近な壁かべを吹き飛ばさせ、外側へと身を躍らせる。

　ほぼ自じ壊かいする形で、ビルが完全に崩ほう壊かいするまで、はたして数十秒とかからなかった。




　そして、ひどく当たり前のことだが──凄せい絶ぜつなる破壊の跡あとに、蛟みずちと阿頼耶の姿はついに見つからなかった。
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　──昔話をしよう。




　不満を抱いだくことのなかった少年に、ある日転機が訪おとずれる。

　事故であった。

　平へい凡ぼんな彼にはひょっとしたらお似合いの、ありきたりな交通事故。

　彼を除いた家族の全員が、あまりにもあっさりと命を落としたことを、病院のベッドの上で、少年は茫ぼう然ぜんと聞いていた。

　今は顔も覚えてない医者が話しているそのとき、少年は別の『声』を聞いていた。




　そのとき初めて、疑問にも思わなかった『声』の正体に、彼は直面した。
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「鷹たか羽ば蛟みずちに、会った……？」

　その名を聞いた途と端たん、蒼そう士し郎ろうは表情を変えた。

　下した唇くちびるを嚙かみしめ、皺しわになるのもかまわず、スーツの胸むな元もとを握にぎりしめる。その名を予想してはいても、すぐには心が受け容いれられないというようでもあった。

　ステンドグラスから斜ななめに射さした月光が、なおさら青年の顔を蒼あお白じろく見せていた。

　斑鳩いかるが学院の、教会である。

　黒蓮華嬢ロータス・ブライドと会話した直後、蛟みずちと戦ったひいろが携けい帯たいで電話して、この場所で落ち合うことになったのだった。

　遠く、サイレンを鳴らした車両が何台も走り回っているのが聞こえる。

　さしもの〈管理軍〉も、今回のビル爆ばく破は事件は完全には隠いん蔽ぺいできなかったらしい。

　それでも、〈ギルド〉の情報によれば死傷者はいないとのことだった。おそらくは内側に倒とう壊かいするようにせしめた蛟みずちの手しゆ腕わんと、なんらかのテロが起きた場合、周囲のブロックをすぐさま遮しや断だんする〈特区〉の構造によるものだろう。

　はたして、場所と情報を提供した黒蓮華嬢ロータス・ブライドは、祭さい壇だんの近くに腰こし掛かけて、ぶらぶらと足を動かしている。

　対して、説教壇だんの近くに屹きつ立りつしたひいろが微び妙みように居い心地ごこち悪そうなのは、学校付きの尼に僧そうとしてのシスター・ジルは知っていても、〈ギルド〉の情報担当としての彼女とはきちんと話したことがなかったからだ。

　ただ、今はそのことにかまってるほどの時間もなかった。

　意を決したように、蒼士郎が尋たずねたのである。

「確かに、鷹たか羽ば蛟みずちと言ったのか」

「ええ。恭きよう真まくんも聞いてるはずよ」

　ちら、とひいろが隣となりに視線をやる。

　恭真は、長なが椅い子すに座ったまま、うつむいていた。蒼士郎の動どう揺ようとは別に、拳こぶしを膝ひざにおいたまま、こちらもひどく沈ちん鬱うつな様子で肩かたを震ふるわせていた。

　しばしの間をおいて、青年は自らの弟で子しへと話しかけた。

「お前と蛟みずちは、どういう関係なんだ？」

「……もともとは、あのふたりに会ったのが始まりだったんです」

　少年が口にしたのは、彼が創神に目覚めたときの話だった。

　ごく小さな不幸が続いたある日のこと。宿題を持って行かれたり、雨に降られたり、つい困っていた小学生に傘かさを押しつけてしまったり、突とつ然ぜん入ったバイトのシフトに間に合わせようとして、黒くろ猫ねこを避さけて事故にあったりとか。

　事故の後、神話結けつ晶しようのはまった十じゆう字じ架かを拾い、転がり込んだ教会で、突然死にそうな頭痛に見み舞まわれたとか。

　今度こそ死ぬのではという激痛の中で、少年は出会った。




　──『らくに、なりたい？』




　阿あ頼ら耶やと呼ばれた少女は、そう囁ささやいたというのだ。

　今にも壊こわれかけた世界の中で、その声だけが鮮せん明めいだったという。




　──『かみさまを……てでも……いきたい……？』




「それで、うなずいたのか？」

「……多分、そうだと思います」

　自信なげに、恭真が肯こう定ていした。

　指先を絡からみ合わせながら、固く封ふうじ込められた記き憶おくを繙ひもとくように、少年は話す。

「阿あ頼ら耶やは、あの蛟みずちってヤツとずっと一いつ緒しよにいました。それで、ハヌマーンを暴走させてしまう自分に、蛟みずちは学園の教会にでも行け。〈管理軍〉が運営してる〈特区〉なら、だいたいはなんとかするノウハウができてるだろうって……」

　以前蒼士郎に弟子入りしたときに話したことにも噓うそはない。ただ、少し要素が欠けていただけ。

　はたして、その欠落が大きいか小さいか。

「覚かく者じや……っ」

　と、蒼士郎が唸うなった。

「〈解放者リベレーター〉の特異魔ま術じゆつ──覚かく者じやがどういう存在かなんて、あたしより先生の方が知ってますよね」

「……素質のある人間に、無理矢理創神を発現させる能力者だ」

　本来、覚かく者じやとは悟さとりに至った者を指す言葉だ。

　しかし、創神使いマギウスの世界ではまったく違った意味を持つ。今蒼士郎が話したように、一定以上の素質ある者を強ごう引いんに創神使いマギウスとして覚かく醒せいさせる特異魔術──もはや体質といってよい──を修めた者のことを呼ぶのだ。

　だからこそ、数や規模で劣おとる〈解放者リベレーター〉が、より強大な創神使いマギウスを発はつ掘くつできて、あの『戦争』でも五分の戦いを繰くり広げたのである。

　もちろん、これとて無制限に使えるわけではない。

　当時は〈解放者リベレーター〉にいた蒼士郎からすれば、むしろ制約やデメリットだらけの能力であるという印象が強い。使える相手が限られるのはもちろん、無理に覚醒させれば相手が死に至る可能性も高く、覚かく者じや自体への負担も著いちじるしく大きいからだ。

　だが、〈管理軍〉が世界中に〈特区〉をつくりあげ、いまだに新たな創神使いマギウスの発掘を欠かさないのは、こうした能力者によって〈解放者リベレーター〉が再び台頭してくるのを、いまだに恐おそれているからでもあった。

　それだけの意味が、覚かく者じやにはあるのだ。

「今の恭真の話が本当なら、もともと素質があって目覚めかけていたところで、神話結晶を持ったまま彼女が近づいたことが最後の一押しになったんだろうな」

「近づくだけで……目覚めさせられるんですか？」

　おそるおそる訊きいた恭真に、蒼士郎はやや自信なげに眉まゆをひそめた。

「相あい性しようによる、らしい」

　青年が〈解放者リベレーター〉にいたときも、覚かく者じやと会うことはほとんどなかった。

　彼らは、たいてい創神使いマギウスの少年少女たちではなく、彼らを指揮する大人たちとともにいた。戦略的な意味では、高位の創神使いマギウスさえも超こえる彼らは、それだけ大人側の事情に左右される人材でもあったということだろう。

　そう。

〈管理軍〉にせよ、〈解放者リベレーター〉にせよ、そのすべてが少年少女たちであったわけではない。

　母体が聖霊教である〈管理軍〉はもちろん、〈解放者リベレーター〉もまたいくつかのグループが集まって、やがてあの『戦争』を引き起こすようになる過程で、必然的に大人が指揮系統を握ることになっていった。

　蒼士郎が〈解放者リベレーター〉を離はなれたのも、結局はそういう──

（──いや）

　考えを、打ち切る。

　無む駄だに思考を拡散しても仕方がない。

「で、蒼士郎はどうするつもりなの。事情が事情だし、〈ギルド〉に隠かくしておくわけにもいかないわよ？　悠ゆう香かちゃんのときと違ちがって、これだけの事態が起きちゃった後だもの」

　これは、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが水を向けたのである。

「それに、あなたが神話態フエイズ６に至ったなんて勘かん違ちがいをしてたみたいよ。ねえ、何のために覚かく者じやを誘ゆう拐かいしたんだと思う？」

「俺に、予想を言わせたいのか」

「分かってるでしょ。こんなの国語の穴あな埋うめ問題よ。彼はこう言ったのよ。──誰だれだっていい。でも、誰かがそこにいかないとつまらない」

「つまり……素質のある誰かを、神話態フエイズ６に目覚めさせたい」

「当然、そうなるわよね。〈解放者リベレーター〉のやり方じゃ無理だと思ったから、外に出たってことでしょ」

　くるくると人差し指を回して、蒼士郎の言葉を、シスターが補足する。

「で、〈黒こく絶ぜつ公こう〉がそのためのサンプルになると思った。そっちは誤解だけれど、もともと鷹たか羽ば蛟みずちがあなたに向けていた感情を考えれば、その誤解も分からないじゃないわ」

「破は城じよう先生」

　と、ひいろが声をあげた。

「さっきから、そういう感じの言い方でしたが、先生は鷹たか羽ば蛟みずちについて何か知ってるんですか？」

「…………」

　しばし、青年は沈ちん黙もくした。

　そして、

「……ああ。よく知ってるさ」

　ひどく絶望的な顔で、蒼士郎はうなずいた。




「鷹たか羽ば蛟みずちは、『戦争』の頃ころに俺が教えた生徒なんだ」




　おおよそ予想していたものか、ひいろは声をあげたりはしなかった。当然事情を知っていたであろう黒蓮華嬢ロータス・ブライドも、ゆるりとかぶりを振ふっただけ。

　ただ、恭真だけは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　神話態フエイズ６だとか覚かく者じやだとかはさっぱり分からなかったが、最後の台詞せりふの意味だけは理解できたからだった。

「……師し匠しようの、生徒……？」

「ああ」

　小さく、蒼士郎がうなずく。

「もともと、俺は〈解放者リベレーター〉で教官を務めてたからな。結構な人数を教えてきたよ」

　なんだかんだで、青年が斑鳩学院の教師を務めていられたのも、当時の経験あってのことだろう。

　創神の使い方。制せい御ぎよの仕方。

　つまりは、この数日恭真に教えてきたようなことだ。

　より年若い創神使いマギウスを教え、戦場に送り出し、あるいはともに戦ってきた。青年にとって灼しやく熱ねつの時代。たった一日を生き抜ぬくことが最も難しく、最も尊かった頃。

　鷹たか羽ば蛟みずちという若者は、当時の蒼士郎が教えた中でも、最も優ゆう秀しゆうな生徒だった。

　ただ、蒼士郎にとっての最後の戦い──〈剣けん帝てい〉であるひいろと対たい峙じしたあの戦場にはいなかったはずだ。その直前、〈管理軍〉との激戦で重傷を負い、戦列から離れていたためだ。




　──『教官！　俺も一緒に……！　一緒に……！』




　ベッドから軋きしりあげる声を、いまだに青年は覚えている。

　誰よりも純じゆん粋すいで、〈解放者リベレーター〉の理想に燃えていた若者だった。創神使いマギウスを自由にして、その力をもっと役立てられるような世界にしたいのだと、いつか言っていた。

「……もしも」

　と、蒼士郎は囁く。

「もしも、『戦争』が続いていたら、俺の後の四し王おうはあいつになってたろう」

　しん、と沈黙が教会の聖堂に落ちた。

　青年の言葉が単なる感傷ではなく、透とう徹てつした真実であると、誰もが認めたから。

　それから、周囲を見回して、蒼士郎は結論づけた。

「別に、俺らだけでどうこうするような話じゃないだろこれ。黒蓮華嬢ロータス・ブライド、〈ギルド〉への連れん絡らく頼たのむ。〈ギルド〉から伝われば、〈管理軍〉だってそれなりの対応をするはずだ」

　青年の言葉に、少しの間黒蓮華嬢ロータス・ブライドは返事しなかった。

　しかし、やがて、瞼まぶたを閉じてうなずいた。

「……分かったわ。それが賢けん明めいよね」

　そう言って、教会の闇やみへと踵きびすを返したのであった。




　　　　＊




　薄うす闇やみに、高い足音が響ひびいていた。

　かつかつと規則正しいその音が途と中ちゆうで止まり、杖つえをついて、ゆっくりと振り向く。

「……動けるか、阿あ頼ら耶や」

　鷹たか羽ば蛟みずち。

　彼が佇たたずんでいるのは、地下の空くう洞どうであった。

　本来は、人間の身長ほどもある大規模ケーブルを通すはずだったのだろう。しかし、そうなるはずだった空間には、今十数メートルおきの微び灯とうだけが明めい滅めつしている。

〈特区〉は基本的に〈管理軍〉の構想によってできあがった霊エーテル的てきな都市だが、その都市計画にはさまざまな組織の思おも惑わくが入り組んでいる。組織や企き業ぎようによっては、そもそも創神使いマギウスの事情など知らぬものもいるし、〈管理軍〉を出し抜いて独自に創神の研究を進めたいと思っている機関も存在する。

　そうした『捻ねじれ』でできた道を見み極きわめて、蛟みずちは使っているのだった。

　かつて〈解放者リベレーター〉として旅してきた経験が、今の自分を支えていることに、皮肉なものを感じざるを得なかったが。

「……はい」

　と、振り袖そでの少女がうなずいた。

　真っ白な髪かみが、それにつれて上下する。

　帽ぼう子しの鍔つばを引き下ろしながら、蛟みずちが問う。

「あいつが、気にかかるのか」

「キョーマは」

　言いかけて、阿あ頼ら耶やが小さく咳せき込んだ。

　空気が悪いせいだろう。地下だけあって通気は悪く、もとより気管の弱い少女にとっては負担になってるらしい。

　それでも、少女は淡あわく微び笑しようした。

「キョーマの、かみさまは、からっぽだったけど、温かかったから」

「創神から使い手の精神に触ふれるのが、覚かく者じやの特とく徴ちようだったか。まさか、あんなところで創神使いマギウスをつくってしまうとは思いもしなかったが」

　蛟みずちの言葉は、金属の通路に冷たく響く。

「は、そういえば師匠がどうとか言ってたな。誰だか知らんが、ずいぶんモノにはなっていた」

「キョーマ、言ってた」

　と、阿頼耶が言う。

「師匠の名前……破城蒼士郎、だって」

「っ……！」

　愕がく然ぜんと、蛟みずちが硬こう直ちよくした。

　まるで雷かみなりにでも打たれたみたいに、しばらく黙だまり込み、

「はは」

　やがて、乾かわいた声で笑った。

「ははははは。そうか。師匠ってそうなのか。悪い冗じよう談だんだろう」




「──機き嫌げんが良さソウですナ」




　不意に、海外の響きの混じった声が、空洞の奧から届いた。

　闇を割って現れたのは、年老いた男であった。

　銀色の髭ひげをたくわえ、漆しつ黒こくの神父服カソツクを纏まとっている。胸には聖霊教の十じゆう字じ架かを下げて、高級そうな革の鞄かばんを携たずさえていた。

　背後には、どうやらボディガードらしき男たちが控ひかえていた。

「ああ、最高だ」

　と、蛟みずちは薄うすく唇くちびるの端はしをつりあげる。

「あなたの情報通り、こちらの最大の目的が見つかった。礼を言わせてもらう。──闇商人マラカイ・マクマラン」

「いえいエ。商品ガ役にたったなラ何よりデス」

　しゃがみこみ、あちこちの鍵かぎを外して、大切そうに抱かかえていた鞄を開く。

「ご注文ノ補助結けつ晶しようも揃そろえておきましタ」

　鞄の内側に、煌きらめくいくつもの結晶が嵌はまっていた。

　補助結晶。

　創神を呼び出す神話結晶を増幅ブーストし、新たな性質や性能を上乗せする触媒カタリスト。そのほとんどは〈管理軍〉によって独どく占せんされているのだが、どのような手段によってか、このマラカイと呼ばれた闇商人はこれらの補助結晶を扱あつかっているのだった。

「たダ、今のあなタほど熟達しタ方が、まだ補助結晶デ無理ニいじるなら、副作用は回かい避ひできないかもしれませんヨ？」

「さきほど、〈剣帝〉に会った」

　その言葉に、微かすかにマラカイの肩かたが震ふるえた。

「それハそれハ。いかガでしタ？」

「『戦争』のとき以上に、カーリーの存在規模があがっていた。……今の俺ではどうやったところで、彼女には勝てない」

「では」

　と、マラカイが笑えみを深めた。

「ああ、予定通りだ。予定通りだよマラカイ」

　結晶の山に、指を埋うずめながら、蛟みずちは低く喉のどを鳴らしたのであった。





３






　ホームルームが終わった途と端たん、わあっと解放された歓かん声せいがあがった。

　一部はさっさと扉とびらから駆かけ出し、一部はそれぞれにクラスタをつくって益やく体たいもないことを喋しやべり出し、一部は黙もく々もくとタブレット端たん末まつを片付けていた。

　そんな中には、蒼士郎に話しかけてくる生徒もいる。

「いししし！　先生、体育祭のアルバムお疲つかれさま！　でも期末試験の問題とか大だい丈じよう夫ぶ?!　前の小テストみたいに出題範はん囲い間ま違ちがえたりしたら、朱あけ姫ひめ大激げき怒どだけど、あ、ひょっとして先生ってば生徒に怒おこられると興奮しちゃうタイプ?!　うわ、それってば特ダネものの事案だよ！」

「……茅かや尾おちゃん、すぐ記事にしちゃうの、よくないと思う」

　このあたりは、ちゃきちゃき元気のいい新聞部の茅尾と石いし波なみを中心としたグループ。

「あー。先生の趣しゆ味みはいいけど、期末試験の範囲とか間違えられたら、俺らが死ぬから」

「いやでも、寺てら内うちくんは範囲分かってても、あまり変わらないんじゃ……」

「って、裏切り者か丸まる渕ぶち?!」

　こっちは、面おも白しろそうなことがあれば乗っかってくるタイプで、空手部の副主将・寺内と物理部の丸渕だ。見かけも性格も正反対なのになぜだか相あい性しようが良いらしく、しょっちゅうつるんでいる。

　もしも話題の朱姫──ひいろがいたら、なおさら騒そう動どうに拍はく車しやがかかるところだろうが、幸い彼女は現在風紀委員会に出席中であった。

「うるせえ。全員分間違えたら、条件は対等だろうが」

「わ、先生横暴！」

「横暴大いに結構」

　憤ふん然ぜんと言って、タブレットの電源を落とす。

　わりと親しく話しかけられるのは、やはり歳としが近いせいだろう。蒼士郎と担当の生徒たちの関係は、むしろ先せん輩ぱいと後こう輩はいに近いものがあった。正直な話、それはそれで楽しくて、普ふ段だんは無む駄だに話し込んだりしてしまうのだが、ここしばらくはどうしてもそんな気分になれなかった。

「この前のビル倒とう壊かい事故もあって、まだしばらくは〈特区〉の構造検査チェックが続くそうだから、全員メールをちゃんと読んでおくように」

　面めん倒どうくさそうに言って、蒼士郎はさっさと教室を脱だつ出しゆつする。

　なんとか、授業には慣れてきた。

　ホームルームはともかくとして、数学の授業もなんとか蒼士郎がこなせているのは、おおよそ黒蓮華嬢ロータス・ブライドが仕し込こんだ旧世代の魔ま術じゆつによるもので──そうした魔術の知識が、結構高度な数学論を背景としていたからだ。魔法円ひとつ描かくにも微び分ぶん積分は必要だし、ヘブライ語の聖書や魔術書を暗号的に読み解く数秘術ゲマトリアなんか典型例であろう。

　彼らの眩まぶしすぎる生活も直視できるようになったし、その眩しさに自分がどう関かかわればいいのかも、ある程度は分かってきたつもりだ。

　だけど。

　この二日間はどうしても、まったく別の影かげがちらついてしまうのだった。




　──『教官が学校に行くなら、俺も行ってみたいです』




　ジャングルの、腐くさった臭においを思い出す。

　背はい囊のうは重く、傷ついた身体からだでの行進は地じ獄ごくだったのに、浮うかび上がる笑顔だけが爽さわやかで、どうしようもなくもどかしかった。いくら否定しても消えてくれない青春の甘酸っぱさを、その記き憶おくは湛たたえているのだった。

　職員室に直行せず、蒼士郎は途中で階段を上った。

　立ち入り禁止の屋上に移動して、ほかの生徒や教師のいない空間で、スーツの背中を壁かべにもたせかけて座り込む。

　校庭から、誰だれかがホームラン性のあたりをかっとばす、高い打だ撃げき音。

　高く、低く、軽音部のかき鳴らす演奏。

「…………」

　……あれから、二日ほどが経たっていた。

　初の実戦になった恭真には、まずは心を落ち着けるよう休息を取らせ、続けていた訓練もひとまず中止している。結果として、蒼士郎の日常もひとまずは復活。ある意味でよほど慌あわただしい期末試験前の日々を過ごしている。

　そのことだけを考えていれば、いいはずなのに。

　顔を撫なでると、不意に人の気配が動いた。

　目の前で、ひとりの少女がアルミ缶かんを差し出したのだ。

「はい、コーヒーです」

「ひいろ」

「職員室に戻もどってなかったから、多分こっちかなって」

　アンダーフレームの眼鏡めがねを持ち上げ、少女がやや得意げに胸をそらす。

　制服でも隠かくしきれないわりと豊かな胸囲は、青少年としての蒼士郎をかなり強く揺ゆさぶるのだが、そのあたりは克こつ己き心しんを総動員して誤ご魔ま化かしつつ、受け取ったアルミ缶に視線を落とした。

「……ところで、これ、抹まつ茶ちやジンギスカンジュースって書いてるんだが」

　北の大地を意識したと思おぼしい高原に、どうやら焼けたお肉と鉄てつ鍋なべがモチーフらしき──控えめにいってホラー映画の出身としか思われないゆるキャラが、どデカいフォークとナイフを振ふり回している。

「あ、それあたしの！」

「……これが？　その、このフォーク振り回してるのは……？」

「ジンギス魔ま界かい星から現れた性別不明の魔法少女ジンギーです！　今月中に三十ポイントゲットでスイングあたるんだから、いくら先生でも譲ゆずれません！」

「お、おお。もちろん譲らなくていいので、大切に秘蔵してくれ」

　愛いとし子でも守り抜ぬくように、ひったくった缶ジュースを抱だきしめた風紀委員に、かくかくと蒼士郎がうなずく。

　性別不明なのに魔法少女なのとか、そもそもこの鉄鍋と肉が悪あく魔ま合体したバケモノは少女と呼んでいいのかとか、さまざまな疑問が頭を駆け巡めぐったが、どうも触ふれてはならない領域にさしかかってるような気がして、全力でスルーする。

　誰しもに、プライバシーを守る権利はあるだろう。

　改めて缶コーヒーを受け取りつつ、なるだけ慎しん重ちように話題を切り替かえる。

「あの、委員会はもう終わったのか」

「ええ。もうすぐ試験ですし、定例の確かく認にんだけですから」

「そっか。こう、毎月のノルマとか、部活動の審しん査さとかはしないのか？」

「ふうん」

　横風に真しん紅くの髪かみを押さえて、ひいろはくすりと唇の端を持ち上げる。

「ひょっとして、先生は、もっといろいろ委員会に夢を持ってたりします？　よくフィクションであるみたいな、先生より権力持ってたり、勝手に取り締しまりをバンバンやっちゃうようなの」
















「んぐ」

「夢を壊こわしてすいませんが、〈特区〉でもそのへんは普ふ通つうですよ。〈管理軍〉傘さん下かの学院ですと、それこそ部活で隠いん蔽ぺいした創神使いマギウスのグループもいるそうですけどね」

　たとえば、アランが属する御み厨くりや学院なんかがそうだろう。序列三位として、〈特区〉から多額の援えん助じよを受けているかの学園は、並の大学病院などでは及およびもつかない器具やスタッフを大量に揃えていた。

　それから。

　間をおいて、ひいろが告げる。

「鷹たか羽ば蛟みずちの捕ほ縛ばくが、〈ギルド〉のＡ級依い頼らいとして公示されました」

「……うん。そっちは俺も見た」

　と、青年は呟つぶやいた。

　空を見上げていた。あれもこれもうまくいかないけれど、その何もかもを蒼そう穹きゆうの彼方かなたに放ほうり投げてしまおうとするかのように。

　対して、少女は青年教師を真っ直すぐ見つめた体勢のまま、こう続けたのだ。

「無理、しなくていいんですよ」

「何が？」

「だって。鷹たか羽ば蛟みずちって、蒼士郎くんの大事な生徒だったんでしょう？　なのにこんな風に再会しても平気なほど、蒼士郎くんが無情な人とは、あたし思わない」

　少女の声こわ音ねは、けしてただ慰なぐさめようとする風ではなかった。

　あくまで事実としてひとつずつ確認してるのだという体ていなのに、確かないたわりが感じられた。

「……ごめん。気を遣つかわせたか」

　頭を下げると、すうと気配が近寄った。

「ふぉふぇ？」

　と、変な声が青年の唇くちびるからこぼれた。

　少女の白い指が、蒼士郎の頰ほおを撫でていたのであった。

　黙だまったまま、何度も指先は上下して、純白の髪の毛先と戯たわむれた。

「ひ、ひいろ、さん？」

　名前を呼ばれて、やっと気づいたように、少女がはっと指を引っ込めた。

　自分の指先を片手で覆おおったまま、誰にも咎とがめられていないのに、とにかくガードを固めたボクサーみたいな感じで、言葉を紡つむぐ。

「い、いいでしょちょっとぐらい！　や、柔やわらかそうだなって思っただけだし。だいたい蒼士郎くんが謝る必要なんてどこにもないし！」

「う、うん。その、ごめん」

「だ、だから、謝る必要ないってば！」

　ぼしゅう、と熱された音が聞こえそうなぐらいに、少女が耳を真っ赤にした。

　こほん、とひとつ咳せき払ばらい。

　蒼士郎の隣となりに座って、

「じゃあ……おあいこに……こっちでも使いますか？」

　と、自らの太ふと股ももに触れたのだ。

　恥はずかしそうにそむけた顔は、自分が口にしてしまった言葉の意味に、後からやっと気づいたというようでもあった。

　そして、蒼士郎はぱちぱちと瞬まばたきした後で、

「ああ。こんなんでよかったら」

　と、ひいろの頭を引き寄せた。

「……あれ」

　蒼士郎の膝ひざ枕まくらに、ぽすん、と引き寄せられたひいろが倒たおれ込んだのである。

　頭上に、こちらを見下ろす蒼士郎の顔が見えた。そっとこちらの額を、壊れ物でも触れるような優やさしさで触れられて、ひいろが「ひゃっ」と声を上げた。

「蒼士郎くん！　これ、ちょっと、逆……」

「ん、何か間ま違ちがえてた？」

「そ、その……」

　抵てい抗こうしかけた少女が、しかし膝ひざの重力にふにゃりと負ける。

（……あ、これ、駄だ目め、なんか駄目）

　ズボンの生き地じ越ごしに伝わる人ひと肌はだの温かさに、蕩とろけそうになる。

　ふわふわと自分の意識と身体とが浮いているかのようだ。

　そんなひいろの耳じ朶だを、柔らかく青年の声が揺さぶる。

「蛟みずちと創神戦をやったんだろ。まだ疲つかれが残っててもおかしくないしな」

「ふ、二日も前よ。そんなの残ってるわけ……」

　答える声も、いかにもか細い。

　たった二年前〈管理軍〉の精せい鋭えいを率いていた英えい雄ゆうとは思えぬほど、少女の表情は甘く溶とけていった。

（……癖くせになりそう……）

　ぼんやり頭を預けてる内に、たちまちひいろの瞳ひとみもとろんと曖あい昧まいになっていく。

（……い、いや、これ駄目……本当に駄目……溶ける……頭が溶けるずるいよくないなにこれおかしい人を駄目にするひざまくら……だ、だめひいろ……こんなのに負けちゃだめもっとしっかり気を確かにもって）

　必死の抵抗でもがこうとするが、膝枕に固定された顔が一ミリも動かない。動かしたくない。このまま埋うもれていたい。

　ほんの少しでいい。

　時間が、止まったなら。

　そんな都合のいい妄もう想そうを思い浮かべてしまいつつ、ふと別のことに気づいてしまった。

「……ひょっとして、蒼士郎くんは、前の事件のダメージまだ引っ張ってるの？」

「さすがにもうないよ。でもまあ、それなりにかかったかな」

　曖昧な言葉に、視線をあげる。

　空の青と、蒼士郎の白い髪が重なって見えて、ひどく美しい光景だった。当たり前だけどこんな角度から青年を見つめるのは初めてで、思ったより胸むな元もとに筋肉があるんだとか、意味もないことばかりが脳のう裏りをくるくる巡っていた。

　でも、ひとつだけ、少女の心を何より捉とらえて離はなさぬものがあった。

「……でも、うん」

　そっと、蒼士郎の胸に触れる。

　かつて、自分のカーリーが引き裂さいたはずの場所。

「く、くすぐったいんだけど」

「……っ、ごめんなさい！　あの、蒼士郎くんは、痛くない？」

「今いま更さら痛むわけないだろ」

　少女の言いたいことを察しつつ、青年が胸を叩たたく。

　それから続く言葉に、ひいろの呼吸が寸すん瞬しゆん止まった。

「蛟みずちはさ、真ま面じ目めなヤツだったよ」

　と、口にしたのだ。

「俺が教えた生徒の中でも、多分一番真面目だった。ほら、〈解放者リベレーター〉って素行の良くないやつも多いからさ」

「あたしが会った〈解放者リベレーター〉のヤツらは、本当に荒あらくれ者って感じが多かったわよ」

「否定できないな。犯罪者の方が多かったぐらいじゃないか」

　もともと〈管理軍〉が既き存そんの秩ちつ序じよを守るために組織され、対する〈解放者リベレーター〉が自由を掲かかげて立ち上がった以上、それは当然でもあった。

　今の世界を壊そうとするならば、自然と犯罪者の率はあがってくる。

　その上で、鷹たか羽ば蛟みずちという若者は例外であった。

「あいつは、あくまで〈解放者リベレーター〉の大義を信じていた。神様を連れていることが、もっと世界をよくしていけると信じていたよ。ほかの生徒はちょっとでも訓練をさぼれるなら全力で喜んだものだけど、あいつだけはいつも最初に来て、最後まで残ってた」

「恭真くんみたいに？」

　ひいろの問いに、一いつ瞬しゆん蒼士郎が息を止めた。

「……まあ、そうだな」

　と、咳払いする。

　似ていないとは言えない。

　創神に真しん摯しで楽しげなあの態度に、ほんの少しでも蛟みずちを重ねていなかったとは。

「会いたいの？　自分の生徒に」

「会う必要はないだろ」

「本当に？」

　青年の膝枕から見上げたひいろが、もう一度問う。

「あたしは、あの人は蒼士郎くんに会わせるべきじゃないって思った。だけど、それはあたしの勝手で、あたしのわがまま。──だって、蒼士郎くんは先生になったんだって言ってたのに、そんな蒼士郎くんが昔の生徒を見捨てていられるの？」

　それは、先月のやりとりだ。

　あの事件の最後、なんで先生みたいなことを言うのと訊きいたひいろに、蒼士郎がこう返したのだ。




　──『先生だからだよ』

　──『うん。多分、君が、俺を先生にしてくれたんだ』




　忘れてはいない。忘れられるわけもない。

　だが、だからこそ。

　ゆっくりと、優しくひいろの唇は動いた。

「恭真くんが、傷つくのが怖こわい？」

「っ……」

「もしも蒼士郎くんが鷹たか羽ば蛟みずちを追うなら、どうやっても彼は関かかわってくるでしょ。あの性格だもの。止めようなんかない。結局、蒼士郎くんが怖がってるのはそういうことじゃないの？」

　どうして、彼女はこんなに自分の核かくに触ふれるのだろう。

　ひどく、胸の内側がざわついていた。

　膝枕から少女の頭が離れた。

　四よつん這ばいになって、まるで猫ねこみたいな姿勢で青年と向かい合う。ひどく真しん剣けんな瞳でこちらを見つめ、もう一度唇が動きかけたとき、




「──師し匠しよう！」




　階段あたりからの大声で、びくうっとふたりが離れたのだ。

　足早に、男子の影かげがこちらへと現れて、あわてて立ち上がった蒼士郎が頭を搔かいた。

「って、なんで、お前まで来てるんだよ」

「あ、あの……」

　もどかしそうに制服の胸元を押さえ、恭真が言ったのだ。

「自分は、強くなりますから！　あの蛟みずちにも負けないぐらい、絶対強くなりますから！」

　ただ、懸けん命めいだった。

　蒼士郎にも無視できないぐらい、その情熱だけがはっきりと伝わった。

「聞いてたのか」

　と、居い心地ごこち悪そうに、青年がため息をついた。

「……でも、まだ勝てないだろうが。お前は本格的な訓練始めて四日だし、創神形質だって身につけてねえだろ」

「じゃあ、創神形質があれば勝てるんですか」

「勝てるかどうかじゃない。本格的な創神同士での戦せん闘とうをやるなら、創神形質は最低限のスタート地点だ」

　それを持たないのなら、そもそも勝負の土俵にすら立ってないというだけの話。

　言外の意味に打たれ、恭真がなおさら悔くやしそうに拳こぶしを握にぎった。

　すぐに、その顔をあげた。

「だったら、教えてください！」

「無茶言うなよおい。言っておくが、今の成長速度だってそれなりのもんなんだぞ。これ以上求めるのが無理筋ってもんだ」

「それでも！」

　強く、屋上の床ゆかを踏ふみしめて、恭真が言う。

「それでも、そうじゃないと……阿あ頼ら耶やが助けられない！」

　意志を宿した顔が、誰だれかとだぶった。

　かつての〈解放者リベレーター〉の中でも、もっとも純真だった生徒。

「なんで、俺のところにはたまにこういうヤツが来るかね」

　さっきの缶かんコーヒーをもう一口飲んで、青年が訊く。

「阿頼耶って、蛟みずちにさらわれた覚かく者じやのことだよな。その子を助けたくて、俺のところに来たのか」

「……はい。黙だまっていて、すいません」

　恭真が、謝る。

　それでも視線は外さなかった。

　正しいと思っているからではなく、そうしか生きられないからという眼まな差ざし。

（……好きだから？）

　恋こいとか、一ひと目め惚ぼれとか。

　そんな単語が、蒼士郎の頭を巡めぐって、なぜか自分の頰ほおが熱くなるのを感じた。

　あまりにも真っ直すぐすぎるこの弟で子しに、一体どう関わったらいいのか。

「確かに、あの子は〈解放者リベレーター〉から掠さらわれたらしい。だけど、あの子が、お前に助けてくれと頼たのんだのか」

「……いいえ」

「会ったのはほんの数回だろう」

「はい。……三回だけです」

　そう言って、続けた。

「でも……あの子は、自分のために泣いてくれたんです」

「お前のために？」

　眉まゆをひそめた蒼士郎に、恭真は唇くちびるを引き結ぶ。

「自分の、神様が目覚めたときです」

　初めて、少年と少女が出会ったとき。

　覚かく者じやの能力によって、恭真の内側のハヌマーンが目覚めさせられたとき。

　そのとき、彼女は泣いていたのだ。

　理り屈くつはない。

　普ふ通つうに考えれば、そんな涙なみだに何の意味もない。出会ったばかりの少女が、ただ倒たおれていただけの恭真の内情など知るはずもない。なのに、少年はその涙が自分のためのものだと、確信したのだ。

「……〈特区〉に来る前、家族旅行の途と中ちゆうで事故に遭あったんです」

　ぽつり、と少年が言った。

　蒼士郎も、傍かたわらのひいろも、黙ったままその過去を聞いていた。

「父さんと母さんと……妹の亜あ紀きと……旅行から帰りの電車で、なぜだか、すごく嫌いやな予感がしていたんです。昔から、そういうときは何かトラブルに巻き込まれることが多かったから、腹が痛いって言って自分だけ電車を降りたんです。せっかく楽しい旅行だったんだから、何かトラブルがあるなら、自分だけの方がいいだろうって」

　言葉が止まる。

　屋上に、ゆるりと風が吹ふいた。

　夕暮れ前のかすかな赤みを帯びた光を受けて、吐はき出すように恭真が言った。

「その電車が、事故に遭いました。当時ニュースを騒さわがせてた爆ばく破はテロ事件のひとつで、列車が高こう架か線路から落下。乗客の誰ひとり助かりませんでした」

　やっと、蒼士郎にも思い至った。

　かつての『戦争』の最中、〈解放者リベレーター〉として束ねられる前の過激派グループと〈管理軍〉はさまざまなところで戦いを繰くり広げていた。そのひそやかな戦いの結果として、日本の都市部の列車が巻き込まれたのだと。

　恭真は、まさにその被ひ害がい者しやであった。

「お前……」

「いろんなところで調べられました。どうしてひとりだけ助かったんだって。どうしてひとりだけ電車を降りたんだって。……今思えば、きっと自分が創神使いマギウスだって疑っていたんですね。実際、それは間ま違ちがってなかったわけですし、すぐ後で〈特区〉から手紙が来たのも、同じ理由だと思います」

　淡たん々たんと、恭真が言う。

　出会ったときから、いつもひたむきで情熱的だった少年の──それは初めて見せる素す顔がおであった。

「学費だけじゃなくて、ほとんど寝ねたきりになってる婆ばあちゃんにも介かい護ごをつけてくれるっていうんで、断る理由なんかありませんでした。遺産があるような立派な家じゃなかったですからね。だから、本当に〈特区〉には感謝してるんです。少しだけど、バイトで婆ちゃんに仕送りもできましたし」

　吐と息いきが、こぼれた。

　引き結んでいた唇が、いつしか崩くずれていた。

「それでも、やりきれなかったです。どれだけ時間が経たっても、どれだけバイトを詰つめこんでも、どうして自分だけ生きてるんだって、そんな気分を紛まぎらわせられなかった」

　命があることが、生きているということじゃない。

　動いていることが、生きているということでもない。

　そんなひどく陳ちん腐ぷな言葉を、少年は自らの身で知ることとなった。語らうべき家族はすでになく、友人と語れるような話でもなかった。

「そんな自分に、阿あ頼ら耶やが泣いてくれました。だから、それで十分です。初めて泣いてくれたのがあの子なんだから、自分はもうそれだけでいい」

　神様を引き出すというのは、多分そういうことなんだろうと思う。

　創神は、使い手の精神そのものだという。だったら、その創神に目覚めさせる際、覚かく者じやは相手の精神に直接触れるのだろう。

　たとえその考えが妄もう想そうに過ぎなくても、初は瀬ぜ恭きよう真まはかまわないと思う。

　この一週間足らず、確かに自分は蘇よみがえらせてもらったのだから。

「だから、それだけで、自分が関わる理由には十分です」

「…………」

　しん、と沈ちん黙もくが落ちる。

　さざ波にも似て、吹すい奏そう楽がく部ぶのトランペットが響ひびいていた。どのような悲劇も喜劇も、当人たち以外には関係なく、グラウンドではいくつもの部活が叫きよう声せいをあげていた。

　やがて、




「四十八時間だ」




　と、蒼士郎がため息とともに囁ささやいたのだ。

「え？」

「あそこで〈剣けん帝てい〉と会うのは蛟みずちにとっても予想外だったはずだ。そこからいままで動かなかったということは、強ごう引いんに計画を前まえ倒だおしにはしていない。だったら、おそらく立て直しも含ふくめて後二日は準備できるだろう。ああ、あいつらが何をやろうとしてるかとか、〈ギルド〉や〈管理軍〉はどう動くかとか、全部並行で調べながらになるがな」

　やれやれ、と青年が肩かたをすくめた。

　ひいろが、くすりと笑い声をこぼす。

　こうなることを、赤い髪かみの少女は予期していたのかもしれない。かつてあんなにも激しく戦った仇きゆう敵てきは、だからこそまるで数年も一いつ緒しよだった相棒のように、こちらの内実を見み透すかしてくる。

　だから、半ばはやけっぱちに──半ばは痛快な気持ちで、蒼士郎は宣言する。

「四十八時間で創神形質が身につけられたら、連れて行ってやる。覚かく悟ごしろ」





４






〈第十三特区〉の東西はおおよそ学院と居住地区に占しめられているが、南部には巨きよ大だいな工業地帯が広がっている。ほとんどの〈特区〉がそうであるように、万が一の際には相当な長期間自給自足が可能なようつくられているのだった。

　それゆえ、工業地帯と一口にいっても、ジャンルは多た岐きにわたる。工業地帯という名前とはそぐわないが、水耕栽さい培ばいを利用した屋内農場も数多く見られるほどだった。

　蒼士郎たちは、その一角を進んでいた。

「……ああ、やっぱりこのあたりも廃はい棄きされてるな」

　壁かべから降り立って、青年が周囲を観察する。

　警備員も、経費節減用のドローンも見あたらない。つまるところは〈特区〉以前の放ほう棄きされた地域ということだ。

　鷹たか羽ば蛟みずちが潜せん伏ぷくしたルートを調査した結果である。以前〈解放者リベレーター〉で蒼士郎が使っていたパターンで脱だつ出しゆつ路ろを調べ上げ、その出口から考えられる潜伏場所をひとつずつ潰つぶしているのだった。

　あれから、十時間ほどが経っていた。

　蒼士郎と恭真はすでに五箇か所しよの地域を調べていた。候補の絞しぼり込みにほとんど手間取らなかったのは──おそらく、この二日間で、蒼士郎なりに調べていたためだろう。なお、ひいろには単独で別の候補を潰してもらっていた。

「……師し匠しよう、創神使いマギウスというよりもスパイか何かみたいですね」

「あいにく、頼たより切ってもいられなかったんでね。お前は眠ねむ気けが来たら正直に言えよ」

　すでに、恭真には、巨きよ猿えんの創神──ハヌマーンを顕けん現げんさせている。

　いや。

　訂てい正せいしよう。

　恭真の肩に、まるでぬいぐるみみたいに小さな規模のハヌマーンが、ちょこんと乗っていたのである。

「ま、まだ大だい丈じよう夫ぶそうですけど……」

「集中しろ」

　と、蒼士郎が囁いた。

「お前の特訓だけで時間を使えるほど、悠ゆう長ちようじゃないんでな」

「……分かってます」

　真しん剣けん極きわまる表情で、恭真がうなずく。

　可能な限り小規模で、創神を維い持じし続ける──というのが、蒼士郎が最初に課した訓練内容であった。おおよその創神において、その大きさと存在規模は比例する。しかし、逆にいうと、出力を絞り込むことによって小さくする分には、かなりの幅はばがあるのだ。

　もっとも、いまだ創神に慣れきってない恭真には、普通に顕現させるよりも、よほどしんどい状態ではあったが。

　こめかみから脂あぶら汗あせを垂らしながら耐たえている恭真に、ふと蒼士郎が水を向けた。

「屋上に、俺とひいろがいるのに勘かんづいたろう」

「……え、あ、はい」

　あのとき、恭真はなんとなくと言った。

　だが、そのなんとなくこそが、新旧を問わず魔ま術じゆつの世界では極めて重要視されるのだ。

「話からすると、創神に目覚める前から、予見ヴイジヨン的な能力は高かったんだろ。創神使いマギウスとしての俺はロートルだし、ひいろはこういう細かいのは苦手だそうでな」

　言いながら、蒼士郎は手早く周囲の工場をチェックしていった。といっても、特とく殊しゆな行動や装備を使うわけではなく、ちらと視線をやるだけですたすたと歩いていく。
















　これまでの五箇所と同じだ。

　それこそ予見ヴイジヨンなんじゃないかと恭真は思うのだが、蒼士郎に言わせればこうした直感は技術であり、戦場を渡わたり歩けば嫌でも磨みがかれるとのことだった。かつて青年が経験したという『戦争』を、恭真はほんの少しだけ覗のぞいた気になった。

「──あの、師匠は、『戦争』の頃ころ〈黒絶公〉って呼ばれたんですか？」

「まあ、そうだ」

　と、蒼士郎がうなずいた。

「あいつ、言ってましたよ。〈黒絶公〉は十六歳を過ぎたはずなのに、まだ創神を使えるんだって」

「いろいろ事情があってな。確かに使えるけど期待するな。聞いてる限りだと、今正面からぶつかれば、多分蛟みずちの方が上だ。ひいろがぶつかったときの感じを総合すると、どうやら昔よりも階位は上じよう昇しようして威霊態フエイズ４上級。しかも、俺と違ちがってブランクはなしだ。互たがいにある程度手の内を知ってる条件だと、この差はかなり致ち命めい的てきだぞ」

　先月の事件だと、蒼士郎はほとんど経験だけで切り抜ぬけたようなものだ。

　ひいろと戦ったときは、自分だけが相手を〈剣帝〉と分かっていた上に、戦場として旧校舎を選ぶアドバンテージもあった。そして、そこまでしても、レフティのままではカーリーに傷ひとつつけることもかなわなかった。

　四王という名が、今の自分にどれだけ不似合いか、蒼士郎が一番よく知っている。

　ひいろの話を聞いても、純じゆん粋すいな性能スペツクで言えば、もはや蛟みずちの方が上だろう。

「蛟みずちは、建築物破は壊かいのスペシャリストだ」

　と、青年は口にする。

「あいつのアラクネの創神形質は、陣じん地ちを確保することに特化している。同様に、その陣地を破壊することにも」

　二年前の『戦争』で、何度その能力に助けられたか分からない。

　創神アラクネの妖よう糸しにかかればあらゆる建造物が堅けん牢ろう無比たる砦とりでに変わり、逆にどれほど堅けん固ごな拠きよ点てんであろうとも、不可視の糸によって気づかれもしない内に支配下に落としたものだった。暗殺を得意とする〈黒絶公〉とは、最高のコンビといえただろう。

　蒼士郎の実績の半分は、蛟みずちの貢こう献けんによるものと評しても過言ではない。

「あのビルを破壊したみたいに？」

「ああ、つまり今回のは敵の迎げい撃げきと、デモンストレーションを兼かねた案だったんだろう。実際、〈第六特区〉のテロでも似たように」

　四王のための備え、と蛟みずちは言っていた。

　たまたま〈剣帝〉のために使用しただけで、もともとは〈黒絶公〉のための仕し掛かけだったのかもしれない。

　つまりは、蒼士郎のための。

（俺が……〈第十三特区〉にいることを知ってた？）

　そこに疑問はあったが、ひとまずおく。

　蛟みずちの目的や状じよう況きようが分からぬ以上、無む駄だに考えすぎても、疲ひ労ろうするだけだ。考えるポイントとタイミングこそ、きちんと精査する必要がある。時間も体力も限りのあるリソースなのだから。

「あの、師匠」

「どうした？」

「なんか、あっちに……妙みような感じが……」

　疲ひ弊へいした恭真が、変へん哲てつもないコンクリートの工場を指さした。

　その方向に、恭真の肩のミニ・ハヌマーンが、威い嚇かくの形ぎよう相そうをしていたのである。

　鉄製のシャッターは、最初から半ば開いていた。

　どうやら、もとは電子機器の工場らしかった。かろうじて微び灯とうは点ついているが、もはや動かなくなって久しい錆さび付いた機械が、いくつも薄うす闇やみに没ぼつしていた。

　埃ほこりっぽい空気。

　古びた油のそれと混じって、足音が陰いん鬱うつに響ひびく。

　不意に、青年のそれが止まった。

「……ナイス」

　と、呟つぶやいていた。

「え、何です？」

「見ろ。ただし肉眼じゃなくて、ハヌマーンの霊的視覚エーテルビジヨンでな」

　顎あごをしゃくった方向に、共有させた創神の目を凝こらす。

　床ゆかと機械の隙すき間まに、ごくごく細い霊エーテル体の妖糸が張り巡めぐらされていた。

「蛟みずちの残した罠わなだ。あいつの創神形質は、本体の顕現と関係なく維持できる。それが残っていたということは……」

　言いかけた蒼士郎が、突とつ然ぜん振ふり向いた。

　取り出したのは、懐かい中ちゆう時計であった。

「おい。ちっと会うのが早すぎるだろう」

　飄ひよう々ひようとしつつも厳しい声が、闇やみの向こうへ投げかけられる。

　はたして、糸の罠の奥には、もうひとつの『神しん殻かく』が顕現していたのだ。その姿にまさかと恭真は唾つばを飲み、身体からだをこわばらせた。

　女の上半身と蜘蛛くもの下半身を持つ、異形の創神。

　アラクネ。

「……いや」

　と、自らの答えを、蒼士郎は否定した。

「師匠？」

「お前ら、鷹たか羽ば蛟みずちじゃないな……？」

　ゆるり、と視線を動かす。

　同時、まったく違う角度から、妖糸が飛んだのだ。

　振ふり向きもせずに、黒砂を操あやつり、蒼士郎がその糸を搦からめ捕とった。

「こいつらは……アラクネの規格神だ……！」

　アラクネと紛まがった創神は純白の仮面をかぶっており、三体も並んでいたのである。

　背後に、同じ数の、仮面の創神使いマギウスたちが佇たたずんでいた。

　規格神。

　ひとつの創神をモデルとして、つくりあげられた模造品コピー。存在だけは聞いていたが、まさか蛟みずちのアラクネがこのような形で数を増やすとは思わず、恭真は大きく唾を飲み込んだ。

　動どう揺ようは、ほんの数秒。

　しかし、生死を懸かけた戦いではその数秒こそが──




「──入力。拘こう束そく解除用コードc9ra02isora」




　囁ささやきは、その数秒へと割り込んだ。

　懐中時計の時刻盤ばんに塡はめられていた神話結けつ晶しようが輝かがやき、黒い砂が渦うず巻まく。

　砂の幕の内側に、赤い瞳ひとみが揺ゆれ動くのを、恭真は見た。黒い包帯と鎖くさりとで、両手を拘束された巨きよ体たいの『神殻』であった。

「師匠の……創神……！」

　刹せつ那な、何条もの妖糸が、工場の闇を飛び交かった。

　蛟みずちの操っていたアラクネ本体には劣おとるとしても、鋼鉄とてたやすく切り裂さく魔ま性しようの糸。

「ハヌマーン！」

　咄とつ嗟さに巨きよ大だい化させた猿神の剣けんが、その妖糸のいくつかを跳はね飛ばす。

　しかし、足りぬ。

　ハヌマーンの剣の隙間をかいくぐって、少年を切り裂こうとした妖糸が──工場に屹きつ立りつした黒砂の壁かべによって、ことごとく阻はばまれたのである。

「あ……っ！」

　恭真が、歯は嚙がみする。

　蒼士郎が自らの創神を顕けん現げんさせたのが、自分を守るためだと気づいたからだ。

　創神形質・万象黒塵。黒き塵の砂を自在に操る異能。

　だが、同時に、

（なんだ、こいつら……！）

　と、蒼士郎も目を剝むいていた。

　おおよその規格神は妖精態フエイズ２から精霊態フエイズ３上級まで。前にアランが連れ歩いていた部下も、規格神としてはかなりの精せい鋭えいだった。

　なのに、いまの規格神たちは明らかに威霊態フエイズ４下級の存在規模を獲かく得とくしている。単純な存在規模だけでいえば、『戦争』時のアラクネに肉にく薄はくする──通常の規格神ではありえるはずもない強大さであった。

（しかも、異様に統とう率そつされてやがる……?!）

　こちらは、むしろ戦い慣れか。

　以前のアランが連れていた規格神使いとは違う。かつての蒼士郎と同じように、この規格神使いたちからは、実戦のにおいを感じた。

　かろうじて先読みして、砂の壁で防いでいるが、遠からず耐えきれなくなるのは目に見えていた。いいや、最初に音を上げるのは間ま違ちがいなく自分だ。まして、こんなところで限界を迎むかえてしまえば、肝かん心じんの蛟みずち相手はどうするのか。

「──恭真」

「師し匠しよう？」

「吹ふっ飛ばすぞ」

　言葉はそれだけ。

　しかし、今度こそ、すぐさま恭真が覚かく悟ごする。

　返事を確かく認にんせずに、蒼士郎は動いた。彼の操る創神レフティが叫さけびをあげるや、工場内部は噴ふき上がる漆しつ黒こくの砂に覆おおわれた。

　対する規格神たちも、賢けん明めいに対処したと言えるだろう。

　いかなる奇き襲しゆうにも対応できるよう、それぞれの周囲に糸の砦を張り巡らせたのだ。

　突とつ然ぜん、砂すな嵐あらしの一部が膨ふくれあがった。

　おおよそ半径数メートルもある巨大な拳こぶしと化したそれが襲おそいかかったとき、規格神たちは砦を解除して、身を躱かわさざるをえなかった。砂を切り刻んだところで、その質量は自分たちを容よう赦しやなく打だ撃げきするからだ。

　判断は正しいはずだった。

　なのに、よもや振り落とされた砂さ拳けんの内側から、恭真と彼を抱だいたハヌマーンが現れようとは。

「──おおおおおっ！」

　拳の勢いを乗せて、ハヌマーンが全力で剣を振り落とす。

　逃にげ遅おくれた規格神の一体が、下半身の蜘蛛を半ばまで断たち切られ、かすかだが連れん携けいに乱れが生じた。

　その隙すきに、蒼士郎が叫んだ。

「レフティ、そこだ！」

　ぎゅるり、と構築された黒砂の針が、工場の壁を穿うがつ。

　たちまちスポンジのごとく穴だらけになった壁から、内側の空くう洞どうが覗のぞいた。どうやらそこは隠かくし部屋になっていたらしく、新たな影かげがゆっくりと身をもたげたのである。

「気づかレましたカ」

　隠し部屋から、神父服カソツクの老人が立ち上がったのだ。

　おおよそ六十代前半ほどの、中なか折おれ帽ぼうをかぶった老人であった。にこにことした笑え顔がおがひどく不自然で、歪ゆがんでいたことに、蒼士郎はともかく恭真が気づいたかどうか。

　ことりと首を傾かしげ、あろうことか、老神父はこう尋たずねた。

「その創神形質。まさカ、あなたハ〈黒絶公〉？」

「なんだ、てめえ」

　訊き返した蒼士郎に、

「ははハ。ケチな商人でございまス。……いえ、まさカ、本当に〈黒絶公〉が創神を使えルだなんテ、そんなことがあり得るとハ」

　変わったアクセントで、老神父はしゃがれ声を漏もらした。

　ひそやかに、規格神たちが老人を守りやすい位置に移動したのを蒼士郎は把は握あくしていた。

（こいつが、規格神使いたちの雇やとい主ぬしか……？）

「マラカイ・マクマランと申します。どうぞお見知りおきを」

　中折れ帽を取って、丁てい重ちように頭を下げるが、その五体からは一いつ切さいの隙が感じられない。

　厄やつ介かいなタイプだ、と蒼士郎は直感した。

　年ねん齢れいからすれば、創神使いマギウスではありえない。しかし、明らかに創神使いマギウスたちを従え、現代科学を超ちよう越えつした新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつに、一切の怯おびえを抱いだかない。──そんな大人は、ある意味創神使いマギウスよりもよほど性質が悪いと、痛いほど蒼士郎は知っていた。

「しかシ困っタ。私のところに来るのでは、いささか見けん当とう違ちがいダ。今回はそんなことばかりデスよ」

「順番違いだって」

　蒼士郎の疑問に、老神父は答えようとはしなかった。

　ただ、笑った。

「顧こ客きやくにハ、最大限のサービスを」

　歪んだ笑みが、さらにねじ曲がる。

　瞬しゆん間かん、ハヌマーンの剣によって倒たおれたはずの規格神の内側から、怒ど濤とうのような妖糸の雪崩なだれが溢あふれ出たのだ。あるいは倒れる以前から、その創神の内側に大量の糸を生成していたものか。

　糸の大部分は、津つ波なみのごとく黒砂の砦とりでへと襲いかかり、さしものレフティの創神形質すら突つき崩くずした。

「恭真！」

「────！」

　距きよ離り的てきに、蒼士郎の周囲の黒砂では間に合わなかった。

　そして、恭真は。

　死ぬのだと、思った。

　これほどの妖糸の雪崩に、自分が出来ることなど何もない。

　霊的視覚エーテルビジヨンが、薄うす闇やみに煌きらめく妖糸をはっきりと捉とらえ、ただ死を想おもった。

　声を、聞いた。




　──『……らくに、なりたい？』

　──『かみさまを……てでも……いきたい……？』




　ほんのかすか、糸の動きが遅くなったように思えた。

　妖糸も、ハヌマーンも、自分の動きも、すべてが遅ち延えんし、引き延ばされていく。

　重い水をかきわけるように剣が進み、剣が糸を断ち切る。恭真自身も必死に、なめくじの進むような遅さで身をかわし、妖糸からの安全地帯へと逃のがれる。

　だが、そこが精せい一いつ杯ぱいだった。

　逃れようとした瞬間、ありとあらゆる精気が、自分から喪うしなわれていくのを感じた。

「……ぁ……」

　恭真の意識は、そこでぶつりと断ち切れた──




　　　　＊




『──まあ、よく生き残れたものね』

　と、端たん末まつ越ごしの黒蓮華嬢ロータス・ブライドが嘆たん息そくした。

　蒼士郎が構えたタブレット端末に、彼女が特定した相手──さきほど遭そう遇ぐうした老神父が映っている。

　工場である。

　気絶した恭真を横たえ、蒼士郎が黒蓮華嬢ロータス・ブライドと通信しているのだった。

　すでに老神父──マラカイ・マクマランと、彼を守っていた規格神使いたちは逃げ出している。さしもの青年も追つい撃げきは難しく、見み逃のがすしかなかった次し第だいだ。

「保険はかけておいたが、ギリギリだった」

　と、横たえた恭真を見やる。

　その制服の前面が、ぼろぼろに千切れていた。

　ハヌマーンごと砂の巨きよ拳けんに吞のみ込んだとき、蒼士郎は少量の黒砂を恭真の衣服に残していたのだ。妖糸に襲われたとき、その黒砂を爆ばく発はつ的てきに噴ふん射しやさせ、かろうじて直ちよく撃げきを避さけえたものである。

　しかし、言葉通り、首の皮一枚で助かったのは違いない。

　正直に言えば、思い出しただけで背筋が寒くなるほどだ。四十八時間で創神形質に目覚めれば連れて行ってやると豪ごう語ごし、実際そのためには実戦を積ませるしかないと言い聞かせてはいたものの、直面したとき、どれほどに自分は情けなく震ふるえたか。

（……ああ、くそったれ）

　まったく、腑ふ抜ぬけている。

　生徒の死など、何度も何度も見てきたのに。

　なのに、今はたったひとりの死が怖こわくてたまらない。出会ってたった数日、自分のことを師匠などと呼んでくる、この生き真ま面じ目めな少年の命が途と轍てつもなく蒼士郎には重かった。

　当たり前の日常の、なんて儚はかないことだろう。

　なんて儚くて、愛いとおしいのだろう。

『で、その神父だけど、私からすれば商売敵がたきだわ。闇やみ商人のマラカイ・マクマラン』

「闇商人、か」

　と、青年は呟つぶやいた。

　大人は、新世代ニユーエイジの魔術を扱あつかえぬ。かつての『大儀ぎ礼れい』の制約もあるが、幼少期ゆえの幻げん想そうを喪った世代には、もはや創神というカタチを確立することができない。

　だが、それはけして彼らが創神の戦いに介かい入にゆうできぬという意味ではない。

　むしろ、かつての『戦争』では多くの大人たちが跋ばつ扈こしていた。たとえどれほどの超ちよう常じよう能力を有していても、至し極ごく当たり前に食事がなければ生活することはできない。戦線が広がるならば、相応の移動手段も必要で、その配備には膨ぼう大だいな予算が必要だった。

　兵器としての子供。

　利害共有者としての大人。

　安易に、どちらかが操あやつられるだけの関係ではない。むしろ、子供と大人とが互たがいを利用し合った結果が、あの『戦争』であった。

　闇商人とは、そうした大人側の勢力のひとつ。

〈管理軍〉や〈解放者リベレーター〉といった枠わく組ぐみの外から、様々な品を調達してくる者たちを指す言葉であった。

『マラカイ・マクマランはなかでも悪あく辣らつで有名ね。どうやってたんだか、〈管理軍〉や〈ギルド〉と癒ゆ着ちやくしてて、あれこれ情報をすっぱぬいてたって噂うわさよ。といっても、『戦争』後はその手が使えなくなって、じり貧ひんだったみたいだけど』

（……蛟みずちが俺のことを知っていたのも、それか）

　おそらくは、先月の事件のためだろう。

　可能な限り、情報が外部へ漏れるのは防いだが限度はある。詳くわしい者が調べれば、〈剣けん帝てい〉と〈黒絶公〉が関かかわっていたことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「彼が用意してくる中でも、とりわけ貴重だったのは補助結けつ晶しよう。〈管理軍〉がおさえているはずの結晶師を独自のつてで確保してるみたいね」

「補助結晶？」

　蒼士郎の眉まゆがひそめられた。

　おおよそは神話結晶とともに使って、創神を補助するための触媒カタリスト。

「じゃあ、あの規格神使いは……」

『ええ、強ごう引いんに増幅ブーストされていた形けい跡せきがあったわ。本来ならば、精霊態フエイズ３下級といったところでしょうね。それでも、〈管理軍〉や〈解放者リベレーター〉以外の組織なら、十分一流と言えるけど』

「だが、そんな無理な増幅ブーストは……」

『……もちろん、精神に負担をかけるわ。場合によっては廃はい人じんになりかねない。でも、知ってるでしょう？　今は、それでもっていう創神使いマギウスは増えているわ。『戦争』から経たった年数は、フリーの創神使いマギウスにとって致ち命めい的てきだもの。ええ、それは鷹たか羽ば蛟みずちにとっても』

「蛟みずちに？」

　はっ、と蒼士郎が息を吞んだ。

『やっぱり、知らなかったのね。〈管理軍〉ならともかく、非合法組織の〈解放者リベレーター〉だと教官でも最低限のプロフィールしか渡わたされない。……だから、あなたにとっても当たり前のことが盲もう点てんになってた。今回、彼についても洗い直したのよ』

　一いつ拍ぱくを置いて、通信の向こうの黒蓮華嬢ロータス・ブライドが告げる。




『鷹たか羽ば蛟みずちは、もうじき十七歳になるわ』




　その言葉は、無形の衝しよう撃げきを伴ともなって、蒼士郎の精神こころを叩たたいた。

「もうじき……それは……っ」

『書類通りなら誕生日は来月。つまり、後二ヶ月もしないうちに創神を喪うわ』

　新世代ニユーエイジの魔ま術じゆつ師し──創神使いマギウスの宿命。

　十六歳を過ぎれば、あっという間に創神は衰すい弱じやくする。個人差もあるが、十七歳になって数週間もすれば喚かん起きできなくなるし、どんなに長くても一ヶ月かそこらで消しよう滅めつする。

　これは、変えられない真理だ。

　蒼士郎のような裏うら技わざや──それこそ、神話態フエイズ６などという伝説でなければ。

「……本気で、神話態フエイズ６を目指す気なのか」

　青年が呻うめく。

　少なくとも、辻つじ褄つまは合う。

　優ゆう秀しゆうな創神使いマギウスであるほど、その喪そう失しつは耐たえ難がたい。強大な創神使いマギウスが十七歳を間近にして狂きよう乱らんする場面は、あの『戦争』でも蒼士郎が何度となく見てきたパターンだ。

　だけど、それは本当に？

　胸の奥で、何かがひっかかっていた。

　ちりちりと棘とげのような違い和わ感かんがあるのに、その正体が分からない。

「もしも、あいつが本気で神話態フエイズ６を目指すつもりなら、どうする？」

『もちろん、方法はひとつ。創神喰ぐいになるでしょうね』

　先月の事件でも、疑われていた現象である。

　創神をもって、敵の創神を喰くらう儀ぎ式しき。

　効率よく創神の階かい梯ていをあげようと思うなら、必然はそれだ。

　本来、喰う側にも負担のかかる行こう為いなのだが、創神使いマギウスとしての寿じゆ命みようが間近なら、それを押してもやろうとするかもしれぬ。いいや、もしも本気で神話態フエイズ６などという伝説を実現しようと思うなら、むしろ無理こそが道理かもしれない。

　不意に、青年が目を見開いた。

　かつての『戦争』の光景が、脳のう裏りを明めい滅めつしていた。

　建築物破は壊かいを得意としてきた蛟みずちのアラクネ。何度となく打ち崩くずしてきた〈管理軍〉の砦とりで。あるいは都市部のシンボル。そのやり口やひとつずつの意味。

「……ああ、そうか。あれは俺への呼びかけか」

『蒼士郎？』

　シスターの声を聞いてか聞かずか、蒼士郎は低い声で続けた。

「ひいろと戦ったとき、ビルを破壊したやつだ。四王への備えと言ってたのは、確かに予想より早く気づかれてしまった場合の準備でもあったんだろう。でも、本来の計画ではそうじゃなかったはずだ」

『本来の計画？』

「『戦争』のときの俺なら、あれは蛟みずちとアラクネの仕し業わざだって、必ず気づく」

　皮肉だったかもしれない。

　確かに、蒼士郎は緩ゆるんでいたのだ。

　たとえ〈特区〉などという環かん境きようであっても、もはや『戦争』の終わった時代に馴な染じんでいて、その温かさに浸ひたっていた。浸っていたかった。

　だからこそ、その可能性に思い至らなかった。

「気づいてしまえば、味方になるか敵になるかはともかく、必ず俺は蛟みずちと接せつ触しよくを取ろうとする。少なくとも、蛟みずちはそう考えていたはずだ」

『あ……っ』

　通信の向こうで、黒蓮華嬢ロータス・ブライドが、声をあげた。

　彼女の思考も、蒼士郎が組み上げたカタチに達したのである。

『蛟みずちは、あなたが神話態フエイズ６に至ったと信じている。神話態フエイズ６に辿たどり着いているあなたの創神を喰らえば……』

「……神話態フエイズ６に至れると、当然そう考える。よしんば俺が神話態フエイズ６なんて代しろ物ものに至っていなくても、確実に十六歳を過ぎてしまったはずの俺が創神を使えているんだから、その秘密に迫せまることはできる」

　蛟みずちのそれは、ただの妄もう想そうではなかった。

　ここに蒼士郎がいる以上、少なくともあの若者の視点では確かに意味を成す。

『……だったら、それをマラカイ・マクマランが手伝う理由は？　商人は利益がなければ動かないわ。蛟みずちに協力してる以上、マラカイ・マクマランも相応の利得があるはずよ」

「……ある。だから、この方法なんだ」

　と、答えた。

「仮にも〈特区〉の象しよう徴ちようが砕くだけ散れば、否いやが応でも相場は動く。先にその情報を押さえていられたなら、利益ははかりしれないだろう。いや、〈解放者リベレーター〉のゲリラたちにその情報を売りさばくだけでも十分だ。ああ、鷹たか羽ば蛟みずちの実績は、そんな作戦を商人に信じさせるには十分だったろう」

　タブレット端たん末まつに触ふれて、蒼士郎が〈第十三特区〉の地図を呼び出す。

　いくつかの場所の特とく徴ちようを検けん索さくし、よりふさわしい場所へ精度をあげていく。必要なのは単純な推理力ではなく、かつての鷹たか羽ば蛟みずちのトレース。蛟みずちならばどう考えたかと、どんな風に自分へ作戦を具申したかと、それを突つき詰つめる。




　──『教官！　俺はきっと創神使いマギウスを自由に』




　頭の中で聞こえた声を、封ふうじ込める。

　やがて、十数個表示された地点は、ひとつにまで減少した。

「黒蓮華嬢ロータス・ブライド……〈管理軍〉へ情報を流せるか。今度こそ、蛟みずちは計画を前まえ倒だおしにするはずだ」

　と、タブレットのマイク部へ語りかける。

『どうなったの？』

「あいつが狙ねらうのは〈第十三特区〉の中心──〈管理軍〉が統とう括かつするグランドピレーだ」
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　──昔の、話をしよう。




『声』の正体が、神だと彼は知った。

　その神を現出させる方法を覚えて、〈解放者リベレーター〉へと参加し、尊敬すべき師を仰あおぎ、かけがえのない仲間と出会った。

　世界中を旅した。

　どんな過か酷こくな環境も、熾し烈れつな戦場も気にならなかった。

　全力で戦い、戦い、戦った。

　そして、敗れた。




　何もかもを失い、結果としてとある真実に辿り着いたとき。

　少年は──かつて少年であった鷹羽蛟は、そのとき、少年でなくなった。
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　真夜中、いくつもの事態が〈第十三特区〉を錯さく綜そうしていた。

　多くの人々が慌あわただしく行き交かい、それに数百倍する情報も交こう錯さくした。

　グランドピレーを中心とした地域に交付された避ひ難なん勧かん告こくも、そのひとつだろう。表向きはガス配管に不備があり、修理時に事故の可能性が想定されるためと話されてはいたが、ある種の人間にはそれが単なる欺ぎ瞞まん工作だということまで明白だった。

　──そして。

　初は瀬ぜ恭きよう真まが目を覚ましたとき、彼は見知った天てん井じように瞬まばたきしていた。

　もともとひとり住まいだったとは思えぬ広いリビング。寝ねかされていた豪ごう奢しやなソファを確かめずとも、自分がどこにいるのかは明らかだった。

「……師し匠しようの……マンション……？」

「恭真くん」

　と、ダイニングから、ショートカットの少女が駆かけ寄ったのだ。

「悠ゆう香か……さん……」

　七なな星ほし悠香であった。

　そして、少女の肩かたから、騒さわがしい虹にじ色いろの鸚おう鵡むが羽ばたいた。

「オキタ！　キョーマオキタ！」

　その吞のん気きな光景に、数秒和なごんでしまってから──すぐもっと重大なことに、恭真は気がついた。

「師匠は!?」

「おお。目が覚めたんか」

　続く声は、どうやら悠香と同じダイニングで菓か子しをむさぼり食っていたらしかった。

　指についたチョコをぺろりと舐なめとって、頰ほおに五ご芒ぼう星せいの紋もん様ようが入った若者が笑っていたのである。

「アランさん……」

「センセなら、しばらくあんたと一いつ緒しよにおったけどな。緊きん急きゆう事態いうことで、ちょっと前に出ていきはったわ」

　困ったように、アランが肩をすくめる。

「あんたに謝ってくれ言うとったで。四十八時間で創神形質を覚えたら連れて行く、とか言うといてこのザマやってな。……まあ、それもあと半日ってとこやけど」

　ちらと時計を見やった若者に、恭真も思わずカレンダーを確かめた。

　デジタルのそれは、覚えていた日にちよりひとつずれていた。

「自分は……丸一日寝てたんですか」

「せや。まあ無理もあらへん。相当無理して創神を使ったんやろ。丸一日寝てても、別に不思議あらへんで。……ああ、グランドピレーに破は壊かい工作の可能性が高いいうんでな。〈管理軍〉も上を下への大おお騒さわぎやで。んな馬ば鹿かなことがという幹部もおったんやけど、なんせ先にビルが破壊されてるわけでな。しかも、〈黒こく絶ぜつ公こう〉の名前まで出しよったら、誰だれも無視できるわけあらへん」

「グランドピレーの……破壊工作……？」

「せや。あの鷹たか羽ば蛟みずちとかいうテロリストの狙いがそれやって言うんでな」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた少年に、アランが頭を搔かく。

「おかげで、ホントは不夜城のグランドピレーから、あわてて人員を避ひ難なんさせてる最中や。まーったく、あのセンセ、無茶言いよるわ。先月の件で、〈第十三特区〉の規格神使いも半数はまだ使い物にならへんってのに」

　わいの部下を入院させよったのはあのセンセやけどな、と半ば本気の恨うらみ節が入った声で、アランが呟く。

「まあ、ええところで起きてくれたわ。そろそろわいも配置に就つかなあかん時間やったからな」

　ゆっくりと、椅い子すから立ち上がる。

　ひらひらと手を振ふった背中を見やり、ぎこちなく恭真はソファから下りた。

「待ってください！」

　と、呼び止めたのだ。

「ん、なんや？」

「人数が足りないっていうなら……自分を使ってください！　アランさん！」

「いやいやいや」

　金きん髪ぱつの若者がかぶりを振った。

「なんぼなんでも、そりゃあかんやろ。そりゃ君は〈ギルド〉に登録してるし、わいの権限で外部協力者として斡あつ旋せんするんもできるけど、ほとんど素人しろうとみたいなもんやんか」

「それでも！」

　言い募つのる恭真に、アランが閉口していると、

「──アランさん」

　と、悠香が口くち添ぞえしたのだ。

　いつも穏おだやかな少女は、その柔やわらかさをけして損そこなわぬままに微び笑しようしていた。

「良かったら、少し考えてもらえませんか？」

「…………」

　しばらく黙だまった末、大げさにアランは息をついたのだ。

「悠香ちゃんに言われたら弱いなあ！　ほな、創神を見せてみ？」

「は、はい！」

　幸い、神話結けつ晶しようのはまった十じゆう字じ架かは取り上げられていなかった。

　集中とともに、再び創神が顕けん現げんする。ちょうど部屋に収まるサイズに顕現したハヌマーンを見やり、もう一度アランは黙り込んだ。

「……お前……ほんまに先週創神に目覚めたばっかりなんか」

「それが、何か？」

　怪け訝げんそうな恭真を前に、アランは衝しよう撃げきを堪こらえるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　一いつ般ぱんに、存在規模が大きいほど、創神の習熟には時間がかかるようになる。ほとんどの創神は心霊態フエイズ１か妖精態フエイズ２だが、精霊態フエイズ３中級ともなれば、暴走させないだけでも数週間はかかってもおかしくない。

（……いや）

　少年の操あやつるハヌマーンは、もう精霊態フエイズ３上級と言ってもいいのではないか。

　蒼そう士し郎ろうが最初に見たときのハヌマーンは、精霊態フエイズ３下級から中級程度と聞いていた。もしも、あの青年が偽いつわったのでなければ──

（──たったの一週間ほどで、何の小細工もなしに、存在規模が昇しよう格かくしとる……？）

　ぞくり、と冷ひや汗あせがこめかみを伝うのを感じた。

　そんなのは聞いたこともない。

　能力の習熟程度ならともかく、存在規模の昇格は、最低でも年単位の代しろ物ものなのだ。ひょっとすると、過去の『戦争』にはあったかもしれないが、アランが経験してきた創神使いマギウスからすれば常識はずれもいいところである。

　その例外ぶりに、恭真自身が気づいてないなら、これほど危あやういものもあるまい。

（……まるで、爆ばく弾だんやな）

　まったく自覚がないのに、事態の中心に深く関かかわっている。

「少々無理しても、〈ギルド〉からこっちにスカウトすべきやったかな」

「え？」

　きょとんとした恭真に、にっと笑え顔がおを見せて、アランは宣告したのだ。

「便利に使われるんを覚かく悟ごしときや」

「は、はい！」

　嬉うれしがる子犬みたいに、何度も恭真はうなずいたのであった。




　　　　＊




（恭真のヤツは……怒おこってるかな）

　少年のことを考えて、ふと蒼士郎が微び苦く笑しようした。

　あの後、少年が起きたかどうかは分からない。ただ、恭真の性格だと、置いていった蒼士郎に激げき怒どしてもおかしくないだろう。一度約束した以上、青年も残った時間は待ってやりたかったが、いかんせん状じよう況きようが状況であった。

（……ともあれ、グランドピレーの区画は閉へい鎖さされたみたいだな）

　端たん末まつで、〈特区〉のニュースを確かく認にんする。

　中央部区画に、ガス事故とその処理による避難勧告が発令されていたのだ。

　黒蓮華嬢ロータス・ブライドとアランを通じて、〈管理軍〉に情報を流した結果、おおよそは想定通りに動いているようではあった。信用度なんて大してなかろうはずの蒼士郎の情報でも、最大限の安全を重視して動くあたりは、〈管理軍〉の並々ならぬ統制力を示してもいた。

（動いてる以上、〈管理軍〉の範はん囲いでは通常調査の見落としはないだろ）

　その程度には、信用している。

　しかし、同時にその程度のことは、蛟みずちも把は握あくしているはずなのだ。

（おそらく、蛟みずちのヤツが目指すのは……）

　グランドピレーを狙ねらうのは間ま違ちがいない。

　だが、それはどのような方法によってか。

　蛟みずちを追うための手段はもうひとつ用意してあったが、それを使う前に、可能なかぎり外そと堀ぼりを埋うめておきたかった。

　その結果、蒼士郎は古い教会を訪おとずれていた。

　深夜、まるで爆ばく撃げきにでもあったかのような崩くずれかかった建物のすぐそばで、真しん紅くの髪かみの少女が佇たたずんでいた。

「ひいろ」

　と、蒼士郎が微笑した。

「〈管理軍〉に口添えしてくれたんだろ。ありがとう」

「ええ。一応やっておきましたけど……どうして、この教会なんです？」

「間違えてる気がしたんだ」

　と、蒼士郎は口にした。

「あの闇やみ商人が順番違いって言ってただろ。それに、もしも蛟みずちが俺を誘ゆう導どうしようとしてるなら、当時の俺には分かるように、手がかりを残してるはずだ」

〈管理軍〉には分からなくても、破は城じよう蒼士郎には──いや〈黒絶公〉には伝わるように。

「……だから、ここ？」

　先月、ひいろと蒼士郎が激げき突とつした場所。

　恭真が、阿あ頼ら耶やと遭そう遇ぐうして、自らの創神に目覚めた地点。

　そこが、本当はハジマリになるはずだったのではないか。たまたまこの場所で恭真が阿あ頼ら耶やたちに出会わなければ。恭真の在ざい籍せきした学院の教師が蒼士郎であり、直接恭真が蒼士郎黒絶公に師事を乞こうなどという掛かけ違いが起こらなければ。

　その場合、蛟みずちは蒼士郎の手がかりとして、この場を拠きよ点てんにしていたのではないか。

　教会の内側に入り、惨さん憺たんたる現場へ歩を進めていく。

　砕くだけた長なが椅い子すや横よこ倒だおしになった説教壇だん、破壊された壁かべや床ゆかに、以前の戦いの熾し烈れつさが浮うき上がっていた。蒼士郎とひいろ、そして四し王おうの子として目覚めていた悠香の戦い。

　もとはパイプオルガンだったと思おぼしい残ざん骸がいの前で、青年の足が止まった。

「……あっ」

　ひいろが、小さく声をあげた。

　その暗がりに、ひとりの少女が佇んでいたのだ。

　振り袖そでのあでやかさよりも、その髪と肌はだの異様な白さに、蒼士郎は目を見開いた。

「君は……阿あ頼ら耶や？」

「あなたが……破城教官……？」

　と、少女が尋たずねた。

「蛟みずちに、言われたの。もういいから、あいつのところに行けって」

「あいつ？　恭真のことか？」

　こくん、と振り袖の少女がうなずいた。

　上下する髪の白さだけは、蒼士郎とよく似ていた。

　かぼそい喉のどがわななき、つぶらな瞳ひとみが蒼士郎とひいろを往復した。

「キョーマは、いない？」

「あいつは……ちょっと寝ねてるだけだよ」

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

　蒼士郎の言葉に、阿頼耶がはっと顔を見上げた。

「私が……キョーマの……かみさまを起こしたから……」

「ああ。それで、あいつは普ふ通つうの世界にはいられなくなった」

　当たり前のことを、告げる。

　けして、偽りで取り繕つくろうことはせずに、彼女のしたことの意味をありのまま。

　だけど、

「──でも、あいつは君のために頑がん張ばりたいらしい」

　つい、蒼士郎の声こわ音ねは優やさしくなってしまった。

　優しく少女の頭を撫なでて、振り返る。

「ひいろ。この娘むすめを任せていいか？　黒蓮華嬢ロータス・ブライドのところに連れて行ってくれるだけでいい」

「分かった。……でも、蒼士郎くん、これって……」

「……ああ」

　ひいろの言いたいことは、蒼士郎にも分かっていた。

（なぜ、この娘を置いていった？）

　本当に、蛟みずちが神話態フエイズ６を求めているとすれば、この少女は手放せない対象ではないのか。

　いや、そもそもどうして蛟みずちは覚かく者じやをさらったのか。

　何かを、見落としている気がした。

　ひどく簡単で、致ち命めい的てきな何か。

　鷹たか羽ば蛟みずちがこれみよがしに起こしたビル破は壊かい。〈黒絶公〉に会わなければならないのだと言っていた意図。もうすぐ十七歳に至ってしまうという制限時間。その制限時間があるからこそ、鷹たか羽ば蛟みずちは覚かく者じやを誘ゆう拐かいしたのだと思っていたが。

（……もしも）

　もしも、阿あ頼ら耶やが覚かく者じやであることに、意味など無かったとしたら？

「蛟みずち、は……」

　ある可能性が、青年の頭にひらめいた。

　それは稲いな妻ずまのごとく、彼の精神を打ちのめした。

　端末を持ち上げ、あらいざらいの経歴を確認する。黒蓮華嬢ロータス・ブライドが新たに調べ上げたデータでさえ、いまだに鷹たか羽ば蛟みずちのすべてとは言い難かったが、それでも蒼士郎の知らなかった情報をいくつも開示させていた。

　その中に、確かにあった。

「まさか、あいつは──」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやく。




　蛟みずちを追うためのもうひとつの手段。

　リモコン状の、とある計器を取り出したのであった。
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　天空に挑いどむような塔とうであった。

　高さそのものはせいぜい二百四十メートルほど。しかし、美しい水すい晶しようの格こう子しを組み上げたようなカタチは、なぜだか古代のとある伝説を想起させた。かの塔が打ち砕かれたとき、人々は統一された言語を失い、異言の徒バルバロイとなりはてたのであった。

　グランドピレー。

　アランと恭真のふたりは、そんな高層建築の基部に佇んでいた。

「わいたちは、別働隊として周囲を巡じゆん回かいするあたりやな」

　手元の端末で、地図を同期しながら、アランが言う。

　彼の小隊は、隊員の多くが倒たおれているため、今回の任務に組み込まれてないが、代わりに本人の判断による行動が認められたらしい。

「以前の蛟みずちの経歴やと、おおよそは支柱なんかを創神形質の糸で斬きり落としてるみたいやけどな。……あんたは、直接アラクネとやりあったんやろ。感かん触しよくとしてはどうやった？」

「あの創神形質なら……うなずけます」

　蛟みずち本人と規格神のアラクネ。

　一度ずつ渡わたり合ったきりだが、あの創神形質の恐おそろしさは単純な戦せん闘とう能力もさることながら、その応用力にある。蒼士郎が建築物破壊のスペシャリストと言ったのも無理はない。あの切れ味に使用者の知識が加わったなら、ほとんどの現代建築物は解体されるのを待つしかあるまい。

「あー、権能型はハマると面めん倒どうやからなあ」

「だけど……このグランドピレーほど、大きな建物を崩すには」

　足りないのでは、と思う。

　あくまで直感だし、前に見せた創神形質が全開とは限らない。

　ただ、恭真が感じた限りだと、あの妖糸の効果範囲はある程度限られていたように思う。あらかじめ設置しておくのもできるようだが、その場合でも本人が仕し掛かけていく必要があるのではないだろうか。

「なるほどなあ。もちろんセキュリティシステムは完備やし、常に警備員も配置されてるんやけど、創神使いマギウス相手やと機械はあんまり役に立たへんしな」

　創神が仕掛けた罠わながあったとしても、そもそも創神使いマギウスでなければ認にん識しきさえできない。かつての『戦争』で鷹たか羽ば蛟みずちが幾いく度どもの破壊工作を思いのままにした理由はここにある。

　ゆえに、〈管理軍〉はグランドピレーを中心とした広こう範はん囲いに、数少ない創神使いマギウスを配備せざるを得なかった。それでもあちこちに穴が生まれてしまうため、アランと恭真は優先的にそうした場所を塞ふさいでいく形になっていた。

　グランドピレーの一階は、各種ショッピング店てん舗ぽの混在したフロアである。

　普ふ段だんなら、ブランドものの衣類や雑貨を求めて、多くの人々が去来するだろう華はなやかなホールは、この日ばかりはただがらんとした十字路でしかなかった。

　まるで、墓地か何かのように。

「で、それはセンセの教え？」

「……あ、はい」

　アランの指さした方には、例のミニ・ハヌマーンがちょこんと乗っていたのである。

「創神形質に目覚めるまでは、なるべくこのままにしとけって」

「なるほど。そういう教え方なんか。あのセンセらしいっちゃらしいわ。常時負荷をかけられるし、創神はもうひとつの手ぐらいに慣れてしもうた方がええもんな」

　もっともらしくうなずき、顎あごをさする。

　自身も部下を抱かかえているだけあって、蒼士郎の練習方法に興味がわいたらしい。

　軽口を叩たたきながらも、通路や店舗、ゴミ箱の裏など手早くチェックを繰くり返す。基本的には爆ばく弾だんを探すような作業なのだが、創神使いマギウスの場合はある程度直感が使える分、ノウハウよりもセンスの方が重視されるらしい。

　そんなふたりの足が、三階の通路で、不意に止まった。

　奥まった通路で、何人かの警備員が床に倒れ伏ふしていたのである。

　あわてて駆かけ寄ったアランが脈を取って、気絶していることを確認したところで、恭真が呆ぼう然ぜんと口を開いた。

「今言ってた、警備の人？」

「……ああ。これは」

　言いかけたアランが、警備員を抱だいて、さっと飛び退のく。

　びしっと床に入った斬線を見るまでもなく、犯人は明らかであった。

　廊ろう下かの角に、異い形ぎようの人ひと蜘蛛ぐもが顕けん現げんしていた。

　規格神・アラクネ。

　しかも、二体。

「……へえ、もう潜もぐり込んどったわけか」

　その背後──仮面を着けたふたりの規格神使いに、アランが舌なめずりした。

　カチン、とその手首のあたりで機械音がするや、異変が生じた。

　まさしく、グランドピレーは〈管理軍〉の砦とりでであったか。床ゆかから対応したターレット型の機関銃マシンガンが持ち上がり、火を噴ふいたのだ。

「な……っ！」

　絶句した恭真の耳をつんざき、銃じゆう声せいはけたたましく連続した。

　しかし、そのすべてが創神はおろか、仮面の規格神使いすら傷つけていないことに、アランは気づいていた。目前で弾はじかれる銃じゆう弾だんはグランドピレーの壁へき面めんばかりを傷つけ、ものの数秒ほどで射出を停止させられた。

「……半信半疑やったけど、ほんまに規格神のくせに威霊態フエイズ４なんか？」

　創神使いマギウスでも、威霊態フエイズ４以上と以下は一線を画する。

　つまり、現代兵器への抵てい抗こう力だ。いまの機関銃マシンガンでも明らかなように、強大な創神はその余波によって使い手の周囲へ防護円を張ることを可能とする。

　それゆえ、強大な創神使いマギウスは、創神使いマギウスにしか倒せない。

　かつての『戦争』で世界を恐きよう怖ふせしめた真理。

　仮面の下で、規格神使いたちが笑ったように思えた。

　同時、規格神のアラクネたちの指が揺ゆれ動き、妖よう糸しが襲おそいかかった。

「恭真！」

「は、はい！」

　ふたりともが、それぞれの方向に避よける。

　しかし、妖糸も追った。人にはかなわぬ速度で、ひとりずつの創神が通路を切り刻んでいく。さきほどの機関銃マシンガンも八やつ裂ざきに切断され、硬かたい音を反はん響きようさせた。

「ハヌマーン！」

　恭真の肩かたから、ミニ・ハヌマーンが跳はねる。

　今度は無む闇やみに大きくはしなかった。ただ自分と違い和わ感かんが出ない程度のサイズにして、弾き返す。

「へえ、やるやんか♪」

　アランも振ふり返った。

　こちらは動こうともしなかった。

　まっすぐ向かってくる妖糸を前に、ただ金属製のライターを取り出したのだ。




「青せい龍りゆう・白びやつ虎こ・朱雀すざく・玄げん武ぶ・勾こう陳ちん・帝てい台だい・文ぶん王おう・三さん台たい・玉ぎよく女によ」




　静かに、囁ささやいた。

　それが陰おん陽みよう道どうの九字だなどと、恭真は知らぬ。かちんと鳴ったライターの着火音も、灯ともった炎ほのおの意味も分からなかった。




「疾チツ！　疾！　疾！　急急如によ律りつ令りよう！」




　何も起きなかった。

　少なくとも、恭真にはそう思えた。

　頭上から妖糸がアランを捉とらえ──

（やられ……！）

　その瞬しゆん間かん、妖糸とともに規格神が姿勢を崩くずしたのだ。

「存在規模だけあっても、どうにもならんで」

　代わりに、笑う金きん髪ぱつの若者──アランのすぐそばに、ほう、ほう、といくつもの眼球が浮うかび上がったのである。

　異常を察したか、もうひとりの規格神も動いた。

　先に倍する妖糸が、一いつ斉せいにアランへと殺さつ到とうする。

　そのことごとくが、勝手に金髪の若者を外れていった。

「ああ、気づかんかったやろけどな」

　切り刻まれていく通路の中を悠ゆう然ぜんと歩みながら、アランがゆるりとライターを動かした。

「とうに、あんたらは視みられてるんや」

　炎が、弧こを描えがいた。

　幾いく多たの眼球に取り囲まれる中、その炎がとりわけ巨きよ大だいな眼球を顕現させたのである。

「わいの創神形質・千眼迷宮──存分に見てもらおか」

　規格神使いたちも、咄とつ嗟さに退こうとした。

　だが、すでに捕とらわれていた。アランが陣じん取どったのは、一度に全員を視界に収められ、ある程度の時間も稼かせげる──そういう位置だった。

　幾多の眼球に睨にらまれ、たちまち規格神の使い手たちが呻うめいて倒れていく。

　使い手だけでなく、嫌いやな臭においが発していることに、恭真は気づいた。

　腐ふ敗はい。

　アランの創神──太たい歳さいの邪視イーヴルアイに睨まれた者は、たちまちその身体からだを朽くちさせるのだ。

　いや、無機物も例外ではない。

　さきほどアラクネが体勢を崩したのは、あらかじめ顕現させていた眼球によって、足あし下もとの床が腐敗させられていたためだろう。

（す、ごい……）

　恭真が、息をのむ。

　まともに創神形質を目もく撃げきしたのは何度目かであったが、アランのそれは格別の冴さえがあった。現げん役えきの創神使いマギウスであるためなのか、相手の隙すきにするりと滑すべり込ませるような使い方をする。

　蒼士郎やひいろとはまた違ちがう、創神使いマギウスの在り方。

　そんなアランが、倒たおれた仮面の襲しゆう撃げき者たちへと近づきながら、首を傾かしげる。

「妙みように連れん携けいのとれた動きしとったけど──いやそういうよりも、なんやすり込まれてるみたいな動きやったな」

　前に恭真が戦った際、倒れていたはずの規格神が道連れのように妖糸を放ったことを警けい戒かいしてか、あくまで用心深くアランが襲撃者たちを確認しようとする。

　念のため太たい歳さいの複数の瞳ひとみで見つめたまま、しかし金髪の若者もまた動きを止めたのだ。

「……違ちやう」

「アランさん？」

　恭真が眉まゆをひそめた。

　目を見開いた金髪の若者は、ひどく切実な表情をしていた。

「こいつらは、ただの中継点や……！」




　　　　＊




　景色は、遠かった。

　これは距きよ離りの問題だ。遠ざかった感覚は、人の精神こころの中にまったく違うものをつくりあげる。玩具おもちやにしか見えない人々の景色は、グランドピレーから〈特区〉を見下ろしていた〈管理軍〉の幹部たちの内側に、何をつくりあげていただろう。

　そして今、グランドピレーを見上げる蛟みずちには。

「…………」

　若者は、ただ静かだった。

　建設中のタワーマンションである。

　中央部でも数少ない、〈管理軍〉の息がかかってない企き業ぎようの建設だ。

〈管理軍〉は全力で自分を捜さがしているだろうが、建設中だけあってこの建物にはいまだセキュリティが導入されてない。いかな〈第十三特区〉を把は握あくする〈管理軍〉とて、残り時間ではまずここまで辿たどりつけまい。それゆえか、帽ぼう子しの下の若者の表情は、決死の一手を打ち終えたチェスプレイヤーのごとき疲つかれを湛たたえていた。

　まだ部屋割りがされていないぶちぬきのフロアで、もうひとりの影かげが動いた。

「これハこれハ」

　と、老神父が会え釈しやくしたのだ。

　独特なアクセントで、皺しわだらけの喉のどが鳴った。

「向こうもこちらの思おも惑わくに気づいたようですが、なんとカ思い通りニなりましたナ」

「そうですね。マラカイ・マクマラン。……たった今、ひとつ中ちゆう継けい点てんが潰つぶされたようですが、これなら障害にもなりますまい」

「ハハハ」

　愉ゆ快かいそうに、闇やみ商人は笑う。

　それから、周囲を見回して、こう尋たずねた。

「……ところで、ミス阿あ頼ら耶やは？」

「……彼女は」

　言いかけたところで、蛟みずちが細い眉をひそめる。




「やっぱり、阿あ頼ら耶やのことは話してなかったな」




　第三の声に、振り返ったのだ。

　その顔が、ひどく複雑な表情に歪ゆがんだ。

　ずっと追い求めていた相手にやっと出会えたような──本当はずっと出会いたくなかったかのような、そんな表情だった。

「どうして、ここが分かりました？」

　と、彼は問うた。

「大した理由じゃないさ」

　微び苦く笑しようして、蒼士郎がリモコン状の計器を取り出す。

　ゆっくりとホールを見回し、

「そっちの、マラカイだ」

　と計器を向けると、ピーピーとけたたましく計器が鳴った。

「工場で遭あったとき、逃にげられはしたが、砂の一部をこびりつかせておいた。──ただし、創神形質に混じって、放射性物質の混じったヤツをな」
















　ポケットの内側から、密閉された容器を取り出した。

「ナ……っ！」

　マラカイが自分の服を叩たたく。

　もちろん、そんなことで砂すな粒つぶが落ちたりはしなかった。

　蒼士郎の使った砂の量はごくわずかなものだ。それでも、検知器で追うぐらいはたやすかった。昔はたまに使った手で、中身の砂はもちろん黒蓮華嬢ロータス・ブライドに用意してもらったものだ。

　ふん、と青年が鼻を鳴らす。

「組む相手はもう少し考えろ。三流と組めば、いくらうまくやったところで、三流の手て際ぎわにしかならないって教えただろが」

「……確かに」

　と、蛟みずちも認めた。

「とはいえ、思ったよりも小こ技わざでした。昔なら、そんなことをせずとも、単に創神を維い持じしてるだけでよかったはずですよ。そうしたら、俺への奇き襲しゆうにも使えたはずです」

「俺の歳としを知ってるだろ」

「ええ。ですから、神話態フエイズ６に辿りついたのではと期待したのですが」

　小さく、蛟みずちがため息をついた。

　仕草も物音もわずかだったのに、終えた若者は突とつ然ぜん歳をとったように見えた。

「やはり、夢物語でしたか」

「夢物語だよ。いささかの裏技はあるけどさ」

　と、蒼士郎も念押しした。

　油断なくマラカイにも目を配り、スーツから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「……俺を捜していたのは、理論上にしかない神話態フエイズ６なんかじゃなくて、阿あ頼ら耶やを押しつけるためだったな」

「おっと」

　ちょっとした悪戯いたずらが見つかったように、蛟みずちの片眉があがった。

「どうして、そんな風に？」

「お前は、自分のために阿頼耶を〈解放者リベレーター〉から誘ゆう拐かいしたんじゃない」

　苦しげに、蒼士郎は吐はき出した。

　かつての自らの生徒へ、暴走の核かくとなった動機をつきつける。

　つまり──




　　　　＊




　慄りつ然ぜんと立ちすくんでいたアランが、突然の振しん動どう音に瞬まばたきした。

　その音は、恭真のポケットから発していたのだった。

「携けい帯たい？」

「──っ、師し匠しようからです」

　何度電話をしても出なかった蒼士郎が、向こうから電話をかけてきたのだ。

　通話ボタンを押すと、こんな声が聞こえた。

『……俺を捜していたのは、理論上にしかない神話態フエイズ６なんかじゃなくて、阿あ頼ら耶やを押しつけるためだったな』

「え？」

「どないしたんや」

「これ、師匠の話が──」

　会話が聞こえる。

　おそらくは蛟みずちと蒼士郎のそれだろう会話。

「あのセンセ、何しとるんや！」

　慌あわただしく、恭真が向こうからの話をスピーカーモードに切り替かえる。

　すると、アランにも届く音量で、蒼士郎の声が届いたのである。

『お前は、自分のために阿頼耶を〈解放者リベレーター〉から誘拐したんじゃない』

　思いもかけぬ言葉が、耳をついた。

　ふたりが目を見張る間もなく、その声はこう続いたのだ。




『自分の妹を、〈解放者〉から助けただけだ』





４






　はたして。

「……はは」

　状じよう況きようと裏腹に、蛟みずちの笑い声はどこか明るかった。

　虚うつろな状態は、明るさと似るのかもしれない。何もないがらんどうは、光を錯さつ覚かくさせるのかもしれない。

「そこまでバレてますか教官」

　ゆるく、若者がかぶりを振ふった。

「一応付け加えておきますと、阿あ頼ら耶やは俺の妹だなんて知りませんよ。当たり前ですが、阿頼耶というのは〈解放者リベレーター〉に付けられた偽ぎ名めいですし、そもそも自分に名字があることも知らないはずです。〈解放者リベレーター〉が攫さらった後、覚かく者じやとして都合がよいよう、長いこと洗脳してましたからね」

「…………」

　そこに蒼士郎が至ったのは、始まりがいつだったかと、気づいたからだ。

　てっきり、あの『戦争』が終わったことから、蛟みずちが暴走を始めたのだろうと、そんな風に蒼士郎は考えていた。

　だけど、それが間ま違ちがっていたとしたら？

　もっと早くから──自分と蛟みずちが出会ったときには、始まっていたのだとしたら？

「家族を、交通事故で失ったという話を、教官にはしたことがありましたよね」

　蛟みずちが、照れくさそうに言う。

　そう。

　蒼士郎が思い出したのは、それだった。

　極限状況で、創神に目覚めるのはさして珍めずらしくないから、記き憶おくの底に仕し舞まわれていた。しかし、ひょっとしたらと確かく認にんした蛟みずちの過去の写真には──髪かみや肌はだの色こそ大きく変じていたが──確かに、阿頼耶の面おも影かげを残した少女が微び笑しようしていたのだ。

「そもそも、俺が出会った事故が、〈解放者リベレーター〉過激派の仕し込こみだったって、後になってから知ったんです。覚かく者じやとしての素質があった妹を誘拐するために、事故を偽ぎ装そうしたんだって。……ああ、俺の方にも創神の素質があったなんて、あいつらは知らなかったみたいですね」

　それが、鷹たか羽ば蛟みずちという少年が、創神の世界に踏ふみいったハジマリ。

　平へい凡ぼんだった少年が、平凡でいられなくなったきっかけ。

　肩かたをすくめて、蛟みずちがふと視線を移す。

「そこのマラカイも、当時は協力してたようですが」

「……っ、あナたハ……！」

　身構えたマラカイが、見えない糸に縛しばられたように硬こう直ちよくした。

　創神を顕けん現げんさせずとも創神形質を使えるほどに、蛟みずちは自らの力に熟達していた。

「動かないでいてください。あなたにはずいぶん協力してもらいましたから、殺そうとは思ってません。ええ、あなたにしてみれば〈管理軍〉だろうが〈解放者リベレーター〉だろうが単なる取引先でしょうし、拉ら致ちを手伝った相手の情報なんていちいち思い出しもしなかったでしょうが」

「……お前は、いちいち気を遣つかいすぎだ」

　と、蒼士郎は指し摘てきした。

「前のビル破は壊かいだってそうだろう。結局周辺に死傷者は出てなかった。テロリストのくせに、被ひ害がい者しやを減らそうとか考えるな」

「阿あ頼ら耶やを助けるときは、殺さざるを得なかったですから」

　蛟みずちが苦笑する。

　もともと阿頼耶を誘拐した際、蛟みずちが〈解放者リベレーター〉の支部をひとつ壊かい滅めつさせたという話を、蒼士郎は聞いていた。

「〈解放者リベレーター〉のアジトか」

「だいたいの仲間は『戦争』で死んでましたからね。それでも数十人ばかりは殺したと思いますよ。教官もいなくて、威霊態フエイズ４以上の連中は一いつ掃そうされた直後でしたから、支部ひとつぶっつぶすのも思ったよりずっと簡単でした」

「…………」

　低い声で語る蛟みずちを前に、青年はため息をついた。

　打ちっ放しのコンクリートで、少し身体からだが冷えたように思えた。すっかり夏だというのに、この夜はひどく風がこたえた。

　目を閉じれば、その風は胸の内を吹ふいているのであった。

「このテロの後、捕つかまるつもりだったな」

　静かに、蒼士郎は口にした。

「そうすれば、残ざん忍にんなテロリストに捕まった哀あわれな被害者として、阿頼耶を〈管理軍〉に引き渡わたせる。ああ、これだけ大げさな事態を引き起こせば、自然と〈ギルド〉や周囲機関からの視線も集まる。結果として、〈管理軍〉も阿頼耶を妙みような実験台にはできなくなると踏んだんだろう。単に〈管理軍〉に投降しただけじゃ、どんなことになるか知れたものじゃないからな」

　実際に、そうした例を蒼士郎は知っている。

　四王の子。

　かつての〈剣けん帝てい〉からつくりだされた、人工の創神使いマギウス。

「お見通しですね」

　と、蛟みずちは笑った。

　今度は、ひどく無む邪じや気きな笑え顔がおであった。

　昔はよくそんな表情を見せていたことを、蒼士郎は思い出した。〈解放者リベレーター〉で訓練を始めて、最初の同どう僚りようが実戦で死ぬまでのごく短い間であった。

「じきに、俺も十七歳に至ります。そうすれば創神も喪うしない、阿あ頼ら耶やを守る力もなくなる。それまでに、この逃とう走そうを終わらせるしかなかった」

「旅の終わり、か」

　エンディング。

　阿頼耶という少女を連れて、世界を旅してきた時間の終わり。

　やりきれず、蒼士郎がかぶりを振った。

「だったら、もういいだろう」

「駄だ目めですよ。この程度じゃ〈管理軍〉の監かん視し態勢なんて生まれません。勝者となった〈管理軍〉は少々のことじゃ揺ゆるぎもしない。だから、彼らのシンボルを打ち倒たおしてしまうぐらいはしないと」

「蛟みずち」

「もう、遅おそいです」

　飾り杖ケインを身体の中心に引き寄せる。

「手品師が種をバラすときには、もうショーは終わっている」

　若者のすぐそばに、異い形ぎようの創神が顕現する。

　アラクネ。

　しかし、以前恭真とひいろが遭そう遇ぐうしたときよりも、遥はるかにその存在規模は増大していた。

　亜神態フエイズ５──かつての『戦争』で四王のみ到とう達たつ記録の残されている領域に。

「補助結けつ晶しようで、無理矢理引き出したか」

　もちろん、それだけでかなうものではない。

　おそらく、かなり以前から補助結晶の組み合わせを構築していたはずだ。それでも何度となく失敗し、反動で血ち反吐へどを撒まき散らしたことだろう。創神が精神力そのものである以上、無理な補助は精神そのものを傷つける。

　似た実験を、かつての〈解放者リベレーター〉で蒼士郎も見てきたが、存在規模を引き上げるほどのそれは、ついぞ現れなかったのだ。

　あの『戦争』から彼が生きてきた時間を、それだけで嫌いやというほど思い知った。

　対する蛟みずちは、帽ぼう子しのつばを押さえ、薄うすく笑ったきりであった。

「なにしろ、あと数ヶ月ともたない力です。せいぜい派手に使うしかないでしょう」





　──まるで。

　　　消え行く蠟燭いのちが、最後に大きく燃え上がるように。






　幾いく多たの補助結晶に彩いろどられ、アラクネの妖よう糸しが噴ふん出しゆつする。

　タワーマンションの壁かべが、一いつ瞬しゆんで断だん裂れつした。




　　　　＊




　──その夜。




〈第十三特区〉の中央部、グランドピレーのすぐそばでは、奇き妙みような風が吹いた。

　ある種の霊れい感かんを持つものだけが認識できる、煌きらめきを帯びた風。その煌めきに絡からまれると、あらゆる存在がふつりと切断され、無む惨ざんな断面を晒さらすのであった。

　たとえば、電柱。

　たとえば、高こう架か。

　たとえば、看板。

　たとえば、窓ガラス。

　たとえば、アスファルト。

　たとえば、ガードレール。

　例外はなかった。

　奇き跡せき的に──数時間前〈管理軍〉が発表した区画隔かく離りによって、周囲に人はいなかったが、そこに存在した物体は等しく切断されていった。ただ風が吹き抜ぬけていくというそれだけで、なにもかもが虚むなしく本体のカタチを失い、砕くだけていく。

　煌めきの正体は、無数の糸であった。

　膨ぼう大だいな補助結晶によって増幅ブーストされた妖糸が、行くところすべてを切り刻む現象と化したのである。ひょっとすると、それは古き人々が想像した地じ獄ごくに似ていたかもしれない。亜神態フエイズ５──『神』に準じるとされるその力がどれだけのことを為なせるのか、〈管理軍〉の兵士たちも思い出したであろうか。

　本来なら、アラクネの創神形質はそこまで範はん囲いが広いものではない。

　しかし、今回は、すでにグランドピレーの近くに、アラクネの規格神使いたちが待機していた。

　彼らが顕現させた規格神は、創神形質を延長するための中継点バイパスとして膨大な量の糸をまき散らし、その威い力りよくを減じさせることなく、グランドピレーへと襲おそいかかったのである。

　あたかも糸の雪崩なだれのごとく、グランドピレー基部へと妖糸が押し寄せて──




　　　　＊




「──いいや」

　と、青年がかぶりを振ふったのだ。

　自らの弟で子しの、命を懸かけた行こう為いが無に帰することを悲しむように。

「お前のそれは、もう終わっている」

「なんですって」

　言い返さずにいられなかったのは、かつての師の言葉に偽いつわりがないことを、悟さとってしまったからだろう。

　たとえ、どれほど不利な状じよう況きようでも、噓うそをつかない師であった。

「見ろ」

　と、窓の外を蒼士郎は指さした。

「あれが、俺の切り札だよ」

　煌めく風とは別に、グランドピレーの基部から、何かが塔とう全体を覆おおいつつあった。




　　　　＊




　それは、異い貌ぼうの女め神がみであった。

　それは、漆黒の女神カーリーであった。

　妖糸がグランドピレーに取りつかんとしたとき、勇ゆう壮そうたる女神が塔の前に顕けん現げんし、その周囲を狭さ霧ぎりでつつんだのだ。その霧とともに、水すい晶しようのごとき砦とりでがそびえたち、巨きよ大だいな塔のすべてを包んでいく。

　カーリーの創神形質・七しち貌ぼう七しち剣けん。

　権能のひとつ──月げつ葬そう氷ひよう花か。

　権能のひとつ──霧む葬そう幻げん花か。

　その融ゆう合ごう。

「アラクネの妖糸？　ああ、それで断たち切れないぐらい丈じよう夫ぶならいいのよね？　せっかく夜だし、市民向けの視覚欺ぎ瞞まんぐらいは期待するわよ」

　不敵に、ひいろが笑う。

　けして、それは守られる少女のものではない。

　人々を守る──何度となく守ってきた、真正たる英えい雄ゆうの笑み。

　妖糸にすら裂さけないほどの強固な氷の砦で、グランドピレーをすべて覆い尽つくしたとは。

　異常に気づいた〈管理軍〉の人間たちも、かの建物から駆かけ出てその砦を見上げた。彼らもまた創神使いマギウスなればこそ、怒ど濤とうのごとく襲いかかってきた妖糸と、その妖糸のすべてを拒きよ絶ぜつした氷ひよう砦さいの凄すさまじさを知った。

　天変地異にも匹ひつ敵てきする、まさしく『神』の所業を。

「この場は、〈剣帝〉があずかる！」

　堂々と、少女が宣言した。

　阿あ頼ら耶やをそばにおいたまま、守護神として彼女は高らかに叫さけんでいた。





５






「──は」

　と、蛟みずちが息をこぼした。

　一歩、二歩とたたらを踏ふみ、弱々しくかぶりを振った。

「ははは、これはすごい。まさか、ここまで〈剣帝〉が滅め茶ちや苦く茶ちやだとは──」

　蛟みずちの言葉もむべなるかな。

　いかに同じ創神使いマギウスとても──一時的に同じ亜神態フエイズ５まで上りつめたとはいっても、こんな光景が想像できるはずがない。常識などというものを軽々と蹴けり飛ばし、かの少女は創神使いマギウスの頂点にある。先月の事件で、四王の子も巧たくみに氷の創神形質を使いこなしたが、到とう底ていここまでのものではなかった。

　かつての『戦争』から、さらに高みへと羽ばたく新世代ニユーエイジ。

「英雄だよ」

　と、蒼士郎が囁ささやく。

　いずれ置いて行かれる者の悲ひ哀あいとともに。

　自分など振り返らず、かなう限りの彼方かなたまで飛んでいけという願いを込こめて。

「あなたと同じ」

　と、蛟みずちが口にした。

　かつての憧しよう憬けいと想おもいを込めて。

　ほんの一瞬、ふたりともかつてのごとく相対した。教官と生徒。あるいは同じ障害を取り除くべく、創神使いマギウスの自由を勝ち取るべく戦った仲間として。

「投降しろ蛟みずち。ここがお前の終着点だ。阿頼耶は俺がなんとかする」

「いいえ」

　と、蛟みずちが飾り杖ケインを持ち上げたのだ。

「〈剣けん帝てい〉を……殺せばいい。それからもう一度グランドピレーを打ち崩くずせばいい」

「できると思うのか」

「難しいでしょうね。だから、一度だけお願いしてみます」

　帽子を取って、蛟みずちが頭を下げたのだ。

「俺の側に……ついてくれませんか破城教官。せめて、俺のやることを黙だまって見ていてくれませんか」

　ざらり、と喉のどの奥がひりつくのを蒼士郎は感じた。




　──『教官！　俺も一いつ緒しよに……！　一緒に……！』




　最後の戦場についていけなかった彼の声。

　記き憶おくの残ざん滓しから蘇よみがえった響ひびきに、顔をしかめた。胸の奥にごろりと石がつっかえたような気分だった。

「……駄だ目めだ」

　と、青年は言い切る。

「俺は、〈剣帝〉を──ひいろを守る」

「残念です」

　笑って、蛟みずちが飾り杖ケインを持ち上げた。

　青年は見た。その飾り杖ケインにいくつも増えた──補助結けつ晶しようの輝かがやきを！

「ええ、本当に、〈剣帝〉とも戦うつもりで準備していたんですから──！」

　突とつ然ぜん、蜘蛛くもの巣すに誘さそい込まれたごとき感覚に、蒼士郎は息を止めた。

　それは、錯さつ覚かくではなかった。

　感知しきれないほどの無数の糸が部屋中に張り巡めぐらされ、しかも、まるで一個の生物のように動き続けているのであった。

「創神形質・妖よう糸し巣そう窟くつの応用です。一本にでもひっかかれば、すべての糸が一いつ斉せいに襲いかかります。ですが、教官がそこから動かなければ、朝には消しよう滅めつしますよ。最後まで気き遣づかってくださって、ありがとうございました」

　顕現させたアラクネとともに、蛟みずちが踵きびすを返す。

　猛もう烈れつな勢いで、すぐさま振り返った。

「教官！」

「──入力。拘こう束そく解除用コードc9ra02isora」

　懐かい中ちゆう時計を取り出し、ためらわず蒼士郎は叫んだ。

「拘束解除！」

　創神レフティが、妖糸の結界のすぐ外に顕現する。

　だが、それに反応して、妖糸の巣はたちまち蒼士郎に向かって暴れ狂くるった。

　なのに、

「……だから、甘すぎると言ってるんだ」

　平然と、蒼士郎が踏み出したのだ。

　その腕うでに妖糸が絡からみつき、斬きり飛ばす。

　なのに、その腕は蒼士郎から離はなれないのであった。

「な……っ」

「そこのマラカイじゃ調べがつかなかったか？　一度あの『戦争』で死んだからな。俺の身体からだの七割ぐらいは、創神形質の砂なんだよ」

　蒼士郎の腕も足も、幾いく度どとなく斬り飛ばされている。

　ただ、瞬しゆん時じに黒砂によって再構築しているのだ。蒼士郎の身体で、創神形質に置き換かわっているのは七割──その範囲は両手両足は無論のこと、内臓の半分にも及およんでいる。

　ただし。

　痛みが、消えるわけではない。

　蒼士郎の腕として使うためには、疑ぎ似じ的な神経も構築せねばならない。日常生活を営むため、自動的にそうなるよう、蒼士郎の脳にはプログラミングされている。

　地じ獄ごくの苦痛の中で、一歩ずつ蒼士郎は進んでいった。

「レフティ！」

　青年の呼び声とともに、創神が凄せい絶ぜつな叫びをあげた。

　たちまち黒砂の針が生まれ、蛟みずちへと挑いどんだ。

「────っ！」

　半ば無意識で、蛟みずちが床ゆかを蹴る。

　鉄骨コンクリートがボロ屑くずのように穴だらけになる中、窓ガラスを切り裂き、夜空へ身を躍おどらせた。ぐうん、とその五体が弧こを描えがく。振り子のごとき空中機動は、若者を乗せたアラクネによるものだった。

　蒼士郎も追った。

　レフティが空中に黒砂の道をつくりあげ、その上を駆けていく。

　ビルとビルの間を逃にげる蛟みずちの身体が、しかし月光を浴びながら、ぐるりと百八十度旋せん回かいした。メビウスの環わを思わせる美しい楕だ円えんは、そのまま死の糸を撒まき散らす。

「おお！」

　蒼士郎の叫びに、レフティが砂の壁かべをつくりあげた。

　しかし、今度の砂さ壁へきは妖よう糸しをとめきれず──赤い色が闇やみに飛沫しぶいた。

　自動操作でなく、蛟みずちの殺意が操あやつる糸は、蒼士郎の生身の部分を切り裂いたのだ。かろうじて致ち命めい傷しようを避さけたものの、少なからぬダメージは青年にはっきりと現状を意識させた。

　空中戦は不利だと。

　上下左右、自在に弧を描いて飛び回る蛟みずちとアラクネに対して、蒼士郎はつくりあげた道を走るのみ。機動性においては比ぶるべくもない。しかも、存在規模においても、拘束されたレフティをアラクネは上回るのだ。迂う闊かつに防ぼう御ぎよに回れば、たやすくなぶり殺されるのは目に見えていた。

（だったら──）

　妖糸を避けて、砂の刃やいばをつくりだす。

　あたかもブーメランのごとき砂さ刃じんが、蛟みずちへと殺さつ到とうし、そのすべてをまたアラクネの糸が弾はじき落とした。

　しかし、弾き落とされた一いつ瞬しゆんで、自らの左目の近くへ蒼士郎が触ふれたのだ。

　その眼球の色が、変化する。

　砂と、化していく。

　すなわちそれは、破城蒼士郎にとって最大の術式。

「我が神に我が瞳ひとみを捧ささげる。我が神に我が臓器を捧げる。我が神に我が世界を捧げ、もって汝なんじの神性を取り戻もどさん」

　その呪句に、拘束されたレフティが震ふるえた。




「阿修羅！」




　もとの手とは別に、四本の腕が包帯の下から生えた。

　顔の両りよう脇わきに、もうふたつの顔が露あらわとなる。

　三さん面めん六ろつ臂ぴ。

　非天とも称しようされ、六りく道どうのひとつを統すべる闘とう神しん。

　拘束が解けただけで、その存在規模が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがる。威霊態フエイズ４の中級から、亜神態フエイズ５の中級へと。びりびりと空気を震わせる神性が、ほとんど炎ほのおのごとく闇やみ夜よを拉ひしいだ。

「教官──！」

　振ふるわれたアラクネの妖糸に、阿修羅はただ鬱うつ陶とうしげに手を払はらった。

　それだけで、糸のことごとくが蒸発した。

「絶対防御・光こう骸がい柩きゆう」

　これこそは、本来の阿修羅の創神形質。いかなる創神もその能力も対つい消滅させる、蒼士郎の辿たどり着いた領域。けして無敵でも最強でもない、それでも蒼士郎が自らに宿したたったひとつの『絶対』であった。

　しかし、蛟みずちの動きに動どう揺ようはなかった。

　ぐるんと再び弧を描えがき、青年から逃げなんとする。

（そうだ、お前は俺の光こう骸がい狂きよう骨こつだって知っている）

　かつて、背中を預けた相手だから。

　同じ〈解放者リベレーター〉ですらほとんどのものは知らぬその創神形質をさえ、鷹たか羽ば蛟みずちは知ち悉しつしている。また、わざわざレフティを拘束していた以上、こんな解放状態が長続きしないことだって推測できるだろう。

　少しでも時じ間かん稼かせぎをされれば、それだけで青年は破は滅めつする。

　つまるところ、蛟みずちは正しく蒼士郎を評価していた。妖糸の罠わなで蒼士郎を釘くぎ付づけにできないと知った瞬しゆん間かん、空中へ戦場を移したのは、もしかして阿修羅が全ぜん盛せい期きの力を発揮したらという備えの意味も含ふくんでいた。

　だったら。

「……阿修羅」

　主あるじの命に、思い切り阿修羅が咆ほう哮こうする。

　本来、創神に形はない。

　むしろ、形がないものを現出させるためにこそ、神という鋳い型がたが必要だった。

　ならば、創神形質に則のつとりつつ、自らの形を正しくイメージしなおせれば──

「光骸狂骨の応用──」

　実際に使うのは初めてだ。

　おそらく、使えばまともに動けなくなるだろう。光骸柩や光骸狂骨だって一分ともたないのに、この『力』は蒼士郎の芯しんまでも搾しぼり取る。

　それでも、今は必要だった。

　自らの弟で子しを追うためには、それしかなかった。

　吼ほえ猛たける阿修羅が、その淡あわく光る腕が変質していく。

　それだけで、精神が粉々になりそうに思えた。本来十八歳の蒼士郎が創神を使うこと自体が、常じよう軌きを逸いつしているのだ。かの時代ですら使わなかった力を構築するなど、無む謀ぼうを通り越こして愚ぐ行こうそのもの。

（──ああ、知っているさ）

　前の事件だって、思い知らされた。

　とっくに、自分はこの場にあがっていい人間じゃない。

　そんな年ねん齢れいは通り過ぎた。そんな時代は終わってしまった。老いた道どう化けの曲芸に付き合ってくれる物好きな観客なんていない。

　だとしても、胸を張りたいのだ。

　無様に転げたのだとしても、償つぐないようがないほどの失敗をしたのだとしても、それでも生きていくのだから、かなう限りの、精せい一いつ杯ぱいを。




「創神形質・光こう骸がい螺ら閃せん」




　阿修羅の腕が溶とけた。

　一条の光そのものとなって、ねじくれた閃せん光こうは逃げ行く蛟みずちを追ったのだ。

　アラクネの下半身で、じゅっと何本かの脚あしが持って行かれる。妖糸も残らず溶けて、近くのビルの屋上の縁へりに墜つい落らくする。

　蒼士郎もまた、ぐらりと体勢を崩くずした。

　たとえ創神形質をつくりかえたとて、結局のところ阿修羅のそれは対消滅だ。

　敵の創神を消しよう滅めつさせれば、同じだけの霊れい的てき質量を持って行かれる。

「……っ……あ」

　かろうじて、砂の道をつくりあげた。

　蛟みずちが墜落したのと同じビルの屋上に着いたところで、がくりと膝ひざをつく。

　創神の姿も搔かき消えて、もはや一歩も歩けそうになかった。

　しばらく、風も絶えていた。

　月と星の下、ゆっくりと片方が立ち上がった。

「教官……」

　蛟みずちであった。

　その横合いで、傷ついたアラクネがこちらを見下ろしても、蒼士郎は身じろぎもしなかった。今の一瞬で、あらゆる力を使い切っていた。これ以上指一本でも動かそうとすれば、身体の七割を占しめた黒砂さえも崩れ去ってしまいそうだった。

　かろうじて、残った片目だけを向けた。

　アラクネが、すうと妖糸を紡つむぐ。

　今度の一条がとりわけ鋭するどく見えたのは、かつての教官に苦痛を与あたえまいとする、せめてもの弟子の思いやりか。

　しかし、その糸を振り下ろさんとした刹せつ那な、突とつ然ぜん、蛟みずちが硬こう直ちよくしたのだ。

「蛟みずち──?!」

「……ああ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺の方も、副作用がきたみたいです」

　蛟みずちが微び苦く笑しようする。

　副作用。

　もともと、アラクネの存在規模はここまでのものではない。今の蒼士郎よりは上でも、グランドピレーを切り倒たおせるような、亜神態フエイズ５ではありえない。

　それを可能にしたのは、おびただしいまでの補助結けつ晶しようがあったから。

　そして、そこまでの増幅ブーストがまともに維い持じできるはずもない。

「……教官」

　ぐらり、と蛟みずちの身体からだが揺ゆれる。

　アラクネの姿が搔き消えた。

　蒼士郎と同じく自分もまた舞ぶ台たいを降りたのだと、語りかけるように。

「……いつも、あなたは正しかった。守るべき相手を間ま違ちがえなかった。そうですよ。いくら強くたって、たかが知れてる。誰だれをも助けられるわけじゃない」

　蛟みずちは言った。

　その唇くちびるが、ほころんでいた。

「……だから、今回も、あなたが正しい。ありがとうございます」

「蛟みずち──！」

　傾かたむく。

　傾く。

　傾く。

　蛟みずちの身体が、ビルの屋上から地表へと──
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　その通信を、地表のアランと恭真も聞いていた。

　蒼士郎からの通話はつながったままで、ふたりはおおよその状じよう況きようを知っていた。

　創神と共有された感覚は、常人の視覚よりも遥はるかに遠くを見定め、ビルの屋上で今にも傾かんとする蛟みずちの身体までも認にん識しきしていた。

（……駄だ目めだ！）

　強く、恭真が思う。

　こんな終わり方は、許せなかった。

　蛟みずちが阿あ頼ら耶やの兄だとか、阿頼耶を庇かばうために誘ゆう拐かいしていたのだとか、彼女の身み柄がらを最後まで守り抜ぬくためにこのテロを起こしたのだとか、細かい事情は到とう底てい少年が吞のみ込めるようなものではなかったが、だからといって黙だまっていられるはずがなかった。

　走り出す。

　だが、間に合うはずなどない。

　たとえハヌマーンの駿しゆん足そくでも、今から蛟みずちを助けられるわけもない。

　胸が痛んだ。ただ彼らに負けたときよりもずっと深く、ずっと狂くるおしく、内側で渦うず巻まいていた。

　こつ、こつ、と卵の殻からの内側から叩たたかれるような搔そう痒よう感。

　マラカイが従えた規格神使いと戦ったとき、最後に感じた何か。

（……守りたいのか）

　その何かが、問いかけたのだ。

　自分の奥底から訴うつたえかけてくる雄ゆう大だいな──しかし、こちらの精神を軋きしませるほどに壮そう絶ぜつな何かが、恭真へ尋たずねたのである。

　そんな何かの名前を、どう喩たとえたらいいだろう。




　──『止し観かんだよ』




　師し匠しようが最初にくれた言葉が浮うかんだ。

　止とは、つまるところ自分のあるがままをさらけだすこと。凪ないだ湖面のようであってこそ、本来の自己が映し出される。

　そして、観みるとは、そうやってさらけだした自分自身を正しく観測すること。

　自分を。

　自分の中の、神様を。

　ただの偶ぐう然ぜんではなく、呼び起こされただけのものじゃなく、もっと奥底から自分自身のあるべき姿を、自分自身のありたい姿を摑つかみ取る。

「恭真はん?!」

　隣となりのアランの声も遠く、極限まで、恭真は集中する。

　けして特別ならざる、その名前は──

「──ハヌマーン！」

　叫さけんでいた。

　途と端たん、少年の肩かたに乗っていた小こ猿ざるの創神はたちまち巨きよ大だい化した。

　その背に乗りながら、恭真は祈いのった。

（速く──！）

　精神こころの内に、いくつものイメージが去来した。

　それは風であり、駆かけ抜ける颶ぐ風ふうであり、憤ふん怒ぬのごとき竜たつ巻まきであった。

　蒼士郎と初めて出会ったとき、暴走していたハヌマーンが見せた創神形質のことなど、少年はまるで考えなかった。つまり、同じ創神使いマギウスの目にも留まらぬほどの高速機動を。

（速く──！）

　ただ、ひたすらに念ずる。

　何もかもが、停止したように思えた。

　時の流れが止まったかのような──極限まで遅ち滞たいした世界の中を、ハヌマーンが走り出した。

（もっと、速く──！）

　跳とんだ。

　ビルとビルの間をジグザグに、跳はね跳とぶ。

（もっと！　速く──！）

　ヒトガタの稲いな妻ずまのごとく、少年とその創神とが夜よ闇やみを駆け抜けた。
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　突然、その場に浮き出したようにしか見えなかった。

　巨大な猿えん神じんと、その背に乗った少年。

　ハヌマーン。

　そして、初は瀬ぜ恭きよう真ま。

　落下しかけた蛟みずちの手を、創神のそれが握にぎりしめていたのだ。

「お、前……」

　と、蛟みずちが喘あえいだ。

　信じられないものを見たように、若者はただ瞬まばたきしていた。

（……ああ）

　やっと、蒼士郎も理解した。

　もちろん、蛟みずちとの会話を恭真に聞かせたことには、さほどの意図はなかった。ただ、当事者のひとりとして、彼と阿あ頼ら耶やにいかなる因いん縁ねんがあったのか聞かせておきたいと思っただけだ。

　だけど、たったそれだけのことが、少年の芯しんに響ひびいた。

　恭真のハヌマーンは、叙事詩『ラーマーヤナ』において、いくどもラーマ王子を助けてきた神格だ。つまるところ、その在り方は守護。いいや、ハヌマーンがというよりも、恭真自身が秘ひめた本質かみさま。

「さしずめ、創神形質・神しん速そく颶ぐ風ふうとでもいうか」

　膝に、力を込こめる。

　まだ、立つのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　それでも、よろけながら、ほんの一歩ずつ近づいていく。

「師匠」

「教官……っ」

　癖くせっ毛の少年とインバネスの若者が、それぞれに視線を向ける。

「お前の言うとおりだ。俺なんか、たかが知れてる。いくら強くなったところで、誰も助けられるわけじゃない」

　重く、蒼士郎は口にした。

　かつての『戦争』で嫌いやというほど思い知った真実。今とは比ひ較かくできないほどの『力』を持ちながら、ひっくりかえせなかった摂せつ理り。

「だけど、今日は違ちがった」

「今日は？」

　訊きき返した蛟みずちに、

「いま、このときだけは違っただろう」

　泣き出しそうな顔で、蒼士郎も手を伸のばした。

　恭真は、戦って勝ったわけじゃない。

　目覚めて一週間足らずの少年が、創神の戦いによって遥か格上を打ち破るなんて、荒こう唐とう無む稽けいな奇き蹟せきが起きたわけではない。

　だけど、だからこそ、蒼士郎は愉ゆ快かいだった。

　戦い以外の方法で、恭真が自分にはできなかったことを為なしてくれたのが、まるで夢のように痛快だった。

　ハヌマーンとともに、蛟みずちの手を握りしめて、引っ張り上げる。

　その確かな感かん触しよくに笑えみをこぼし、続いて蒼士郎は恭真の肩を抱だいた。

「師匠？」

「こいつが──いや」




「お前らが、俺の答えだよ」




　その言葉に、蛟みずちが沈ちん黙もくした。

　握りしめられていた手を見やる。そんな温かさに胸を震ふるわせてしまった、自分こそが信じられないというようでもあった。

　ふと、蒼士郎が振ふり返った。

　階段からビルの屋上へ、新たな人物が現れていた。

「まあ、ぶんぶん頭上を飛び回ってくれるものよね」

　真しん紅くの髪かみの少女が、ふんと鼻を鳴らしていたのである。

「ひいろ」

「〈剣けん帝てい〉──っ！」

　蛟みずちが飾り杖ケインを構えかけて、動きを止めた。

　英えい雄ゆうの隣にはもうひとり、振り袖そでを纏まとう儚はかなげな少女が、佇たたずんでいたのだ。

　蛟みずちが、息を止めた。

「……阿あ頼ら耶や」

「蛟みずち」

　振り袖の少女が、か細く名前を口にした。

　ひいろに背中を押されて、たたらを踏ふんでから、視線をあげる。

「……私、知ってる」

　と、薄うす桃ももの唇くちびるが囁ささやいた。

「誘拐されたときから、蛟みずちが、ずっと守ってくれてたの、知ってる」

「それは」

　いまだ身体からだに力が入らず、屋上に座り込んだままの蛟みずちが呻うめく。

　まるで、魔ま法ほうみたいに、若者はひどく年相応の顔をしていた。もうほんの少しで十七歳になろうかという、大人になりきれない年ねん齢れいの顔。

「だから」

　と、少女が膝ひざをついた。

　その額が、インバネスの胸むな元もとへと潜もぐり込む。

「だから、いなく、ならないで」

　若者の胸に、少女の涙なみだが滴したたった。

　ああ、それは本当に魔法だったのだ。

　かつて平へい凡ぼんだったはずの、平凡でなくなった少年を、本来の姿に戻もどす──きっと、そんな魔法であった。








『エピローグ』









　放課後になると、教室にどっと歓かん声せいが巻き起こった。

「終わったー！」

「お、恩おん赦しやだ……！　救われた……！」

「良かった。今回も生き延びた……」

　あるいはがっくりうなだれたり、あるいはガッツポーズだったりと、さまざまな感情表現が発はつ露ろされる。何事も始まるときと終わるときは悲喜こもごもだが、期末試験というものは定期的なクライマックスと言えるかもしれない。

「いいから、お前ら騒さわぐなら、教室を出てからにしろ」

　絶大な解放感に打ち震える生徒たちを見やりつつ、蒼そう士し郎ろうはタブレット端たん末まつをスリープさせた。

　ぐいと肩けん胛こう骨こつのあたりを回す。

　期末試験は初めてということもあって、試験を受けさせる側の自分まで妙みように緊きん張ちようしてしまったというのは秘密である。血走った目だとか、最初からあきらめてる顔だとか、取り澄すました楽勝な表情だとか、いろいろなものが見られて、不思議と蒼士郎も満足してしまった。

　自分もあの中に入っていたら、試験勉強でひいひい言ったりしたのだろうか。

　ほんの少し物思いにふけったところで、

「破は城じよう先生」

　と、生徒のひとりに呼び止められたのだ。

「なんか破城先生に面会したいって人が、校門のところに来てますけど」

「今行くよ」

　その言葉通りに、数分ほどで蒼士郎は降りていった。

　はたして校門のところに、純白の制服を纏う少年が立っていた。

「──それ、暑くないのか」

「そりゃ暑いに決まってるやろ。こういうのは意地の問題や」

　と、長なが袖そでの制服をつついて、アラン・ウェイクは鼻を鳴らす。御み厨くりや学院にも当然夏服はあると思うのだが、こうした制服を着続けてるのが何かの権けん威い付けなのかもしれない。

　それから、軽く目配せして、生徒の少ない方へ歩きつつ、アランは口を開いた。

「一応報告しとこ思ってな。電話やチャットでってのもあれやし」

　金きん髪ぱつの頭を搔かいて、少年は面めん倒どう臭くさそうに言葉を続ける。

「蛟みずちと阿あ頼ら耶やは、〈管理軍〉と〈ギルド〉とで共同拘こう束そくって流れになったわ」

「ああ、黒蓮華嬢ロータス・ブライドに聞いたよ」

「なんや、くたびれ損かいな！」

　芝しば居いがかった感じで、アランが唇をとがらせる。

「まあ、結果としていえば、蛟みずちがあれだけ大げさにかました甲か斐いはあったってことやろな。〈剣帝〉が姿を現したってことで、てんやわんややったで。騒いでる間に、〈ギルドそつち〉の支部長のリチャード劉ラウがうまいこと入り込んで、ふたりの身み柄がらを確定させたってとこ」

「そういうのばっかりうまい感じだな」

「やり手なんて、どこでもそんなもんやろ。けったくそ悪いんばっかりや」

　肩かたをすくめて、アランが毒舌を振るう。

　このいつも軽けい薄はくな少年からして、愚ぐ痴ちを言いたくなるような環かん境きようではあるらしい。

「まあ、阿頼耶は被ひ害がい者しややし、蛟みずちも反省が見られるってことで万年人材不足の〈管理軍〉やと司法取引してくるんちゃうかな。──それこそ、教官の方が圧あつ倒とう的てきに足りてないんやから」

　創神使いマギウスは数少ない。強大な創神使いマギウスとなればなおさらだ。

　彼らは能力を失ったとしても、後進の育成に絶対不可欠の存在である。

　おそらくは、蛟みずちもそんな仕事をさせられるだろうというのが、アランの判断だった。

「で、マラカイは〈管理軍〉側で拘束。こっちは今回のことがなくても、叩たたけばなんぼでも埃ほこりが出てくるやつやからな。それなりの手て柄がらにはなりそうやけど、ほんま面倒臭いことばっかりや。だいたい、〈管理軍〉が総そう崩くずれになるって予想で相場にぶちこんでたみたいやから、放ほうっておいても破は裂れつしたやろうし」

　ぶうたれたアランが、びしりと人差し指をあげた。

「貸し一や。覚えとき」

「……ああ。覚えておくよ」

　つい、微び笑しようしてしまった。

　この怪あやしげな関西弁の若者は、時々甘いといって差し支つかえないぐらいに優やさしい。〈剣帝ひいろ〉が勝ち取った〈管理軍〉の勝利が、こういう道につながったのだとしたら、あの『戦争』にも意味はあったのかもしれないと、そう思えるほどに。

「師し匠しよう！　アランさん！」

　ぶんぶんと手を振って、もうひとりの癖くせっ毛の少年が校舎から現れた。

　息せききって、駆かけつけてきた少年が、笑え顔がおを見せる。

「……お待たせしました、アランさん！」

「これから面会なんや」

　と、アランがわけしり顔でうなずく。

「面会ってことは、阿あ頼ら耶やのところに行くのか」

「はい。蛟みずちさんとも会ってきます」

「……そうか」

　と、蒼士郎が唇をほころばせる。

　青年はあれから蛟みずちには会っていなかった。蒼士郎も一応〈ギルド〉には属しているが、仮にも〈黒こく絶ぜつ公こう〉がかつての弟で子しに会うとなれば、周囲を騒がせすぎるだろう。そこを誤ご魔ま化かしておくには、今回の事件は大きくなりすぎた。

「会ったら……」

　言いかけて、蒼士郎は瞼まぶたを閉じた。

「いや、何も伝えなくていい」

「蛟みずちは、感謝してました」

　と、恭真が口にしたのだ。

「自分を止めてくれてよかった。……他ほかの誰だれかじゃなくて、破城教官が教官になってくれて良かった……って、前に会ったときも、何度も言ってましたから」

「っ…………」

　たまらず、息を詰つめてしまった。

　こんな、できそこないの教官の胸を、いっぱいにしなくていいだろうに。

　誤魔化すように、咳せき払ばらいして、

「……お前も〈ギルド〉に登録してしまってるんだから、もう少しまともに創神形質使えるようになっとけ。まだ、全然制せい御ぎよできないんだろが」

「はい、今度も特訓お願いします！」

「気が向いたらな」

　嫌いやそうに手を振ふったが、恭真の方はそんな素そ振ぶりにもめげる様子はなかった。

　まあ、それもいつものことだろう。

「ありがとうございます！」

　まるで、空手みたいに勢い込んだ一礼をして、恭真はアランとともに去っていったのであった。
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　恭真たちと別れた後、いつもの帰り道の公園で、見覚えのある人ひと影かげが夕焼けを見上げていた。

　アカイロに染まった世界の中で、彼女の髪かみの色はひときわ鮮あざやかだった。

「一学期、お疲つかれさまです。先生」

「まだ終業式はあるだろ」

　つい、この相手には軽口を叩いてしまう。

　真しん紅くの髪をおさえた少女に、片目をつむった。

「さっきもホームルームすっぽかしただろ。最近、鬼おにの朱あけ姫ひめがしょっちゅう授業からいなくなるって噂うわさになってるぞ」

「こっちもいろいろ面倒臭かったんだから」

　と、抗こう議ぎするみたいに、ひいろは胸をそらした。

「前回と違ちがって、〈剣けん帝てい〉としての能力を〈管理軍〉の前でお披ひ露ろ目めしちゃったもの。黒蓮華嬢ロータス・ブライドがあれこれ手を回してくれたみたいで、なんとか無罪放ほう免めんになったけど」

「……ああ。あっちもこっちも世話になったわな」

　蒼士郎が苦笑する。

　あの後、蛟みずちと阿あ頼ら耶やの件が落ち着くまで、黒蓮華嬢ロータス・ブライドは各方面に働きかけてくれたのだ。アランにせよ、リチャード劉ラウにせよ、いろいろ骨を折ってくれたことは違いない。

　まだ、蒼士郎にはかなわない領域。

　大人と子供の中間。

　そんな年ねん齢れいなのだろう。

「少し、歩きましょ」

　と、ひいろが足を踏ふみ出した。

　公園はほどほどに広く、散策は心地ここちよかった。

　ゆっくりと、夕ゆう映ばえが薄うす闇やみへと色合いを変えていく。その光景が、まるでフィルムの中を思わせて、蒼士郎はいつしか瞼を閉じていた。胸の内側で続いたグラデーションは、極ごく上じようの絹にも似て、心をときめかせた。

　不意に、少女がまるで違う話題を切り出した。

「あたしね。先々月が誕生日だったんだ」

「そりゃ、おめで……」

　言いかけて、蒼士郎は口を閉とざす。

　ひいろがわざわざそんな話題を持ち出した──その意味に気づいたからだ。

「もう三年足らずで、十七歳」

　にっこりと、少女が笑う。

　十七歳。

　創神を喪うしなう年齢。

　鷹たか羽ば蛟みずちがもはや単独では阿頼耶を守りきれぬと判断した、そのタイムリミット。

「うん。中学生だとか部活だとか、どんなことでもそうだと思うんだけれど、〈剣帝〉としてのあたしはそこで本当におしまい」

　空に放り投げるみたいに、ひいろは言った。

　どこにだって誰にだって、そんなときは必ず来るものなのだと、最初から覚かく悟ごを決めているみたいに。当たり前のことすぎるから、だからこそ毎日思い返しているのだと話すみたいに。

　くるり、と少女が振り返った。

　何度か深呼吸する。

　胸に指をおいたまま、口を開いた。

「だから、今の内に言っておくね」

　悪戯いたずらっぽいような、はにかむような笑みで、少女はまっすぐに話す。




「──あたしは、キミが好きだよ。蒼士郎くん」




　まるで、爆ばく弾だんであった。

　硬こう直ちよくしたまま、蒼士郎が何度も瞬まばたきした。

「あ、それ、は」

「べ、別に答えはいいんです！　単に、あたしの気持ちを言っただけだから──」

　少女が先行して、さっさと歩き去ろうとする。

　その手を、温かいものが引き留めた。

　蒼士郎の手であった。

「本当に、初めて会ったときから、ずっと勝手だな」

「そんなの！　だいたい最初に生徒だって騙だましてたのは蒼士郎くんの方で──」

「ああ、俺はあのときからずっと、お前が好きだったよ」

　するりと、想いが口を出た。
















　泣きそうだったひいろの顔が、輝かがやきを取り戻もどす。

　手を引っ張って、蒼士郎が先に行く。

「だから、今日はもう少し話そう。学校のことも、昔のことも、創神使いマギウスになるより前のことだって……」

　それこそ、初めて出会ったときのようだった。

　歩き慣れたはずの公園が、黄金の宮きゆう殿でんよりも美しく蒼士郎には見えた。

　ささやかに降りはじめた月光は淡あわいヴェール、遠く聞こえる虫の声はいかなるオーケストラよりも絢けん爛らんに。

　月の下、つながれた一対ついの影かげ法ぼう師しは、踊おどるようだった。

　ああ、多くを語らずとも、いいだろう。

　終わっても、終わらないものは、確かにここにある。




　はるか彼方かなた、どこまでも紡つむがれていく新たな時間へ、彼らは踏み出していく──





〈第一部・了〉　










あとがき









　無事お届けできました。『創神と喪そう神しんのマギウス』二巻になります。

　教師という立場に、主役の蒼そう士し郎ろうをつけたことからひょっとして……と思われた方もいるかと思いますが、今回は弟で子しの物語。無理やり押しかけてきた初は瀬ぜ恭きよう真まを中心として、教師である蒼士郎の双そう方ほうから観みた成長と試練の話となっています。




　さて、少しよしなしごとを。

　一巻のあとがきで「ひとまず二巻まで考えてる構成です」と書きましたが、あれは昨今出版事情が厳しくなっており、二巻で打ち切られる場合も多いことから、「でしたら最初から二巻の構成はどうでしょう」と、編集のＨ氏に話したのが始まりです。

　ただ、上下巻で綺き麗れいにまとまった話というのはライトノベルだと手に取りにくいので、最初に大きな話のプロットというか歴史をつくりあげて、その中から関連性の高いふたつの物語を選び取る……というのを考えたのです。

　前巻が「教師という自分を蒼士郎が受け入れる話」、今巻が「教師になった蒼士郎が弟子と向かい合う話」となったのはそういった理由ですね。かつての『戦争』を過去として、現在と未来を描えがきたかったわけです。

　で、無事に二冊を書き終えてほっとしていたのですが、幸いにも一巻がそこそこ好評を得たらしく、編集部から三巻もとお誘さそいをいただきました。せっかくつくりあげた世界ですし、少し間があくかと思いますが、続きも書いてみたいと思ってます。獅し子し王編となるか、はたまた魔ま女じよの物語になるか、帝てい王おう公主の四人目となるか……どうぞお楽しみに。




　最後になりましたが、今回も息を吞のむほどの迫はく力りよくある創神や他キャラを描かいていただいた曽そ我が誠まことさん、スケジュールなど管理いただいた編集のＨさん、そしてもちろんこの本を手に取ってくださった読者あなたに感謝を。

　次は夏頃ごろ、タイプムーンブックスさんから『ロード・エルメロイⅡ世の事件簿ぼ』でお会いするのが一番早いかと思います。




　二○一六年五月


スーザン・グリーンウッドの『魔ま術じゆつの人類史』を読みながら










三田誠

●さんだまこと



兵庫県在住の物書き。

代表作に『レンタルマギカ』『ロード・エルメロイⅡ世の事件簿』など。

お約束していた二巻となります。教官にはやはり弟子が必要でしょう。お楽しみいただければ。


















カバー・口絵・本文イラスト／曽我誠

カバーデザイン／阿閉高尚










創そう神しんと喪そう神しんのマギウス２








三さん田だ　誠まこと
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